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第1章 BLCJ BIMオブジェクト標準 Version 1.0 から 2.0 へ 

1.1 BLCJ BIMオブジェクト標準の目的と標準化のメリット 

(1) 標準の目的 
BLCJ BIM オブジェクト標準は、日本国内のプロジェクトで使用されている BIM オブジェクトのデー

タ構造・用語等を標準化して、異なるプロジェクト段階、異なるプロジェクト・企業の間で円滑な情報連
携が図れることを目的としている。 

BLCJ BIM オブジェクト標準 Version 1.0（以下「標準 Ver. 1.0」）は、前身の BIM ライブラリーコンソ
ーシアム（2015～2019）構成員の間での合意事項としての位置付けであったが、2019 年 5 月に国土交通
省により建築 BIM 推進会議が設置されて BLCJ が部会２（BIM モデルの形状と属性情報の標準化検討部
会）として指定され、設計から施工等への異なるプロジェクト段階での情報伝達を円滑に行う(図 1.1 参
照)とともに、建築確認や標準仕様書での活用を目的として標準化の意義が明確化され、拡大された。 

さらには、BIM を中心とするデジタル技術の活用によって i-Construction で提唱する建設生産性の向
上に寄与するとともに、将来のデジタル・ガバメント（電子政府）、デジタル社会（Society5.0）の構築に
貢献することが考えられる。 

 
プロセス横断的な活用が進んでいない BIM 

 
個別の活用に止まっている BIM の活用 

 
建築物のライフサイクルマネジメントでデジタル情報を一貫して活用する 

（プロセス横断型の BIM 活用を行う）ための標準ワークフロー 
図 1.1 異なるプロジェクト段階間での円滑情報伝達を目指す 

出典:「建築分野における BIMの標準ワークフローとその活用方策に関するガイドライン（第２版）」 
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(2) 標準化のメリット 
標準化のメリットとして、以下の 3 点を示す。 

 
メリット 1: 

建築確認・公共建築工事標準仕様書に必要な情報を標準的に整理することで関係者間の情報伝達が
円滑になること 
[解説] 

・ 「情報伝達が円滑になること」とは、建築生産に携わる幅広い関係者が、共通の情報を用いて業務が
行えるようになり、情報伝達ミスや誤解が生じにくく、手戻りが減ることであり、結果として効率的
な業務を行うことができ、幅広い関係者がこのメリットを受けると考えられる。 

・ 情報の標準化により、関連する用語とその定義が共通化される。また情報の表示書式が共通化される
ことにより、情報伝達・データの蓄積が効率的になるだけでなく、種々のソフトウェアによるデジタ
ルな利用が飛躍的に拡大すると考えられる。 

・ 特に実務で頻繁に用いられる公共建築工事標準仕様書と、用語や分類の共通化が図られることで、検
索・データ蓄積などにおいて、関係者の利便性が大きく向上する。 

・ 2025 年度に一部試行が始まる BIM を用いた建築確認において、必要な情報が標準化されることのメ
リットは大きい。また建築生産全体が、将来、よりデジタル化されることは、グローバルな動向から
も必然といえる。 

 
メリット 2: 

標準化を行なう領域を限定し、そこへの十分な情報提供により、設計、施工等の関係者が非効率な業
務の削減を図れること 
[解説] 

・ 標準化の対象範囲(建物の用途・規模など)を限定することにより、メーカー等はそれらの範囲の設計、
施工、維持管理・運用に必要な情報を、集中して標準化し、関係者に提供できるようになる。 

・ 従来は様々な設計者・施工者からメーカー等への情報提供依頼が繰り返され、類似の対応を繰り返し
ていたところであるが、標準化の結果を関係者が共有することで、メーカー等の個別の情報提供が大
幅に削減されると考えられる。 

・ BLCJ(部会 2)とメーカー等で、標準化の範囲を適切に設定することが必要である。それにより設計
者・施工者が必要な情報を効率的に得られて業務が実施できるとともに、メーカー等は非効率な支援
業務を削減できる。それは、最終的には発注者にもメリットとなると考えられる。 

・ 当面、製品等の属性情報の標準化は、調達に必要な範囲と考えている。すなわちメーカー決定後、そ
の固有の詳細を決める情報は標準化しないことが原則と考える。ただし両者の中間に位置づけられる
情報や維持管理・更新の主要パーツ等の扱いは、今後検討する予定である。 
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メリット 3: 
標準化・デジタル化の副次的効果があること 

[解説] 
・ 材料・機器等の選択を一定範囲で定式化(プログラム化)することが容易になり、将来の省力化が考え

られる。 
・ 材料・機器等の標準化された情報が、共通化またはメーカー等独自の BIM ライブラリサイトとして

整理された場合、サイトの利用情報が、製品の売れ筋品目、地域等のマーケティング戦略として役立
つことになる。 

 

 

図 1.2 標準化を行う範囲・行わない範囲と標準化のメリット 
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1.2 BLCJ BIMオブジェクト標準の特徴と適用範囲等 

表 1.1 BLCJ 標準公表の経過 
2018 年 10 月 BLC BIM オブジェクト標準 Version 1.0 合意 
2019 年 10 月 BLCJ BIM オブジェクト標準 Version 1.0 公表 
2021 年 3 月 BLCJ 設備標準（2020 年度中間報告）公開 

BLCJ 構造標準＜令和 2 年度版＞公表 
2021 年 10 月 BLCJ 構造標準＜令和 3 年度版＞公表 
2022 年 3 月 BLCJ 構造標準＜改訂 3 版＞公表 
2022 年 9 月 BLCJ 構造標準＜改訂 4 版＞公表 
2023 年 12 月 BLCJ BIM オブジェクト標準 Version 2.0 公表 
 

1.2.1 BLCJ BIMオブジェクト標準 Version 1.0(以下「標準 Ver. 1.0」) 

(1) 標準 Ver. 1.0 の特徴等 
標準 Ver. 1.0 は、BIM ライブラリ技術研究組合(BLCJ)の前身である BIM ライブラリーコンソーシア

ム（BLC）において 2018 年 10 月にコンソーシアム会員内で合意した標準である。BLCJ への組織変更
に伴い、2019 年 10 月に BLCJ BIM オブジェクト標準 Version 1.0 として公表した。 

標準 Ver. 1.0 の特徴は、 
・ 英国 NBS [注 1]BIM オブジェクト標準(以下「NBS 標準」という。)に対応した国際標準のデータ構

造をもつ。(表 1.2 参照) 
・ 技術情報の記述について、建築分野は、国際的に利用される IFC プロパティを主に用いて定義してい

る。設備分野は、従来から定めていた標準が NBS 標準を包含していることを確認し、日本に必要な
技術情報を加えて、標準としている。 

・ 標準 Ver. 1.0 の対象とした部材、製品を表 1.3 に示す。 
 

注 1：NBS は National Building Specification の略。英国王立建築家協会(RIBA)の下部組織で英国ニ
ューカッスルに本部を置く仕様協会であり、BIM オブジェクト標準、BIM ライブラリー、ISO12006
に基づく Uniclass2015 を管理する約 200 名の組織。なお、2020 年、スウェーデンに本社を持つ 
BYGGFAKTA GROUP に買収された。 
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表 1.2 NBS 標準と BLCJ 標準の対応 

 
 
(2) 標準 Ver. 1.0 の適用範囲 

表 1.3 標準 Ver. 1.0の適用範囲 

分野 標準 Ver. 1.0で対象とする部位・品目 
建築 窓、ドア、床、壁、天井 

電気設備 照明器具、高低圧配電盤 
機械設備 ボイラー､冷凍機､冷却塔､ポンプ､送風機､空気調和機､暖房機､全熱交換器､湯沸器、 

衛生器具､給湯暖房機､パネル形水槽､キッチン、消火設備 
その他 エレベーター、エスカレーター 
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1.2.2 BLCJ BIMオブジェクト標準 Version 2.0（以下「標準 Ver. 2.0」） 

(1) 標準 Ver. 2.0 の特徴等 
2019 年 8 月に BIM ライブラリーコンソーシアムを改編して BIM ライブラリ技術研究組合（BLCJ）が

設立された。その研究活動の目的のひとつとして、BIM オブジェクトの標準の拡充を掲げている。標準
Ver. 1.0 をもとに研究を進め、今回公表するものが標準 Ver. 2.0 である。 

標準 Ver. 2.0 の特徴は、 
・ 英国 NBS BIM オブジェクト標準に対応した国際標準のデータ構造は保持しつつ、国内技術基準に軸

足を移した標準である。(表 1.2 参照) 
・ 技術情報の記述は、建築実務者の視点から検討し、設計・施工・製造段階での主要な情報を取り込み、

日本流のものづくり技術の反映、建築確認申請での活用、公共建築工事標準仕様書等の国内技術基準
による用語・属性定義の共通化を行なった。 

・ 標準 Ver. 2.0 が対象とする建築物の規模・用途は、延べ面積 10,000 ㎡程度以下の事務所・庁舎で、
そこに通常使用される部材・製品・機器を対象とした。ただし、将来は規模・用途を戸建て住宅以外
に拡大する予定である。 

・ 対象とする建設段階は、建築 BIM 推進会議で定義された BIM によるワークフローの業務区分（図
1.3）で、建築は S1(基本企画)から S4(実施設計後半)、設備は S2(基本設計)から S6(引渡し)を対象と
している。ただし、最終的にはライフサイクル全体(S0(企画段階)から S7(維持管理・運用段階))を対
象とする予定である。 

・ 新たに構造設計分野に関して、関係団体の協力を得て、RC 造・S 造の柱・梁・基礎・床・壁・場所打
ち杭・既成杭・ベースプレートを標準化の対象範囲としている。 

 
図 1.3 標準ワークフローと業務区分 

出典：「建築分野における BIM の標準ワークフローとその活用方策に関するガイドライン（第２版）」（2022.建築 BIM 推進会議） 
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(2) 標準 Ver. 1.0 との関係 
標準 Ver. 2.0 は、標準 Ver. 1.0 を拡大・深化させたものである。 
建築領域では、標準 Ver. 1.0 で対象とした品目(オブジェクト)のうち 5 品目に関して、日本の技術的慣

習で必要とする情報を追加するなどにより、属性情報項目を深化させており、また構造領域を追加して拡
大した。 

設備領域では、標準 Ver. 1.0 で対象とした品目に加えて、新たな品目を追加するとともに、適用するプ
ロジェクト段階を S6 まで拡大し、また属性情報項目も建築と同様に深化させている。 

 
(3) 標準 Ver. 2.0 の適用範囲 

表 1.4 標準 Ver. 2.0の適用範囲 

分野  標準 Ver. 2.0で対象とする部位・品目 

建築意匠  
窓、ドア、シャッター、トイレ 
(2024年度までに床、壁、天井の見直し、新たに空間を対象に加える予定) 

構造  
S造の柱、S造の梁 、RC造の柱、RC造の梁、基礎、壁、床、場所打ち杭、既成杭、 
ベースプレート  

電気設備 
照明器具、高低圧配電盤 
発電装置、盤類、防災器具、太陽光発電装置  

機械設備 
ボイラー､冷凍機､冷却塔､ポンプ､送風機､空気調和機､暖房機､全熱交換器､湯沸器、 
衛生器具､給湯暖房機､パネル形水槽､キッチン､消火設備 
バルブ、ダンパー  

その他 エレベーター 
 

 
2022 年度までの窓、ドア、シャッター、エレベーター、トイレの建築関係のオブジェクト標準の検討

には、組合員の他に多数のメーカーのご協力をいただき、100 回を超える検討を行っている。なおここに
は BLCJ 組合員以外のメーカーも含まれている。結果として建築の標準 Ver. 1.0 のうち限定した範囲に
関して詳細な検討を行った。それ以外は標準 Ver. 1.0 が存在している。 

また設備関係のオブジェクト標準の検討は、多くの組合員のご協力により、継続的に進められている。 
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1.3 BLCJ BIMオブジェクト標準 Version 2.0 の概要 

(1) 標準 Ver. 2.0 の対象とする情報範囲 
標準の対象とする情報範囲として、以下を原則としている。 
① 調達に必要な情報であること 

ここでいう調達とは、発注者がプロジェクトを施工者に発注する場合にコストを決める情報を指し、
施工者が下請け業者やメーカーに発注する場合は除く。 

[解説]  
製品情報を例にすると、製品の特定(公共プロジェクトでは製造者までは含めない)に必要な情報で、通

常は公共建築工事標準仕様書として特記される情報、積算段階で追記が必要な情報を指す。民間各社の上
乗せ特記している情報も含まれる。 

 
② 標準とすることで効率化等のメリットがあると考えられる情報 

①以外の情報で、当該情報が二つ以上のプロジェクト段階に活用される場合や、一つのプロジェク
ト段階でも複数者に活用される場合など、効率化等のメリットがあると考えられるもの。 

[解説] 
施工段階では非常に多くの情報が発生するが、現段階で標準化のメリットは少ないと考えられる。施工

から引渡しで建物所有者、維持管理者にわたるものは、完成図/現況図と引渡し情報(製品・機器の製造者、
連絡先、耐用年数、修繕周期、鍵・セキュリティーに関する情報等)に限られる。施工図を参考に渡す場
合もあるが、そこに含まれる情報の信頼性は低いのであくまでも参考であろう。 

ただしこれまで十分議論されない情報、もの決めの決定プロセスの情報(特に設計内容を変更している
場合)、材料・製品等の評価情報等は、建物完成後に不具合、故障等が生じた場合に、トレーサビリティ
を確保するためには必要だという意見もあるが、現段階では標準の対象には含めない。ただし NBS 標準
では評価書が対象となっているため、今後の課題と考えている。 
 

なお、標準の対象としないものは以下のとおりである。 
建築： 巾木、ノンスリップ、コーナービード、天井見切縁、ヒンジ等の建築金物等 
設備： 配管・配線、ダクト、バルブ、コイル等 

(配管・配線、ダクトを対象外とする理由は、ライブラリーに含まれず、buildingSMART Japan
が担当しているため。ただしタンパー等は建築確認の対象オブジェクトのため、ダクトとの接
続ルール等は必要。) 

 
(2) 公共建築工事標準仕様書の用語との整合 

標準 Ver. 2.0 は、公共建築工事標準仕様書の用語との整合を目標としてきた。整合を図る対象として、
品目の名称、分類、属性情報がある。さらに分類はそれを組み立てる材料・製品の名称から構成される。
従来のシステム内の分類は CI-NET コードを採用してきた。 

標準 Ver. 2.0 は、整合させる範囲として品目の名称を対象としている。ただし、システムの内部までの
改良は膨大な作業を要するため、当面は対照表により、対応することとする。なお名称の細部での対応は
省略し大きな違いと考えられる範囲とした。細部での対応とは，〇〇型か〇〇形か、〇〇式の式の有無な
どである。(表 1.5 参照) 
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また、分類に用いられるコード自体を公共建築工事標準仕様書によって構成することが検討されたが、
公共建築工事標準仕様書の改定が積み上げ方式ではないこと、さらにはコード自体の維持管理は多くの
労力を要することから、今回は公共建築工事標準仕様書をもとに分類コードを作成することは見送って
いる。ただし、海外の ISO に基づく分類コード(Uniclass2015、OmniClass)との関係は表示できることと
しているが、日本で生産される材料・機器などと海外の材料・機器などは同じではないため、細部では
ISO に基づく分類コードには対応していない。 

 
表 1.5 標準 Ver. 2.0の用語と公共建築工事標準仕様書との用語の対応 

BLCJ標準 公共建築工事標準仕様書 

受変電設備 高低圧配電盤 受変電設備 キュービクル式配電盤 

冷凍機 
空冷ヒートポンプ 

冷凍機 
空気熱源ヒートポンプユニット 

空冷モデュールチラー 
空気熱源ヒートポンプユニット 
(モデュール形) 

制気口 
VHS 

制気口 
吹出口 

角型アネモ シーリングディフューザー(角形) 
丸型アネモ シーリングディフューザー(丸形) 

ダンパー SMD ダンパー 防煙ダンパー 
ポンプ 小型給水ユニット(立型) ポンプ 小型給水ポンプユニット 

消火設備 アラーム弁 消火設備 流水検知装置 

 
 

(3) 建築設計三会ガイドラインのパラメーターリストとの関係 
両者は基本的には多くの部分で共通している。ただしいくつか異なる点もある。 
標準 Ver. 2.0 は、BIM ソフトウェアに依存しないことを前提としているため、BIM ソフトウェア間

で共通して定義されない項目は除外している。また、プロジェクトに関する情報（例：階情報、窓・ド
アの取り付け位置等）は情報項目に含まれていない。 

一方、建築設計三会のパラメーターリストは Revit 向けに作成されており、属性 ID として GUID を
使用し、ホスト(ドアなどが取り付く部材)、線種の取り扱いなど、プロジェクトに関する情報も定義し
ているが、他の BIM ソフトウェアではそのまま使用できない属性情報も含んでいる。 

これは標準 Ver. 2.0 がプロパティを定義しているためである。(2.1(1)用語参照) 
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(4) 2 通りの情報生成タイプの考慮 
建築オブジェクト(製品)は、寸法・性能を設定して設計段階で造りこむもの(セミオーダー方式)が大部

分なため、標準を一定の範囲に設定しにくいことがある。一方、設備オブジェクト(機器)は「製品リスト
から選定する(レディーメイド方式)」が大部分である。 

このため、標準のタイプを 2 通りに設定し、また属性情報の設定方式も 2 通りを考慮している。 
 

表 1.6 2通りの情報生成タイプと標準 

設計段階等で造り込
まれるオブジェクト
が対象 

属性情報のロングリスト的性格の属性情報標準 
・設計、施工等で必要な情報範囲、情報詳細度等が異なり、また設計者・施工

者等が必要に応じて属性情報を選択できる 
・建築確認、調達に必要な情報は必須、シミュレーション等の情報は推奨 
・主に建築の部材 

[利用はライブラリサイト、アドオンプログラム、BIM ソフトウェアによる
方法を想定] 

設計段階等で製品等
から選択されるオブ
ジェクトが対象 

オブジェクトの情報範囲、情報詳細度等が一定なものの標準 
・設計者・施工者等が属性情報を用いて必要な製品等を選択する 
・建築確認、調達に必要な情報は必須、シミュレーション等の情報は推奨 
・主に建築・設備の材料・製品・機器 

[利用はライブラリサイト等による手法を想定] 
 

(5) 同じ情報がメーカー、BIM ソフトウェアによって異なる場合の標準の対応 
建具の寸法を例にとると、図 1.4 に示すように、同じ意味を持つ情報がメーカー・BIM ソフトウェア

によって呼称や取り扱い方が異なっているのが現状である。この対応として、全てのメーカー・BIM ソ
フトウェアの情報を共通化することは非現実的である。そこでここでは、例えば窓の高さに関して、Revit
の「H」と Archicad の「開口高さ」に BIM 標準として共通の ID を設定し、個々のデータを変えずに同
一の情報であることをシステム上認識できる方法とした。 

 

 
図 1.4  同じ情報に関するメーカー、BIMソフトウェアでの相違の現状 
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1.4 形状・属性情報の構成 

BLCJ BIM オブジェクト標準によるデータの基本的な構成は次のとおりとする。 

 
図 1.5 データの基本的な構成 
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1.5 検索・利用のための分類コード、ID、用語 

(1) 概要  
製品、材料を分類するコード体系は、国内には建設情報標準分類体系 JCCS、CI-NET、積算で使用さ

れている体系、工事標準仕様書の分類体系などがある。また海外では、ISO12006-2 に準拠して作成され
た Uniclass2015(主として英国などで利用)、OmniClass(主として米国、カナダ、オーストラリアで利用)
のファセット型の分類体系がある。 

ファセットとは、多面体の一面を指し、ものを分類するのに、いくつかの要素から分類し、それらを組
み合わせて表示する方法である。このため、OmniClass、Uniclass2015 では複数の分類テーブルが用意さ
れている。 

表 1.7 分類体系の事例 

海
外
の
分
類
体
系
︑
コ
ー
ド
体
系
の
事
例 

OmniClass 

米国、カナダ等で主に使用されている建物のライフサイクルにわたる要
素の分類体系。ISO 技術レポート 14177「建設産業における情報の分類
1994 年 7 月」（のちに）ISO12006-part2(ビル建設-建設業務の情報組織-
part2 情報の階層化のフレームワーク)に基づいて作成されている。 

対象は、機能と形態での建設要素、機能と形態での空間、製品、プロジ
ェクト段階、情報、材料等に関する分類があり、多岐にわたっている。 

コード表示例は、「23_17_13_13」(金属製 FIX 窓:23(製品))_17(開口部
等)_13(窓)_13(金属製)_11(FIX)である。 

Uniclass2015 

英国 NBS BIM ライブラリーに使用されている分類。OmniClass と同様
ISO12006 part2 に準拠している。建物要素、活動、空間、形態での建設要
素、プロジェクト段階等に関する分類があり、多岐にわたっている。 

コード表示例は、「Pr_35_90_93_10」（平張り用陶磁器質タイル製品：
Pr(製品)_35(内外装材)_90(成形品)_93(ユニット屋根材)_10(平張り用)
である。 

国
内
の
分
類
体
系
︑ 

コ
ー
ド
体
系
の
事
例 

CI-NET コード 

建設業振興基金・建設産業情報化推進センター(C-CADEC)が開発した
コードで、元請け業者と下請け業者の間の取引に使用されることを目的に
開発された。電気設備、機械設備の機器が詳細に分類されている。 

コードは分類(2 桁)、大分類(2 桁)、中分類(3 桁)、小分類(4 桁)、細分
類(3 桁)の計 14 桁から構成されている。 

コード表示例は、蛍光灯器具・密閉一般施設用照明・埋込みが、 
「40300100310009」である。 

JCCS は寺井達夫教授(千葉工業大学)の提案するファセット型の分類体系であるが、実用コードに至ら
ず、日本には残念ながら実用的で統一された材料・機器の分類体系はないのが現状である。分類はその国
の事情に基づいて形成されているものであり、「国際建設情報協議会(ICIS)の BIM ライブラリー調査
（2015 年）」においても、各国は自国の分類を使いたいという意見が多数である。このため、建設産業界
の取引に一般的に使用されている CI-NET を当面使用することとなったが、建設産業で取引される種々
の資材、機材、労務、工事費等に対するコードであることもあり、BIM との連携に工夫が必要な面もあ
る。また、今後のグローバル化を考慮して、OmniClass、Uniclass2015 との連携や併用も視野に入れた検
討も進めていく。 
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(2) CI-NETの概要 
CI-NET（Construction Industry NETwork）とは、建設産業全体の生産性向上を図るため、建設生産に

関わる様々な企業間の情報をネットワークを利用して交換するための仕組みである。 
建設生産における企業間の商取引には、見積依頼など商談の段階から注文、請求、決済までいくつもの

段階があり、その都度帳票のやり取りが行われているが、CI-NET はこれらを電子的に交換するための標
準として作られた。各企業は CI-NET に対応したシステム（ASP サービスや業務ソフトを含む）を導入
することによって、様々な取引先と電子商取引ができるようになる。利用イメージを図 1.6 に示す。 

 
図 1.6 CI-NET の利用イメージ（（一財）建設業振興基金 Webサイトより引用） 

 
(3) ISO12006-part2の概要 

原題は、”Building construction ‒ Organization of information about construction works ‒ Part 2: 
Framework for classification”(建設-建設活動に関する情報体系 part2 分類に関するフレームワーク)であ
る。 

ISO12006-2:2015 は、構築環境の分類システム開発のための枠組みを定義している。情報オブジェク
トの分類について、定義に基づいた特定の視点（例：形態や機能など）に従って、推奨される分類テーブ
ルのタイトルを特定している。また、各表に類別されたオブジェクト分類が、例えば BIM における一連
のシステム及びサブシステムとしてどのように関連しているかを示している。 

ISO12006-2:2015 そのものは運用可能な分類体系を提供するものではなく、また、例を示してはいる
が、テーブルの内容を提供するものでもない。分類システム及びテーブルを開発・公表する組織によって
利用されることを意図しており、地域のニーズに合わせて細部が異なる可能性がある。しかし、ISO12006
の本パートが地域の分類システム及びテーブルの開発に適用されれば、それらの間の整合化が促進され
る。 

ISO12006-2:2015 は、事前検討、設計、図書作成、建設、運用及び維持管理、解体を含む建設工事のラ
イフサイクル全体に適用される。また、関連するエンジニアリング・サービスおよびランドスケープを含
む、建築工事と土木工事の両方に適用される。 
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(4) Uniclass2015の概要 
Uniclass2015 は ISO12006-part2:2015 に準拠し、英国の建設業界の全部門をカバーする統一分類シス

テムであり、インフラから材料まであらゆる規模の品目を分類するための一貫したテーブルが含まれて
いる。 

当初の Uniclass は、1997 年に英国の CPIC（Construction Project Information Committee：建設プロ
ジェクト情報委員会）によってリリースされ、段階的な改訂を経て 2013 年には Uniclass2 へと大幅に改
訂された。CPIC は 2014 年にその知的財産権を英国政府に譲渡し、NBS 主導で Uniclass2015 に再編さ
れてリリースされた。対象範囲が拡大され、現代の建設業界の実務に適したものとなり、BIM プロセス
との互換性が高められている。 

 
表 1.8 Uniclass2015のテーブル 

テーブル 内容 
Ac - Activities 空間や建物で行われる活動、サービス 
Co - Complexes プロジェクト、施設全体 
En - Entities 個別建物・施設 
SL - Spaces/ locations 居室の用途、空間 
EF - Elements/ functions 主要な部位、設備機能 
Ss - Systems 部材、工法、ユニットや工法 
Pr - Products 市販の商品、部品 
TE - Tools and Equipment 仮設、建設機械、工具など 
PM - Project management 承認、財務、契約、資産管理など 
FI - Form of information 各種情報の書式 
Ro - Roles 組織、管理、運搬、設計などの役割 
Ma - Materials 素材 
PC - Properties and characteristics 特性、特徴 
Zz ‒ CAD and modelling content 図面テンプレート、表現など 

 
Uniclass2015 は複数のコードテーブルの集合体で、表 1.8 に示す 14 のテーブルで構成されている。建

物を構成するために使われる主要なテーブルとしては、設計要求条件の検討に利用される「施設全体：
Co-Complexes / 建物：En-Entities / 居室や空間：SL-Spaces/locations / 活動やサービス：Ac-Activities」
の相互に関連する 4 つのテーブルがある。また、設計において建物を製品に分解していく段階的な検討
のプロセスに対応する「個別建物：En-Entities→建物を構成する構造や機能：EF-Elements/Functions→
それらを構成する建築要素：Ss-Systems→それを構成する個々の材料や部品：Pr-Products」と階層的な
体系がある。（図 1.7） 
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図 1.7 Uniclass のテーブル間の関係性 

 
(5) OmniClass の概要 

OmniClass™（OCCS :OmniClass Construction Classification System）は、米国の設計・エンジニアリ
ング・施工の分野で従来使用されていた分類コードを元に、アプリケーション間での情報の連携や
ISO12006-part2:2015 への対応等を目的として整備され、2001 年に素案が公開された。 

公共工事における仕様の品質向上を目的として 1948 年に政府機関のスペックライターによって設立
された米国の建設仕様協会（CSI:Construction Specifications Institute）によって管理されており、できる
限り既存の分類システムを利用している。OmniClass の 15 のテーブル（表 1.9）の内、20 番台の 3 つの
分類コードがビルディングエレメントの BIM オブジェクトと関係する。 

「Table21-Elements」は UniFormat が元になっており、建物を構成する構造や機能が対象で、部分別
積算書の標準書式に利用されている。「Table22-Work Results」は MasterFormat が元になっており、工
種別の分類で、工事仕様書や工種別見積書の標準書式として利用されている。「Table23-Products」は
EPIC（Electronic Product Information Cooperation）の分類コードを元にした製品の分類で、BIM オブ
ジェクトクラスの識別に用いられている。 

 
表 1.9 OmniClass の 15 テーブル 

Table 11 ‒ Construction Entities by Function Table 32 ‒ Services 
Table 12 ‒ Construction Entities by Form  Table 33 ‒ Disciplines 
Table 13 ‒ Spaces by Function Table 34 - Organizational Roles 
Table 14 ‒ Space by Form Table 35 ‒ Tools 
Table 21 ‒ Element (includes designed Elements) Table 36 ‒ Information 
Table 22 - Work Results Table 41 ‒ Materials 
Table 23 ‒ Products Table 49 - Properties 
Table 31 - Phases  
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1.6 ライフサイクルを対象とする BLCJ BIMオブジェクト標準 Version 2.0 

標準 Ver. 2.0 は現状ではプロジェクト段階で図 1.8 に示す範囲をカバーしているが、将来としてはラ
イフサイクル全体をカバーする計画である。 

また標準 Ver. 2.0 は現状では延べ面積 10,000 ㎡程度以下の事務所・庁舎で、そこに通常使用される部
材・製品・機器を対象としている。将来的には 10,000 ㎡以上の規模や集合住宅など、戸建て住宅以外の
建物用途まで対象を拡大する計画である。 

 

 
図 1.8 BLCJ BIM オブジェクト標準 Ver. 2.0の現状と将来展開 
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1.7 BLCJ BIMオブジェクト標準 Version 2.0 と他のデータベースの活用 

標準 Ver. 2.0 の属性情報は詳細で項目数が多く見えるが、そのすべてをプロジェクトごとに設計者が
入力する必要は無く、ライブラリー利用やアドオンソフト、テンプレート等との連携により、通常の設計
業務に加えてデータ入力が過大な負担にならないよう対応できると考えている。 

また標準 Ver. 2.0 に準拠した BIM オブジェクトは詳細な属性情報を扱うため、データが重くなる・内
容の修正が設計者等の業務の負担であるとの懸念について、実際の運用としてはオブジェクト内にデー
タを持たせるのではなく、特記仕様書・標準仕様書や外部の関連データベースとの連携により、オブジェ
クトの軽量化、内容修正の容易化を図ることができると考えている。 

 

 
図 1.9 データベース連携のイメージ 
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例えば 2021 年度の建築 BIM 推進会議で、属性情報と公共建築工事標準仕様書との連携について図 1.10
の内容を示しているが、公共建築工事標準仕様書の文章を属性情報に加えるのではなく、公共建築工事標
準仕様書は、独立したデータベースに情報があり、BIM の属性情報と ID を介して連携する構想である。 

 

 

 
図 1.10 属性情報と仕様書データベースとの連携(イメージ) 
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1.8 標準化検討の実施体制 

(1) BLCJ:BIMライブラリ技術研究組合設立まで 
表 1.10 BLCJ 設立沿革 

2014 年 1 月 任意団体 BIM フォーラムを設置し、毎月 1 回の継続的議論開始 
2014 年 2 月 ICIS レポート「BIM と仕様書をつなぐ」の受領と翻訳 
2014 年 3 月 (一財)建設業振興基金が Stem 等を 2015 年度で終了することを決定し、承継先模索 
2015 年 4 月 建築保全センターが建設業振興基金から Stem、BE-Bridge 等を承継 
2015 年 4 月 建築保全センターに BIM ライブラリーコンソーシアム準備事務局を設置 
2015 年度 BIM ライブラリーコンソーシアム設立総会開催(10 月)。正会員 38、特別会員 19 団

体等/各部会の役割、目標の明確化/活動の論点整理を実施/NBS オブジェクト標準と
それに関連する ISO、BS の翻訳と内容の理解/今後の活動に関する調査の実施 

2016 年度 在り方部会では、ビジネスモデルの検討をＷＧで開始し、問題点等の洗い出し/建築
部会、設備部会では、BIM オブジェクト標準の議論の実施/BIM ソフトウェアによる
データ構造の違い、Stem と英国の NBS BIM オブジェクト標準の比較/オブジェクト
標準の確立作業のための技術的な合意の実施/運用部会では、運用規約等の検討実施
/オーストラリアの空調衛生工事業協会(AMCA)との会議（2016 年 6 月） 

2017 年度 在り方部会では、設計・施工から運用・維持管理まで幅広く活用することを視野にラ
イブラリーの在り方の議論と、利用者負担に関するリサーチを検討/建築部会は、建
具（窓・ドア）、壁・床・天井、ユニット物（ユニットバス等）、搬送機器（ELV、ESC）
のオブジェクトの検討を行い、建具等の評価と確認を行った。年度末に（一社）日本
建設業連合会と仮設資材等の BIM オブジェクト整備の共同検討を合意した/設備部
会では、機器管理情報の見直し、グローバル展開を考慮した NBS のデータ構造への
対応、CI-NET コードと Uniclass2015、OmniClass との比較、中間ファイルから正確
な変換の検討をした/運用部会では、モニタリング体制、オブジェクト作成時、受入
れ時、運用時、更新・変更時のモニタリング項目の問題点、コストなどの検討を行な
った。また、BIM オブジェクト利用規約（案）、BIM オブジェクト提供規約（案）、
BIM ライブラリー構築・運用規約（案）の素案を作成した。 

2018 年 10 月 関係者での合意のもと、BLC 標準を確定、公表（10 月）/在り方部会ではビジネスモ
デルを確定に向けてユーザー、メーカーへのヒアリングを実施した/建築部会では建
築系 BLC 標準の確定等を実施。また仮設に関するオブジェクトの共同検討を開始/
設備部会では、設備系 BLC 標準の確定等を実施/運用部会では BIM ライブラリーの
運用に関する規約等を確定/建築研究所と 5 年間の共同研究を開始。 

2019 年 8 月 BIM ライブラリ技術研究組合（BLCJ）設立 
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(2) 技術研究組合の概要、目的、実用化の方向性、事業化の目途の時期 
・ 組合設立の目的 

BIM による円滑な情報連携の実現のため、繰返し利用される建築物の部材・部品の形状や性能等のデ
ータ（BIM オブジェクト）を標準化し、その提供や蓄積を行う BIM ライブラリーを構築・運用するとと
もに、現在 BIM 導入を検討・開発中でその効果が大きい分野との連携を図ることにより、効率的な建築
物のプロジェクト管理等を実用化することを試験研究の目的とする。また BIM オブジェクトの標準化と
広く利用される情報プラットフォーム（BIM ライブラリー）構築が主な成果であることから、社会利益
を主眼とした試験研究であることが特色である。 

 
・ 実用化の方向性 

BIM オブジェクトの標準化と標準オブジェクトによる BIM ライブラリーの構築・運用により、オブジ
ェクト作成の繰り返し作業減による効率化、設計・施工等における利用者・利用例の拡大、設計から施工
等・組織を超えた円滑な情報連携による生産性向上、共通情報プラットフォームによる環境・省エネ・避
難等のシミュレーション・法令適合性確認、建築の IoT 化・AI 化等を推進しやすい環境の構築を図る。 

 
・ 事業化の目途の時期 

当初予定では、2022 年度末頃までに、BIM オブジェクトの標準化と BIM ライブラリーの構築・運用
等に関する技術目標を達成し、当該成果を活用して、2023 年度目処に組合を組織変更し、BIM ライブラ
リーの社会実装を図るとしていたが、2023 年度総会で 2 年間延長が決定している。 

 
BIM ライブラリ技術研究組合 定款(冒頭部分抜粋) 

第１章  総 則  
（事業） 第１条   
本組合は、建築物の設計・施工管理の省力化をはじめとする生産性向上による持続的な経済成長、科

学技術イノベーションの創出などが求められる状況にあって、BIM（Building Information Modeling―
建築情報モデル）活用のための共有基盤を形成する課題を解決するために、次の事業を行う。情報ソフ
トインフラの試験研究と社会実装が目的であるため、主として社会利益を主眼とした試験研究を行う
点が、本技術研究組合の特色である。  

 
一  BIM による円滑な情報連携の実現のため、繰返し利用される建築物の部材・部品の形状や性能

等のデータ（BIM オブジェクト）を標準化し、その提供や蓄積を行う BIM ライブラリーを構築・運用
するとともに、現在 BIM 導入を検討・開発中でその効果が大きい領域との連携を図ることにより、効
率的な建築物のプロジェクト管理等の実用化に関する試験研究を実施すること。  

二  組合員のために前号の試験研究の成果を管理すること。  
三  組合員に対する技術指導を行うこと。  
四  試験研究のための施設を組合員に使用させること。  
五  前各号の事業に附帯する事業 
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図 1.11 BIM ライブラリ技術研究組合の実施体制図(R5年度) 
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表 1.11 各部会・タスクグルーブの役割 

技術運営委員会 技術に関する課題を総合的に検討し、各部会に共通する重要な事項に
ついて決定する。 

在り方部会 BIM ライブラリーの構築、オブジェクトの在り方、ビジネスモデル、
モニタリングに関する検討を行う。 

建築部会 BIM オブジェクト標準のうち建築領域(エレベーター、衛生器具等のユ
ニット製品を含む)の検討、作成、改定及び同標準に基づくオブジェク
ト作成を行う。 

設備部会 BIM オブジェクト標準のうち機械設備領域・電気設備領域の検討、作
成、改定及び同標準に基づくオブジェクト作成を行う。 

運用部会 BIM ライブラリサイトの構築・運用に関する規約の作成及び研究成果
に関する知的財産権に関する検討を行う。 

連携部会 建築確認、仕様情報と BIM の属性情報との連携に関する検討等を行
う。 

R4 補正 
タスクグループ 

BIM を用いた建築確認に向け、BLCJ の実務レベルの視点から、以下
のことを行う。 
① 建築確認の実施に向けた課題と対応の検討 
② 必要なオブジェクト標準と設計者等で必要な各種ツールの開発 
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表 1.12 BIM ライブラリ技術研究組合の部会長、副部会長、WG主査等 

技術研究組合 
理事長 奥田 修一 (一財)建築保全センター 理事長 
プロジェクトリーダー 寺本 英治 (一財)建築保全センター保全技術研究所長 

在り方部会 

部会長 安田 幸一 東京工業大学 教授 
副部会長 山下 純一 (一社)buildingSMART Japan代表理事 
ビジネスモデル WG主査 山下 純一 (前出) 
ライブラリ WG （未 定）  
オブジェクト在り方検討 WG主査 安田 幸一 (前出) 
モニタリング WG （未 定）  
情報 WG （未 定）  

建築部会 

部会長 志手 一哉 芝浦工業大学 教授 
副部会長 岩村 雅人 工学院大学 教授 
属性情報 WG(建具)主査 石川 隆一 (株)梓設計 
属性情報 WG(器具)主査 家原 憲太郎 (株)山下設計 
属性情報 WG(空間オブジェクト)主査 菅原 雄一郎 (株)石本建築事務所 
情報活用 WG主査 石田 憲 (株)日建設計 
建築アドオン WG 主査 糸島 光洋 (株)佐藤総合計画 
構造 WG主査 大越 潤 清水建設(株) 

設備部会 

部会長 一ノ瀬 雅之 東京都立大学 准教授 
副部会長･機械設備オブジェクト作成 WG主査 吉原 和正 (株)日本設計 
副部会長･電気設備オブジェクト作成 WG主査 吉永 修 (株)日建設計 
設備 WG主査 焼山 誠 (株)大林組 
BE-Bridge WG主査 谷内 秀敬 新菱冷熱工業(株)/bSJ 

運用部会 部会長 山本 康友 東京都立大学 客員教授 

連携部会 

部会長 山本 康友 (前出) 
副部会長 吉田 哲 (株)日建設計 
仕様情報 WG主査 山口 浩史 BIM ライブラリ技術研究組合 
建築確認 WG主査 （未 定）  

R4補正 
タスクグループ 

管理技術者 寺本 英治 (前出) 
審議役 下野 博史 BIM ライブラリ技術研究組合 
主任技術者 吉原 和正 (前出) 
主任技術者 吉田 哲 (前出) 
主任技術者 山口 浩史 (前出) 
技術アドバイザー 岩村 雅人 (前出) 

事務局 

審議役 下野 博史 (前出) 
技術研究部長 山口 浩史 (前出) 
担当 山中 隆 BIM ライブラリ技術研究組合 
担当 福島 孝治 BIM ライブラリ技術研究組合 
担当 渋田 玲 BIM ライブラリ技術研究組合 
担当 野瀬 涼音 BIM ライブラリ技術研究組合 
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1.9 その他 

(1) NBS BIMオブジェクト標準 ver2.1(2019年 3月)の概要 
・ 序文（日本語訳） 

NBS では、BIM オブジェクトに関する業界全体の標準が無いことが BIM 導入の障壁になっていると
認識している。したがって、高品質の BIM オブジェクトを構成するものを定義し、これらのオブジェク
トのコンテンツと構造の一貫性を提供することで、NBS BIM オブジェクト標準は、組織の BIM アプロ
ーチの標準化を支援する上で大きな役割を果たす。 

建設業界は、信頼できる BIM オブジェクトへのアクセスを必要としている。製品データも、適切なジ
オメトリーで適切なレベルの情報が必要である。 

BIM の状況は急速に進化しており、NBS はこの進化の最前線にいる。私たちは、市場が良質な BIM オ
ブジェクトを必要としていることを理解しており、NBS BIM オブジェクト規格の導入は、製造業者や設
計者が実務やプロジェクト固有の目的で独自のオブジェクトを作成する際に、共通の規格で作成できる
ようになったことを意味する。 

プロジェクト・マネージャーだけでなく、顧客グループも、プロジェクト・モデル内で使用される BIM
オブジェクトの品質に自信を持つことができるため、メリットを感じるだろう。 

これは NBS にとってだけでなく、BIM オブジェクトを作成するすべての人にとっても重要なステップ
である。NBS BIM オブジェクト標準の要件を満たす BIM オブジェクトは、デジタル建設の真のメリッ
トを実現するのに役立ち、結果として、建築資産のライフサイクルにわたってより良い価値をもたらす。 

2014 年にこの規格が導入され、その後更新が行われたことは、NBS がデジタル化された作業計画全体
を通じて、その知識と専門性をどのように示しているかを示すもう一つの表れである。 

NBS BIM Object Standard は、世界の建設市場における BIM の未来を大きく変えるだろう。 
 
・ 目次（日本語訳） 
セクション 1 一般要件 
1.1 
1.1.1 
1.1.2 
 
 
1.1.3 

一般事項 
用語 
オブジェクトの名称 
a)ジェネリックオブジェクト（※1）、メーカーオブジェクト（※2） 
b)コンポーネントオブジェクト(※3)、レイヤードオブジェクト(※4) 
組み立て 

1.2 
1.2.1 
1.2.2 

オブジェクトタイプ 
オブジェクトの識別 
IFC 変換 

セクション 2 情報要件 
2.1 
2.1.1 
2.1.2 
2.1.3 
2.1.4 

一般事項 
プロパティ指定 
データプロパティ 
完成時の数値 
測定単位 
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2.1.5 
2.1.6 
2.1.7 

明示が必要ない単位 
ハードコード(特定の動作環境で動く)プロパティ 
寸法プロパティ 

2.2 
2.2.1 
2.2.2 
 
2.2.3 
 
2.2.4 

値 
一般事項 
多様な製品 
a)値は単一 b)リスト値 c)範囲値 d)コンマ、スペースで分離 
プロパティ値 
a)英数字データ型 b)単位は値内表示 c)文章ケースを一貫使用 d)ピリオドで終わらない 
依存性 

2.3 
2.3.1 
2.3.2 
2.3.3 
2.3.4 
2.3.5 

プロパティグループと用法 
プロパティセット表示 
発生 
優先順位 
同一プロパティ情報(異なる名称で同一の定義の場合の扱い) 
優先権(同じ名前の場合はタイププロパティが優先権を持つ) 

2.4 
2.4.1 
2.4.2 
2.4.3 

プロパティの命名 
一般事項 
ブーリアンプロパティ 
単位 

2.5 
2.5.1 
2.5.2 
2.5.3 

IFC 
IFC4 共通プロパティセット 
プロキシ 
IFC2×3 

2.6 
2.6.1 
2.6.2 
 
 
 
 
 
 
2.6.3 

ファシリティマネジメント・プロパティ 
ファシリティマネジメント・プロパティ 
［COBie プロパティ］ 
名前、カテゴリー、説明、アセットタイプ、製造者、製品番号、保証サービス担当組織、部
品保証期間、部品(交換)担当組織、保証期間、保証期間単位、更新コスト、期待耐用期間、
期間単位、保証説明、公称長さ、公称幅、公称高さ、製品参照、形状、サイズ、色、仕上げ、
グレード、材料、構成要素、特徴、アクセシビリティ性能、サステナビリティ性能、法令性
能 
［COBie コンポーネントプロパティ］ 
アセット識別番号、バーコード、設置日付、シリアル番号、タグ番号、保証開始日 
IFC4 ファシリティマネジメント・プロパティ 
a)製造者タイプ情報のプロパティセット b)製造者発生のプロパティセット c)保障のプ
ロパティセット 

2.7 BOS 一般 
作成者、製造者名、製造者ホームページ、仕様書説明、仕様書参照、製品情報、改定、分類
コード、分類タイトル、分類版、版 
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2.8 BOS 証明 
証明システムコード、証明システムタイトル 

2.9 BOS 環境 
環境システムコード、環境システムタイトル 

2.10 補足プロパティ 
・BS ISO15686-4 への特徴的な選択と性能プロパティ 
・適用可能な場合、事前定義タイプに関連する IFC プロパティセット 
・関連仕様書体系条項と適切なプロパティ名と値から成るプロパティ 
・建設製品の製造者から成るプロパティ 
・ユーザー定義のプロパティ。2.3 で概括されたグルーピングに適合しないプロパティは、

理解を助けるために明確に命名する。(セクション 5 メタデータ要件を参照) 
・製品の経済的、環境的影響を評価するプロパティ 

セクション 3 ジオメトリー要件 
3.1 
3.1.1 
3.1.2 
3.1.3 
3.1.4 
3.1.5 

一般事項 
モデリングスケール 
挿入ポイント 
パラメトリック機能 
モデリング単位 
実際の厚さ 

3.2 
3.2.1 
3.2.2 

グラフィカル詳細 
グラフィカルな程度 
寸法 

3.3 
3.3.1 
3.3.2 

形状データ 
重要な幾何的性質 a,b,c 
固定された幾何的性質 

3.4 
3.4.1 
 
 
3.4.2 
 

記号データ 
オブジェクトの表示 
a)1/20、1/50、1/100 のスケールでグラフィカル慣習などによる 
b)デフォルト線、ハッチング、塗りパターンなど 
補助的な記号データ 
a)方位の矢印報、開閉方向等 b)必要な場合 2D ライン 

3.5 
3.5.1 
 

空間データ 
運用と維持管理ゾーン 
a)最小限の運用空間、b)アクセス空間、c)設置・搬送空間、d)取付空間、e)検出ゾーン空間 

3.6 
3.6.1 
3.6.2 
3.6.3 
3.6.4 

表面及び材料データ 
材料の外観 
ジェネリックオブジェクトの色(代表的な色を使用、または白) 
管理と選択(質感や色の選択は BIM プラットフォームで) 
デフォルトな材料(BIM プラットフォームでの標準材料提供) 

セクション 4 機能的要件 
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4.1 
4.1.1 
4.1.2 
4.1.3 
4.1.4 
4.1.5 
4.1.6 

一般事項 
オブジェクトの振舞い 
性能 
依存 
利用の容易さ 
制約 
関連オブジェクト 

セクション 5 メタデータ要件 
5.1 
5.1.1 
5.1.2 
5.1.3 
5.1.4 
5.1.5 

命名規則 
スペル(親リソースのスペルを使う) 
構成 
一貫した命名 
略語(文字数の制約がある場合は略語を使用、7 文字以内) 
命名領域 

5.2 
5.2.1 

ファイルと BIMオブジェクトの命名 
ファイルと BIM オブジェクトの構成 

5.3 
5.3.1 

複層レイヤを持つオブジェクトの個々のレイヤの命名 
レイヤの命名 

5.4 
5.4.1 
5.4.2 

BIMプラットフォーム内の材料の命名 
名前の構成 
接尾辞 

5.5 
5.5.1 
5.5.2 

材料のイメージファイルの命名 
名前の構成 
画像貼り付けフォーマット 

5.6 
5.6.1 
5.6.2 
 

画像貼り付け 
画像形状(繰り返される場合、正方形か長方形) 
画像の品質 
a)正方形の画像(512×512 ピクセル)、b）長方形画像(長辺が 512 ピクセル)、c）150dpi 

[解説] 
※1 ジェネリックオブジェクト BLCJ 標準に基づき BLCJ またはソフトウェアベンダー等が提供する

メーカーを特定しない BIM オブジェクト。 
※2 メーカーオブジェクト BLCJ 標準に基づき建材・機器メーカー等が提供する製品の BIM オ

ブジェクト。 
※3 コンポーネントオブジェクト 材料、機器、製品、什器等で、ひとつの構成要素から作られているも

のをいう。 
※4 レイヤードオブジェクト  壁、床・天井のように層状の材料等、複数の構成要素から作られるも

のをいう。 
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(2) Stem 、BE-Bridgeの概要 
(一財)建築保全センターは、BIM ライブラリーコンソーシアム設立の半年前、2015 年 4 月に、(一財)

建設業振興基金から Stem、BE-Bridge 等を承継した。 
Stem は 2014 年度に、2 次元オブジェクト(モデル)から 3 次元オブジェクト(モデル)に拡張を開始した

ところであり、BIM ライブラリーの基礎となるものである。 
 

[Stemの概要及び特徴] 
Stem の情報形式は、2 次元オブジェクトでも形状情報と属性情報が伝達できるように、両者を ID で

つなぐことが特徴である。またこれは、国際建設情報協議会(ICIS)のプロジェクト#2「CONNECTING 
SPECIFICATIONS AND BIM」(2014)」に示す情報形式と同じであり、優れた方式であると理解される。 

 
図 1.12 Stemの概要 
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[BE-Bridgeの概要及び特徴] 
空調衛生・電気設備分野の異なる CAD システム間で、主に搬送系の各種部材の形状および属性情報を

交換できる仕様で「設備 CAD データ交換仕様 “BE-Bridge (Building Equipment - BRief Integrated format 
for Data exchanGE)”」の略称である。“BE-Bridge”は主要な空調衛生・電気設備 CAD システムでサポー
トされており、空調衛生・電気設備業界におけるデータ交換の標準仕様として利用され、最近の BIM の
普及展開に伴い、3 次元の設備データの交換に利用され、BLCJ 標準仕様(機器ライブラリー属性仕様)と
連携され、buildingSMART Japan で IFC プロパティセット情報として BIM 展開が進められている。 

 

 
図 1.13 “BE-Bridge”データ交換の流れ 
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第2章 BLCJ BIMオブジェクト標準 Version 2.0 

2.1 BLCJ BIMオブジェクト標準 Version 2.0 の基本事項 

(1) 用語 
表 2.1 用語の説明 

用語 説明 
BLCJ BIM オ ブ
ジェクト標準 

BLCJ BIM オブジェクト標準は、BIM ライブラリ技術研究組合が、英国 NBS BIM
オブジェクト標準に準拠し、日本の技術、建設慣習などをもとに定めた標準を言う。 
（略：BLCJ 標準） 

BLCJ BIM オ ブ
ジ ェ ク ト 標 準
Ver. 2.0 

BLCJ BIM オブジェクト標準 2023 年 12 月公表版（略：標準 Ver. 2.0） 

形状情報 形状情報は、BIM オブジェクトの形、座標位置、方向等を示す情報を指す。 
属性情報 属性情報は、BIM オブジェクトで表現される製品、材料等の性能、機能、耐久性、

法令等の情報を指す。 
IFC IFC は、ISO 16739 に定める Industrial Foundation Classes を指す。 

IFC2×3、IFC4 があり、現在は IFC2×3 から IFC4 に移行しつつある。 
NBS 
 

NBS は、英国の RIBA(王立建築家協会)の下部組織である National Building 
Specification(標準仕様書協会)を指し、ここが BIM オブジェクト標準を作成してい
る。 

BOS NBS BIM Object Standard の省略。NBS の BIM Object Standard version1.0 では、
当該項目は「NBS 一般」としていたが、2018 年１月に公表された version2.0 では
NBS が削除され、「BOS 一般」との表現に変更された。 

COBie COBie は、Construction-Operations Building Information Exchange を指し、完成
段階の施設情報を運用・維持管理に利用するための情報である。 

ネイティブ 
（Native） 
ファイル形式 

建築系では Revit, Archicad 等、設備系では Rebro, Tfas 等の個別の BIM オーサ
リングソフトに対応する独自のファイル形式をネイティブ（Native）ファイル形式
という。同じ内容を国土交通省の BIM/CIM では Original ファイル形式という。 

プロパティ 
(Properties)と 
パラメーター 
（Parameters） 
 

・プロパティは、BIM モデル内のオブジェクトに関する情報データを指し、オブ
ジェクトの特定の特徴や属性、材料、寸法などの情報である。通常、モデル内の
特定の要素に関する静的な情報を表す。 

・パラメーターは、BIM モデル内のオブジェクトや要素に対する動的なコントロ
ールや変化可能な値を示し、特定のオブジェクトや要素に対して、設計変更やシ
ミュレーション、最適化などの目的で変更可能な値を提供する。通常、設計プロ
セスや解析のために動的に変更される値を表す。 

・簡潔に言えば、プロパティは主に静的なオブジェクトの特性を表し、パラメータ
ーは動的なコントロールや変更可能な値を表す。 
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(2) 基本的な構成 

 
図 2.1 データの基本的な構成(再掲) 
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【解説】 
建築と設備のデータ入力の手順の違い 

当面、建築と設備ではデータの入力手順が異なる。その違いを下図に示す。 
建築の BIM オブジェクトは BIM ソフトウェアのネイティブデータで配信し、標準とする属性情報の

項目をオブジェクトのプロパティに組み込んだ状態で配信する場合もある。 

 

図 2.2 建築及び設備オブジェクトでのデータ入力 
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(3) 製品等の製造者による分類 
BIM オブジェクトは、製品等の製造者により、ジェネリックオブジェクトとメーカーオブジェクトに

分類される。 
 

表 2.2 製品等の製造者による分類 

ジェネリックオブジェクト BLCJ 標準に基づいて、BLCJ またはソフトウェアベンダー等が提供す
る、メーカーを特定しない BIM オブジェクト。 

メーカーオブジェクト BLCJ 標準に基づいて、建材・機器メーカー等が提供する製品の BIM オ
ブジェクト。 

 
 
(4) 製品のタイプによる分類 

BIM オブジェクトは、製品のタイプにより、製品オブジェクトとシステムオブジェクトに分類される。 
 

表 2.3 製品のタイプによる分類(BLCJ) 
製品オブジェクト 材料、機器、製品等で、ひとつのオブジェクトとして扱えるものをいう。 
システムオブジェクト 柱、壁、床、天井のようにシステムの中で生成されるオブジェクトをい

う。 
 
なお NBS 標準では、類似のオブジェクトの分類として、コンポーネントオブジェクトとレイヤードオ

ブジェクトがあるが、定義が異なる。 
 

表 2.4 製品のタイプによる分類(NBS) 

コンポーネントオブジェクト 材料、機器、製品、什器等で、ひとつの構成要素から作られているもの
をいう。 

レイヤードオブジェクト 壁、床・天井のように層状の材料等、複数の構成要素から作られるもの
をいう。 
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2.2 形状情報 

2.2.1 詳細度、オブジェクトの原点、座標軸 

(1) 詳細度 
・2 次元表現は、1/100、1/50、1/20 等の図面で、必要とされる情報と形を表示する適切な形状の詳細度

を示す。 
・詳細度はオブジェクトのデータ容量に関係するので、多数繰り返されるオブジェクトは概ね 1MB を目

安とし、複雑な形状や多くのパーツで構成されるオブジェクトは、それを超えても差し支えない。 

 
注：ファミリ容量は Revit で 3D オブジェクト、2D 外形図(簡略と詳細の両方)の容量を合計したもの 

図 2.3 縮尺の違いによる BIM オブジェクトの表現例  
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 建具 衛生陶器 
 
 
1/100 
 
 

  

 
 
1/50 
 
 

 

 

 
 
 
 
1/20 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
3D 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 2.4 標準に示す異なる縮尺においても円滑である例 
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(2) 原点（配置点）の取り方 
オブジェクトの原点の位置設定はオブジェクトの種類やソフトウェアによって異なるが、一例として

オブジェクトの中心を取る例(ドア)、オブジェクトの端に取る例(衛生器具)を以下に示す。 
 

 
 

 

図 2.5 ドア（建築）の原点の例 

 
図 2.6 衛生器具（建築・設備）の原点の例 
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2.2.2 3Dオブジェクト 

3D オブジェクトファイル形式は、IFC と Revit、Archicad、Vectorworks、GLOOBE、CADWe’ll Tfas/Linx、
Rebro、CADEWA Smart/Real、FILDER CeeD 等のネイティブファイル形式、及び中間ファイル形式
(DWG/DXF)とする。 

3D オブジェクト作成の詳細は｢資料編｣参照。 
 

表 2.5 3D オブジェクトのファイル形式 

 ベンダー ソフトウェア 拡張子 

ネイティブ 
ファイル 

Autodesk, Inc.（アメリカ） 
オートデスク(株) 

Revit .rvt/.rfa 

Graphisoft SE（ハンガリー） 
グラフィソフトジャパン(株) 

Archicad .pla 

Vectorworks, Inc.（アメリカ） 
エーアンドエー(株) 

Vectorworks .vwx 

福井コンピュータアーキテクト(株) GLOOBE .glm 

(株)ダイテック 
CADWe’ll Tfas 
CADWe’ll Linx 

.tfs/.tfx 

.linx 
(株)NYK システムズ Rebro .reb/.areb 

(株)富士通四国インフォテック 
CADEWA Smart 
CADEWA Real 

.zdw 

.zdu/.zdx 
ダイキン工業(株) FILDER CeeD .dcd 

中間ファイル 

buildingSMART International (bSI) 
buildingSMART Japan (bSJ) 

IFC .ifc 

Autodesk, Inc. 
オートデスク(株) 

AutoCAD .dwg/.dxf 

 

2.2.3 2D外形図 

原則として 3D オブジェクトから生成する場合は、不要。2 次元 CAD で 2 次元図面が必要な場合、作
成する。ただし別途 2 次元図面を作成する場合、及び 3D オブジェクトから生成する場合でもファイル形
式によっては、2D 外形図はパラメトリックにならないので注意が必要である。2D 外形図作成の詳細は
｢資料編｣参照。 
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2.3 属性情報 

2.3.1 BLCJ管理情報項目 

BLCJ 管理情報項目は、BIM オブジェクトを BLCJ BIM ライブラリーにおいて識別するための情報で、
下表に示す項目から構成される。 

表 2.6 BLCJ管理情報項目 

プロパティ名 プロパティ要件 
データ
タイプ 

記載例 

企業コード JIPDEC「標準企業コード(6 桁)」による。 文字 010001 
企業名 企業名を示す。 文字 BIM ライブラリ技

術研究組合 
企業 URL 企業の Web サイト URL を示す。 文字 

https://blcj.or.jp/ 

分類コード 製品の分類コードを示す。 
当面建築は Uniclass2015 を､設備は CI-NET コ
ード(14 桁)を用いる。 

文字 Pr_30_59_98_02  

分類グループ Web サイトでの検索用の業種分類を定義。 
(建築/構造/機械/空調/衛生/電気) 

文字 建築 

製品グループ Web サイトでの検索用の製品分類を定義。 
ライブラリー試行サイトで定義予定。 

文字 建具 

メーカー型番 製品等の(メーカー商品)型番を示す。 文字 AW-70sample 
型式名称 製品等のメーカーによる型式名称を示す。 文字 アルミ製引違窓 
製品写真 掲載する製品の画像ファイル形式を示す。 

(PNG/JPEG/GIF 等) 
文字 JPEG 

3D ファイル形式 掲載する製品等の 3D ファイル形式を拡張子
で示す。複数形式を収録する場合は｢:｣区切り
で列記する。 

文字 DWG:ifc:rfa 

製品リリース年月 当該の製品等の販売開始時期を年､月､日で示
す。(日は省略可) 

文字 2005/04 

製造停止年月 当該製品の製造が停止された時期を年､月､日
で示す。製造停止時に記載。(日は省略可) 

文字 2020/03 

製品出荷対象 製品が使用可能で出荷対象としている国・地域
を｢ISO3166-1 alpha-3｣で記述。複数地域を対
象とする場合は｢:｣区切りで列記。 

文字 JPN:USA:CIN 

データ作成ソフトバ
ージョン 

BLCJ サイト登録データを作成する際のデータ
作成ソフトバージョンを記載する。「Ver. 1.0」
は「10」と固定で表記。 

文字 10 

https://blcj.or.jp/
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BLCJ 仕様バージョン BLCJ 標準のバージョンを記載する。「Ver. 2.0」
は「2.0」と記載。 

文字 2.0 

参照している仕様書
等のバージョン 

各種仕様書等の版を記載する。 文字 建築工事標準仕様
書 R4 年版 

 
[企業コードの解説] 
「標準企業コード」は、(一財)日本情報経済社会推進協会（JIPDEC）が一元管理する業界横断的な企業
コードで、必要とする企業に対して、6 桁の企業識別コード（統一企業コード）を採番している。原則と
して、1 企業(法人)に対し 1 つに限られる。（ https://jipdec.or.jp/project/kcode.html ) 

EDI : Electronic Data Interchange（企業間商取引に関する情報を標準的な書式に統一して、電子的に
交換する仕組み）で送受信企業を特定する為のコードとして利用されており、企業間電子商取引(ECALS、
納入仕様書交換、環境情報交換、受発注、出荷受入等)における企業識別コード体系として業界を問わず
利用できるように配慮されている。 
  

https://jipdec.or.jp/project/kcode.html
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2.3.2 BLCJ技術情報項目 

BLCJ 技術情報項目は、主として日本の建設慣習・法令に則した情報項目であり、形状・寸法・重量、
性能、設計に必要な技術情報、法令適合情報、性能評価・仕様情報、環境性能情報等から構成される。 

建築分野では、BLCJ 管理項目・BOS 一般・IFC・COBie に含まれない項目である。 
設備分野では、入力段階では BLCJ 管理項目・BOS 一般に含まれない項目であるが、IFC・COBie に 

も含まれる項目は、自動的に情報が転送される。 
建築の項目は第 3 章、設備の項目は第 4 章に示す。 

 

2.3.3 IFCに基づく情報項目 

IFC に基づく情報項目は、NBS BIM オブジェクト標準の「2.5 IFC」に定められた内容に基づく。結果
として、オブジェクトのタイプ別に IFC 標準で定められた情報項目である。 

タイプは、IFC 標準( https://technical.buildingsmart.org/ )に示されている。 
（以下、二重枠線内は NBS BIM オブジェクト標準からの翻訳引用） 
 

NBSによる BIMオブジェクト標準「2.5 IFC」 
セクション 2 情報要件 
2.5 IFC 
2.5.1 IFC4 共通プロパティセット 

BIMオブジェクトは、建設製品および入手可能な場合、関連した IfcElementTypeに関係づけられる IFC4
の共通プロパティセット（Pset_xxxxCommon）を含むことができる。 
2.5.2 Proxy 

IFC 共通プロパティセット(Pset_xxxxCommon)を持たない場合、Pset_BuildingElementProxyCommon を
含むことができる。 
2.5.3 IFC2×3 

BIMオブジェクトは IFC4 Add2に加え、IFC2×3(ISO/PAS16739)の追加情報を含むことができる。 

 
表 2.7 IFC のオブジェクトの属性情報の例 

  

Property Value 
IfTypeProduct 2x4 
IfcProduct  
IfcExportType AIRCONDITIONINGUNIT 
IfcExportAs IfcUnitaryEquipmentType 
Classification Code Pr_70_65_03_86 
OmniClass Code 13-33 17 13 11 
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2.3.4 FM及び COBie に基づく情報項目 

FM 及び COBie に基づく情報項目は、NBS の BIM オブジェクト標準の「セクション 2 情報要件 2.6 
FM プロパティ」に定められたものであり、次の項目がある。 
 
NBSの BIMオブジェクト標準「2.6 FMプロパティ」 

2.6 ファシリティマネジメント・プロパティ 
2.6.1 ファシリティマネジメント・プロパティ 

BIMオブジェクトは、建物の空間と設備に関するライフサイクル情報のやり取りを補助し、資産管
理を支援するプロパティを持つ。このファシリティマネジメント・プロパティは、米国 National 
Building Information Model Standard (NBIMS-US) V3の 4.2 章で規定される COBie モデルビュー定義
(MVD)プロパティ、または buildingSMART International IFC4 Add2 の IFC4のファシリティマネジメン
ト関係プロパティセットから提供される。プロパティは、選択されたソースから一貫して選定される
ものとする。 
2.6.2 COBie プロパティ 

BIMオブジェクトは、テーブル 3 とテーブル 4 に詳述する COBieのタイプとコンポーネントプロ
パティを持つことができ、利用可能プロパティの付属セットとして提供、またはオブジェクトに埋め
込まれる。このプロパティは、詳細なプロパティ要件が記入されたものとする。 
[注]COBieデータの記録が要件である場合、管理対象資産の COBieデータのみを含める必要がある。 
 

テーブル 3 COBie タイププロパティ 

プロパティ名 プロパティ要件 
データ 
タイプ 

例 

アクセシビリ
ティ性能 

製品が満足するアクセシビリティ事項を示す。
(※1) 

英数字 自動 

アセットタイ
プ 

デフォルト値は「固定」または「可動」 
「固定」は固定された設備、設置された製品で
建物性能と一体のものを示す。(例)熱源、配
管、エレベータ 
「可動」は、建物から独立した装置、製品を示
す。(例)椅子、テーブル、ランプ 

英数字 固定 

カテゴリー 分類コード。(例)Uniclass2015 
「分類番号：分類タイプ」から成る単一の文字
列で示す。 

英数字 Pr_40_70_62_37: 
Hand driers 

法令性能 製品が満たすべき規則遵守要件を示す。 英数字 完全にアースされて
いる 

色 製品の主要な色を示す。 英数字 白 
構成要素 製品の様々なパーツの詳細を含む英数字の値 英数字 電気モーター 
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説明 BIMオブジェクトで示す製品の簡潔な説明を示
す。メーカーオブジェクトは事実のみを記載
し、製造者の商品名およびカタログ名を含むこ
とができる。 

英数字 軽量のハンドドライ
ヤー 

期間単位 期間を示す時に用いる単位。一般的には「年」 英数字 年 
期待耐用期間 数値の値で、製品の期待耐用期間を示す。単位

は「耐用単位」で記録される。 
数値 10 

 
特徴 製品の仕様に関する主要な特徴や重要な特色を

示す。 
英数字 静音運転、耐衝撃ロッ

キングねじ 
仕上げ 製品の特徴的な主要な仕上げを示す。 英数字 つや消し仕上げ 
グレード 製品に対応する標準グレードを示す。 英数字 クラス 1 適合 
製造者 製品の製造又は共有を担当する組織の有効な E

メールアドレス 
英数字 company@email.com 

材料 製品の主要または特徴的な素材を示す。 英数字 ダイキャストアルミニウム 
製品番号 製品の製造者が割り当てた製品番号、品番、個

体番号を示す。これはパーツ番号、SKU(※2)、
カタログ番号あるいはその類でもよい。 

英数字 553 

製品参照 製造者が使用する製品の名称。 英数字 エクセルハンドドライヤー 
名前 製品タイプで始まる、人間が読めるユニークな

名称。 
英数字 Hand dryer 

公称高さ 公称高さ(一般的に製品の垂直寸法)の数値(mm) 数値 240 
公称長さ 公称長さ(一般的に製品の直行する 2つの水平

寸法の主要なまたは長い寸法)(mm) 
数値 310 

公称幅 公称幅(一般的に製品の直行する 2 つの水平寸
法の二次的または短い寸法)(mm) 

数値 180 

更新コスト プロジェクトにおける通貨での製品の更新コス
トを示す。不明の場合、現地通貨で示す。 

数値 300 

形状 製品の形状の特徴を示す。 英数字 長方形 
サイズ 製品サイズの特徴を示す。(例)50 リットル 英数字 310 x 240 x180mm 
サステナビリ
ティ性能 

製品が満足するサステナビリティ項目を示す。 英数字 Low-energy 
 

保証説明 英数字の値で、保証内容と免責条項を簡潔に説
明するもの 

英数字 オンサイト保証と高
度交換保証 

保証期間 保証サービス期間を示す数値。単位は「保証期
間単位」で表す。 

数値 5 

部品保有期間 部品(交換)保証期間を示す数値。単位は「保証
期間単位」で表す。 

数値 5 

保証期間単位 保証期間の記録に使用される単位。一般的には
「年」。 

英数字 年 
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保証サービス
担当組織 

保証サービスを担当する組織の有効な Eメール
アドレス 

英数字 company@email.com 

部品(交換)保
証担当組織 

部品(交換)保証を担当する組織の有効な Eメー
ルアドレス 

英数字 company@email.com 

  
テーブル 4 COBie コンポーネントプロパティ 

（製造者入力項目ではなくプロジェクトにおいてのみ使用） 

プロパティ名 プロパティ要件 
データ
タイプ 

例 

アセット識別番号 デフォルト値は「n/a (※3)」 英数字 n/a 
バーコード デフォルト値は「n/a (※3)」 英数字 n/a 
設置日付 デフォルト値はʻ1900-12-31T23:59:59ʼ. 英数字 1900-12-31T23:59:59 
シリアル番号 デフォルト値は「n/a (※3)」 英数字 n/a 
タグ番号 デフォルト値は「n/a (※3)」 英数字 n/a 
保証開始日 デフォルト値はʻ1900-12-31T23:59:59ʼ. 英数字 1900-12-31T23:59:59 

 
2.6.3 IFC4ファシリティマネジメント・プロパティ 

BIMオブジェクトは、使用可能な IFC4 ファシリティマネジメント・プロパティを有することがで
き、付属セットとしてオブジェクトとともに提供されるか、またはオブジェクトに埋め込まれる。プ
ロパティは、詳細なプロパティ要求事項が記入されていなければならない。 
プロパティは、以下の IFC4 プロパティセットから選択するものとする： 
a) Pset_ManufacturerTypeInformation。 
b) Pset_ManufacturerOccurrence。 
c) Pset_Warranty。 
  

 
[解説] 
※1．アクセシビリティ性能 

アクセシビリティ性能は､日本では聞きなれない用語であるが､海外では次のように定義されている。 
「accessibility performance：Accessible Shows 
We want everyone to have the opportunity to experience the magic of live shows and special programs at 
the Sydney Opera House. Here you'll find our program of inclusive performances for people of all ages 
and abilities.」 (オーストラリア シドニーオペラハウス) 
年齢、身体能力について全ての人がどのように利用できるかを示すもの 

※2．SKU 
「SKU」とは「Stock Keeping Unit（ストック・キーピング・ユニット）」の略称であり、在庫管理に

おける「最小の品目数を数えるための単位」 
※3．n/a 
「n/a」は該当なし「not applicable」、あるいは利用できない「not available」の略称であり、未設定の
状態を表し、空欄と区別する。  
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2.3.5 BOS 一般に基づく情報項目 

BOS 一般に基づく情報項目は、NBS BIM オブジェクト標準の「2.7 BOS 一般」に定められたものであ
り、次の項目がある。 

 
NBSの BIMオブジェクト標準「2.7 BOS一般」 
セクション 2 情報要件 
2.7 BOS一般 

BIMオブジェクトは、建設製品とその用途を特定するのに必要最低限の情報として、BOS 一般プロ
パティグループからのプロパティを含む。 
必要な場合は、複数の分類プロパティと仕様プロパティを用いることができる。 
 

テーブル 5 一般プロパティ 

プロパティ名 プロパティ要件 
データ
タイプ 

例 

作成者 オブジェクトを作成した個人、組織、ライブラリー提
供者の名前 

英数字 Company 

製造者名 製品の製造者の名前。ジェネリックオブジェクトでは
省略することができる。 

英数字 Company 

製造者 
ホームページ 

有効な製造者ホームページへのリンク先。ジェネリッ
クオブジェクトでは省略することができる。 

英数字 www.company. 
com 

<仕様書> 
説明 

適切な仕様書システム条項タイトルを含むことがで
きる。記載された場合、<仕様書>を NBS仕様書体系
参照などの複数の仕様書体系で置き換えることがで
きる。 

英数字 Hand Dryer 
 

<仕様書> 
参照 

適切な仕様書システム条項の参照を含むことができ
る。記載された場合、<仕様書>を NBS 参照などの複
数の仕様書体系名で置き換えることができる。 

英数字 54896 

製品情報 製品のより詳細な情報の有効なホームページリンク
先、(例)技術的文書、設置ガイド、証明書、製品カタ
ログ、説明書、そして文書の所在を示す英数字の値。
ジェネリックオブジェクトでは省略できる。 

  

改定 プロジェクト環境の中での完成のために。  n/a 
<分類>コード 適切な分類コード。<分類>を分類体系 (例えば

Uniclass2015 コード)で置き換えることができる。複
数の分類体系を参照することも含む。 

 Pr_40_70_62_37 

<分類>タイト
ル 

適切な分類タイトル。<分類>を分類体系(例えば
Uniclass2015 タイトル参照)で置き換えることができ
る。複数の分類体系を参照することも含む。 
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<分類>版 適切な分類版。 < 分類 > を分類体系 ( 例えば
Uniclass2015 版)で置き換えることができる。複数の
分類体系を参照することも含む。 

  

版 オブジェクト発行の結果の指示。   
  

 
表 2.8 BOS 一般の記載例 

 
 
 
  

Property Value 
Author TOSHIBA 
MakerName TOSHIBA 
MakerURL https://www.toshiba-carrier.co.jp/ 
Description Split coil room air conditioning units 
Reference 90-45-05/360 
ProductInfo Custom air-conditioner indoor units for shops and offices (4 celestial casings) 
Revision  
UniclassCode Pr_70_65_03_86 
UniclassTitle Split coil room air conditioning units 
UniclassVer Products v1.3 
Version 1.0 
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2.3.6 BOS 証明に基づく情報項目 

BOS 証明に基づく情報項目は、NBS の BIM オブジェクト標準の「セクション 2 情報要件 2.8 BOS 証
明」に定められたものであり、次の項目がある。 
 
NBSの BIMオブジェクト標準「2.8 BOS証明」 

2.8 BOS_証明 
BIM オブジェクトは、BOS 証明プロパティグループからのプロパティを含むことができる。複数の

証明プロパティを含むことができる。 
テーブル 6‒証明プロパティ 

プロパティ名 プロパティ要件 
データ
タイプ 

例 

<証明システム>
コード 
 

適切な証明システムを含むことができる。含まれる場
合は、<証明システム>を証明システム(例えば BBA)で
置き換えることができる。 

英数字 01/0234 
 

<証明システム>
タイトル 

適切な証明システムを含むことができる。含まれる場
合は、<証明システム>を証明システム(例えば BBA)で
置き換えることができる。 

英数字 Roofing 
 

  

 
[解説] 

ここに記載する情報は、品質・性能に関して一定の水準を確保している場合、それを証明する資料であ
る。項目ごとに必要な証明書は、別途定義する。 
例：JIS 等の該当番号。JIS による製品は、それを証明する評価機関の評価書。  
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2.3.7 BOS 環境に基づく情報項目 

BOS 環境に基づく情報項目は、NBS の BIM オブジェクト標準の「セクション 2 情報要件 2.9 BOS 環
境」に定められたものであり、次の項目がある。 
 
NBSの BIMオブジェクト標準「2.9 BOS環境」 

2.9 BOS_環境 
BIM オブジェクトは、BOS 環境プロパティグループからのプロパティを含むことができる。複数の

環境プロパティを含むことができる。 
テーブル 7 ‒環境プロパティ 

プロパティ名 プロパティ要件 
データ 
タイプ 

例 

<環境システム>コード 
 

適切な環境システムを含むことができる。含ま
れる場合、<環境>システムを例えば BRE グリー
ンガイドで置き換える。 

英数字 01/0234 
 

<環境システム>タイト
ル 
 

適切な環境システムを含むことができる。含ま
れる場合、<環境>システムを例えば BRE グリー
ンガイドで置き換える。 

英数字 Roofing 

  

 
[解説] 

環境システムの例として、CASBEE、LEED、政府グリーン調達、地方自治体のグリーン調達等がある。
詳細は別途定める。 
 

2.3.8 法令に基づく情報項目 

COBie タイププロパティにも法令性能の項目がある(2.4.5 FM及び COBieに基づく情報項目)。ただし
COBie は英国、米国とも同じ項目、形式を保持していて、日本だけが法令性能の項目を細分化すること
は現段階では困難と判断している。 

このため、法令に基づく情報項目を新たに設定し、製品等に関する様々な法令をカバーして、さらに将
来想定される確認申請の自動化を考慮して別の項目として設定する。詳細は別途定める。 

例として、建築基準法に定める、防耐火性能、遮煙、アスベスト、VOC、PCB 等の性能のほか、消防
法、電気事業法、人事院規則等、非常に多くの法律が維持管理段階に関係する。これら適用段階に応じて
整理することが必要である。 
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2.3.9 補足プロパティに基づく情報項目 

補足プロパティに基づく情報項目は、NBS の BIM オブジェクト標準の「セクション２ 情報要件 2.10
補足プロパティ」に定められたものであり、次の項目がある。 
 
NBSの BIMオブジェクト標準「2.10 補足プロパティ」 

2.10 補足プロパティ 
2.10.1 追加プロパティのソース 
BIMオブジェクトは、追加のプロパティを次に示す他のソースから含むことができる： 
・BS ISO15686-4 への特徴的な選択と性能プロパティ 
・適用可能な場合、事前定義タイプに関連する IFC プロパティセット 
・関連仕様書体系条項と適切なプロパティ名と値から成るプロパティ 
・建設製品の製造者から成るプロパティ 
・ユーザー定義のプロパティ。2.3で概括されたグルーピングに適合しないプロパティは、理解を助け
るために明確に命名する。(セクション 5 メタデータ要件を参照) 

・製品の経済的、環境的影響を評価するプロパティ 
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第3章 建築設計分野の BLCJ BIMオブジェクト標準 Version 2.0 

3.1 概要 

BLCJ BIM オブジェクト標準 Version 2.0（以下「標準 Ver. 2.0」）とは、属性標準を検討する考え方と
その利用方法を具体的に提示したものである。多様な関係者が様々な業務で利用するオブジェクトの属
性の項目数はかなり多くなる。それら全てではなく、標準リストから業務に必要な属性項目をピックアッ
プしてオブジェクトに設定する使い方を前提とした。また、属性項目の追加作業の煩雑さによる業務効率
低下や、企業内の標準と BLCJ の標準が同じ意味で表記が異なるといった問題を解決する方法として、ア
ドオンプログラムの紹介や開発を、属性項目リストの検討に併せて実施した。 
意匠分野については設計者を中心に施工者と製造者で協議をし、属性項目を網羅的に列記して、S1（基

本企画）、S2（基本設計）、S3・S4（実施設計）のどの段階で検討する属性項目かを定義し、BLCJ の標準
とする項目と製造者の標準とする項目に分類する検討方法を示した。構造分野については、ST-Bridgeに
加え、構造設計で伝えるべき属性項目とその標準的な名称を構造関連団体のメンバーで定める方法を示
した。双方ともにオブジェクト単位でデータ操作を容易とするように、クラシフィケーション（分類番
号）の分類項目とその推奨値を示している。 

 

3.2 属性情報 

3.2.1 建築意匠関係の技術情報の構成及び利用の説明 

(1) 属性項目リストの拡充と公開 
建築意匠設計分野の「標準 Ver. 2.0」は、建築意匠設計実務者の視点から必要な属性項目を整理したも

のである。「標準 Ver. 1.0」との関係については、基本情報グループは「標準 Ver. 2.0」に統合したが、
IFC、BOS、COBie等については、「標準 Ver. 1.0」を残すこととした。 

 
(2) 属性項目の整理の範囲 
今回対象とする範囲は、延べ面積が概ね 10,000 ㎡程度の事務所で、プロジェクト段階 S3・S4 までと

し、今回対象とするオブジェクトは、建具（窓・シャッター・ドア）と機器（トイレ器具・エレベーター）
としている。 

 
(3) 属性項目の選定方針 
属性項目の選定では、主に S1～S4 段階で意匠設計者が必要なものに絞っている。設計検討・作図・関

係者との情報連携にスコープし、S5（施工）段階以降に必要な項目は対象外とした。また、設計者ごとに
必要な項目は違うため、あまり絞りすぎないこととした。項目数は増えたが、パラメータ管理ツールを提
供し各自が必要な項目のみ表示できるようにして、汎用性と効率の両立を目指した。 
その想定のもと、属性項目リストを誰が見ても共通の理解が得られるように解説書を作成した。この理

解を共有することによって、既に各団体や各企業ごとに整理された属性項目とつながることができると
考えた。そのような「共通言語」としての役割を「標準 Ver. 2.0_建築属性項目」が担うことを期待する。 
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(4) 属性項目の活用方法の想定 
「標準 Ver. 2.0」の属性項目リストをオブジェクトに実装することで以下の活用方法を想定した。 

〇作図（建具表や一般図など）の作成につなげる。 
〇意匠設計者の設計意図を属性項目の値として記入し、関係者（他セクション設計者、メーカー等）と情
報を共有することで、効率的な意図伝達や、適切な商品の選定につなげる。 

〇情報をやり取りするための共通言語としての役割を担えるようにする。 
 

(5) 各オブジェクトの整理内容 
① 建具オブジェクトに共通する整理内容 
建具（窓、シャッター、ドア）オブジェクトで共通するパラメータを「基本情報」、「建具_共通」、「Web

管理情報」のグループでまとめている。「建具_共通」は窓、シャッター、ドアに共通する属性項目で主に
設計段階では建具表を作成する上で共通の内容として利用されるパラメータになる。そのため名称や入
力する値についても同じ内容にした。 
また、この建具のパラメータで扱う建具の各性能値は JIS 規格の表示を採用した。 
 

表 3.1 建具共通 
分類 名称 英語名 データ型 備考 

建具_共通 建具種類 Type Name 文字 AW/SS/SD 

建具_共通 建具番号 Type Number 文字 例）101 

建具_共通 内外区分 Interior/Exterior 文字 内部/外部 

建具_共通 建具場所 Location 文字 例）事務室 

建具_共通 幅 Width 長さ 例）1500 

建具_共通 高さ Height 長さ 例）1200 

建具_共通 防火性能 Fire Resistance Rating 文字 N/防火設備/特定防火設備 

建具_共通 備考 Remarks 文字 ※建具表に入力する項目 

 
 
② 窓オブジェクトの整理内容 
窓オブジェクトの「標準 Ver. 2.0」の属性項目リストは、表 3.2～表 3.4 となっている。 
今回の公開では窓の種別として、引き違い窓に限った属性項目に限定している。そのため、例えばはめ

殺し窓、片開き、両開き、がらり等に関する属性項目は、共通する場合を除き形状や機能に属する固有の
属性項目については除いている。解説書（資料編 1.1.1.5）に図解を交えてそれぞれの属性項目を説明し
ているが、窓の専門的な用語の説明までを解説することは控え、属性項目の活用方法の視点でまとめてい
る。 
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③ シャッターオブジェクトの整理内容 
シャッターオブジェクトの「標準 Ver. 2.0」の属性項目リストは、表 3.5～表 3.6 となっている。 
今回の公開ではシャッターの種別として、防火重量シャッターに限った属性項目に限定している。その

ため防火用くぐり戸や折れ戸などに関わる属性については除いている。解説書（資料編 1.1.1.5）に図解
を交えてそれぞれの属性項目を説明しているが、シャッターの専門的な用語の説明までを解説すること
は控え、属性項目の活用方法の視点でまとめている。 
 
④ ドアオブジェクトの整理内容 
ドアオブジェクトの「標準 Ver. 2.0」の属性項目リストは、表 3.7～表 3.9となっている。 
今回の公開ではドアの種別として、「親子扉欄間付」に限った属性項目に限定している。解説書（資料

編 1.1.1.5）に図解を交えてそれぞれの属性項目を説明しているが、ドアの専門的な用語の説明までを解
説することは控え、属性項目の活用方法の視点でまとめている。 
 
⑤ 機器オブジェクトに共通する整理内容 
機器（トイレ器具、エレベーター）オブジェクトに共通する条件として、設計初期のプランニングは意

匠設計者が行うが、設計成果品は設備設計図書や EV 設計図書としてまとめることが多い。情報共有の視
点が重要と考え、各検討会で設計者とメーカー担当者との意見交換を行い、設備 WG と連携を取りなが
ら属性項目をまとめた。 
また、EV シャフト空間のように、機器を設置するための空間が必要な点も共通する。トイレ機器でも

大便器を設置するにあたり、それを利用できるようにするためには空間が必要である。今回はこのような
空間を表す属性項目も提示することとした。 

 
⑥ トイレ器具オブジェクトの整理内容 
トイレ器具オブジェクトの「標準 Ver. 2.0」の属性項目リストは、表 3.10となっている。 
トイレ機器は設備工事である場合が多いが、設計の初期段階では意匠設計者によってプランニングさ

れることを考慮し、そのステージで必要なオブジェクトとして大便器、小便器、手洗い・洗面、掃除流し、
ライニング、手摺それぞれの属性項目を対象範囲とした。なおトイレブースについては、壁もしくは建具
のカテゴリに分類される場合も考えられるため、今回の対象からは外した。各オブジェクトごとに必要な
項目は解説書（資料編 1.1.2.4）に記載しており、図解を交えてそれぞれの属性項目を説明している。 

 
⑦ エレベーターオブジェクトの整理内容 
エレベーターオブジェクトの「標準 Ver. 2.0」の属性項目リストは、表 3.11～表 3.12 となっている。 
エレベーターに関しては、設計者と EV メーカーとが情報を共有すべき項目を中心に属性項目を整理

した。解説書（資料編 1.1.2.5）に図解を交えてそれぞれの属性項目を説明しているが、エレベーターの
専門的な用語の説明までを解説することは控え、属性項目の活用方法の視点でまとめている。 
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表 3.2 建築属性項目リスト「窓オブジェクト」-1/3 

 
  

日本語 英語 S1 S2 S3 S4
基本情報 企業コード Maker Code 文字 〇 〇
基本情報 企業名 Manufacturer Name 文字 〇 〇
基本情報 企業URL Manufacturer URL 文字 〇 〇
基本情報 分類コード Category Code 文字 〇 〇
基本情報 分類グループ Category Group 文字 〇 〇
基本情報 製品グループ Product Family 文字 〇 〇
基本情報 メーカー型番 Product Code 文字 〇 〇
基本情報 型式名称 Product Name 文字 〇 〇
建具_共通 建具種類 Type Name 文字 AW/SS/SD 〇 〇 〇
建具_共通 建具番号 Type Number 文字 例）101 〇 〇 〇
建具_共通 内外区分 Interior/Exterior 文字 内部/外部 〇 〇 〇 〇
建具_共通 建具場所 Location 文字 例）事務室 〇 〇 〇
建具_共通 幅 Width 長さ 例）1800 〇 〇 〇 〇
建具_共通 高さ Height 長さ 例）900 〇 〇 〇 〇
建具_共通 防火性能 Fire Resistance Rating 文字 N/防火設備/特定防火設備 〇 〇 〇
建具_共通 備考 Remarks 文字 ※建具表に入力する項目 〇 〇 〇
窓_性能 気密性能 Air Permeability Rating 文字 N/A-1/A-2/A-3/A-4 〇 〇
窓_性能 遮音性能 Sound Transmission Rating 文字 N/T-1/T-2/T-3/T-4/カスタムテキスト 〇 〇

窓_性能 水密性能 Watertightness Rating 文字
N/W-1/W-2/W-3/W-4/W-
5/1000Pa/1500Pa

〇 〇

窓_性能 断熱性能 Thermal Resistance Rating 文字 N/H-1/H-2/H-3/H-4/H-5/H-6 〇 〇
窓_性能 耐風圧性能 Wind Load Resistance Rating 文字 N/S-1/S-2/S-3/S-4/S-5/4500Pa 〇 〇

窓_仕様 開閉形式 Operation Type 文字
引違/外動片引き/内動片引き/FIX/滑り出し
/突き出し・・・

〇 〇

窓_仕様 表面処理 Finish Material 文字
複合被膜/アクリル塗装/ポリウレタン樹脂/
フッ素塗装

〇 〇

窓_仕様 色調 Color 文字
シルバー/ステン/ブロンズ/ブラック/ホワ
イト

〇 〇

窓_仕様 膜厚_塗膜厚 Coating Thickness 文字 A1/A2/B/9+7/9+14 〇 〇
窓_枠 枠見込 Frame Depth 長さ 70/100/120 〇 〇
窓_枠 躯体シール Frame Sealant 文字 〇 〇
窓_枠 枠_種類 Frame Type 文字 〇 〇
窓_枠 下枠_種類 Sill Type 文字 〇 〇

窓_枠 納まり選択 Construction Detail Types 文字
RC抱き/RC面一/ALC抱き/ALC面一/ECP抱
き/ECP面一

〇 〇

窓_枠 枠見付_外観_右 Exterior Right Frame Width 長さ 〇 〇
窓_枠 枠見付_外観_左 Exterior Left Frame Width 長さ 〇 〇
窓_枠 枠見付_上 Top Frame Width 長さ 〇 〇
窓_枠 枠見付_下 Bottom Frame Width 長さ 〇 〇

窓_枠 壁芯とサッシ芯の寸法
Dimension between Wall
Center Line and Sash Center
Line

長さ 〇 〇

窓_枠 枠チリ_外観_左
Exterior Left Jamb Edge
Projection from Wall Surface

長さ 〇 〇

窓_枠 枠チリ_外観_右
Exterior Right Jamb Edge
Projection from Wall Surface

長さ 〇 〇

窓_枠 外枠チリ_上
Exterior Head Edge Projection
from Wall Surface

長さ 〇 〇

窓_枠 上枠の高さ Head Height 長さ 〇 〇
窓_枠 下枠の高さ Sill Height 長さ 〇 〇
窓_枠 抱き見込 Exterior Reveal Depth 長さ 〇 〇
窓_障子 障子見付 Sash Width 長さ 〇 〇
窓_障子 障子見込 Sash Depth 長さ 〇 〇

タイプ 説明・備考グループ
属性項目名 利用場面
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表 3.3 建築属性項目リスト「窓オブジェクト」-2/3 

 

 

日本語 英語 S1 S2 S3 S4
タイプ 説明・備考グループ

属性項目名 利用場面

窓_障子 引残し寸法
Partial Width of Sliding Leaf at
Fully-Open Position

長さ 〇 〇

窓_障子 有効開口幅_右
Clear Opening Width - Right
Side

長さ 〇 〇

窓_障子 有効開口幅_左
Clear Opening Width - Left
Side

長さ 〇 〇

窓_障子 有効高さ Clear Opening Height 長さ 〇 〇
窓_障子 隠し框_有無 Hidden Frame はい/いいえ 〇 〇
窓_障子 ガラス種類_厚さ Glass Type & Thickness 文字 FL-8 〇 〇
窓_障子 ガラス建込 Glass Installation 文字 〇 〇
窓_障子 組込み部材 Inset Component 文字 ガラス/パネル 〇 〇 〇
窓_障子 ガラス押さえ Glazing 文字 グレーチングチャンネル/ビード/ガスケッ 〇 〇
窓_水切 水切り_有無 Exterior Sill はい/いいえ 〇 〇

窓_水切 水切り_種類 Exterior Sill Type 文字
アルミ/アルミ・折返し付/ステンレス/ステ
ンレス・折り返し付き

〇 〇

窓_水切 水切り端部キャップ_種類 Exterior Sill Nosing Type 文字 〇 〇
窓_水切 水切安全カバー_有無 Exterior Sill - Safety Cover はい/いいえ 〇 〇
窓_額縁 額縁_有無 Casing はい/いいえ 〇 〇
窓_額縁 額縁_種類 Casing Type 文字 アルミ/スチール/クロス巻き込み/石 〇 〇

窓_額縁 額縁チリ
Dimension between Wall
Surface and Casing Surface

長さ 〇 〇

窓_額縁 額縁見付 Casing Width 長さ 〇 〇
窓_額縁 膳板_有無 Stool はい/いいえ 〇 〇
窓_額縁 膳板_種類 Stool Type 文字 アルミ/スチール/クロス巻き込み/石 〇 〇
窓_額縁 膳板見付 Stool Width 長さ 〇 〇
窓_金物_操作 引手・ハンドル_有無 Pull Handle はい/いいえ 〇 〇

窓_金物_操作 引手・ハンドル_種類 Pull Handle Type 文字

掘り込み引手/アシスト引手/サポート引手/
大型ハンドル/大型ハンドル（U字型）/サ
ポートハンドル/サポートハンドル
（突合せ用固定式）/

〇 〇

窓_金物_締り クレセント_有無 Sash Lock はい/いいえ 〇 〇
窓_金物_締り クレセント_種類 Sash Lock Type 文字 大型（100，110）/中（80,88）/小型（60） 〇 〇
窓_金物_締り クレセント_機能 Sash Lock Function 文字 鍵付き/ロック、鍵なし/高意匠/脱着ノブ 〇
窓_金物_締り 補助クレセント_有無 Auxiliary Sash Lock はい/いいえ 〇 〇
窓_金物_締り 補助クレセント_種類 Auxiliary Sash Lock Type 文字 大型/小型 〇 〇

窓_金物_締り 補助クレセント_機能 Auxiliary Sash Lock Function 文字
ロック、錠なし/ロック付き/鍵付き/補助錠
_下かまち_ロック/補助錠_かまち_ロック

〇 〇

窓_金物_その他 手すり_有無 Handrail はい/いいえ 〇 〇
窓_金物_その他 手すり_種類 Handrail Type 文字 一般/脱着式 〇 〇
窓_金物_その他 手すり本数 Number of Railings 整数 〇 〇
窓_金物_その他 手すり取付方法 Handrail Installation 文字 木額縁 〇 〇
窓_金物_その他 面格子_有無 Window Grill はい/いいえ 〇 〇

窓_金物_その他 面格子_種類 Grill Type 文字
たて格子_網戸別/たて格子_網戸一体/可動
ルーバー_網戸別/可動ルーバー_網戸一体

〇 〇

窓_金物_その他 面格子取付 Grill Mounting Location 長さ 〇 〇
窓_金物_その他 面格子ブラケット_種類 Grill Bracket Type 文字 L型ブラケット/枠直付 〇 〇
窓_金物_その他 面格子_幅 Grill Width 長さ 〇 〇
窓_金物_その他 面格子_高さ Grill Height 長さ 〇 〇
窓_金物_その他 網戸_有無 Insect Screen はい/いいえ 〇 〇

窓_金物_その他 網戸_種類 Insect Screen Type 文字
引違い網戸/固定網戸/ロール式網戸/アコー
ディオン式網戸

〇 〇

窓_金物_その他 網_材質 Screen Material 文字
ポリプロピレン/ポリエステル/グラスファ
イバー/ステンレス

〇 〇

窓_金物_その他 網戸落下防止部品_有無 Screen Fall Protection Device はい/いいえ 〇 〇

窓_金物_その他 網戸落下防止部品_種類
Screen Fall Protection Device
Type

文字 〇 〇
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表 3.4 建築属性項目リスト「窓オブジェクト」-3/3 

 日本語 英語 S1 S2 S3 S4
タイプ 説明・備考グループ

属性項目名 利用場面
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表 3.5 建築属性項目リスト「シャッターオブジェクト」-1/2 
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表 3.6 建築属性項目リスト「シャッターオブジェクト」-2/2 

 

 
  

日本語 英語 S1 S2 S3 S4
タイプ 説明・備考グループ

属性項目名 利用場面
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表 3.7 建築属性項目リスト「ドアオブジェクト」-1/3 
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表 3.8 建築属性項目リスト「ドアオブジェクト」-2/3 

 

  

日本語 英語 S1 S2 S3 S4
タイプ 説明・備考グループ

属性項目名 利用場面

ドア_躯体 躯体開口_幅 Rough Opening Width 長さ 各社標準値 〇 〇
ドア_躯体 躯体開口_高さ Rough Opening Height 長さ 各社標準値 〇 〇

ドア_躯体 躯体逃げ_左右
Shim Space for Left and Right
Frame

長さ 各社標準値 〇 〇

ドア_躯体 躯体逃げ_上 Shim Space Above Head 長さ 各社標準値 〇 〇
ドア_躯体 躯体逃げ_下 Shim Space Under Threshold 長さ 各社標準値 〇 〇
ドア_額縁 額縁材質 Casing Material 文字 参考：ｽﾁｰﾙ1.6t/ｽﾁｰﾙ2.3t/SUS1.5t/SUS2.3t 〇 〇
ドア_額縁 額縁仕上 Casing Finish 文字 　 〇 〇
ドア_額縁 額縁見込 Casing Depth 長さ 　 〇 〇
ドア_水切 水切出寸法 Exterior Sill Projection 長さ 　 〇 〇
ドア_水切 水切材質 Exterior Sill Material 文字 参考：ｽﾁｰﾙ1.6t/ｽﾁｰﾙ2.3t/SUS1.5t/SUS2.3t 〇 〇
ドア_欄間 欄間高さ Transom Height 長さ 　 〇 〇
ドア_欄間 欄間 Transom はい/いいえ 　 〇 〇
ドア_欄間 欄間種類 Transom Type 文字 　 〇 〇
ドア_欄間 欄間方立見付 Transom Mullion Width 長さ 　 〇 〇
ドア_欄間 欄間ガラリ Transom Louver はい/いいえ 　 〇 〇

ドア_欄間 欄間ガラリ形状 Transom Louver Profile 文字
A　各社にて定義されている　参考：片流れ
/山形(防虫網付/防鳥網付/ヒューズ付)

〇 〇

ドア_欄間 排煙開閉角度 Smoke Vent Opening Angle 角度 　 〇 〇
ドア_無目 無目見付 Mull Cover Width 長さ 　 〇 〇
ドア_庇 庇出寸法 Eaves Projection 長さ 　 〇 〇
ドア_扉 扉幅_主 Primary Door Leaf Width 長さ 　 〇 〇
ドア_扉 扉幅_副 Secondary Door Leaf Width 長さ 　 〇 〇

ドア_扉 扉厚 Door Thickness 長さ
40/45/50/55/60/65/70/80/100/25(点検
口)/30(点検口)

〇 〇

ドア_扉 扉仕上 Door Finish 文字

アクリル樹脂焼付塗装/フッ素樹脂焼付塗装
/一液形変性エポキシ樹脂さび止めペイント
(JPMS28)/変性エポキシ樹脂プライマー
(JASS 18 M-109)/水系錆止めペイント
(JASS 18 M-111)

〇 〇

ドア_扉 扉材質 Door Material 文字 　 〇 〇
ドア_扉 扉板厚 Door Depth 長さ ｽﾁｰﾙ1.6t/SUS1.5t 〇 〇
ドア_扉 扉巾木 Kick Plate はい/いいえ 60/75/100 〇 〇
ドア_扉 扉召し合せ形状 Astragal Profile 文字 各社にて定義されている　参考：目板/彫込 〇 〇

ドア_扉 扉ガラス幅_主
Primary Door Glass Panel
Width

長さ 　 〇 〇

ドア_扉 扉ガラス幅_副
Secondary Door Glass Panel
Width

長さ 　 〇 〇

ドア_扉 扉ガラス高さ Door Glass Panel Height 長さ 　 〇 〇
ドア_扉 扉ガラス押縁 Glazing Bead 文字 各社にて定義されている 〇 〇

ドア_扉 扉ガラス種類 Glass Type 文字

ガラス種+厚さ　フロート板ガラス/型板ガ
ラス/網入ガラス/網入型板ガラス/合わせガ
ラス/強化ガラス/防火ガラス/熱線吸収板ガ
ラス/熱線反射ガラス/複層ガラス

〇 〇

ドア_扉 扉ガラリ形状 Door Louver Blade Profile 文字
A　各社にて定義されている　参考：片流れ
/山形(防虫網付/防鳥網付/ヒューズ付)

〇 〇

ドア_扉 扉ガラリ幅 Door Louver Panel Width 長さ 　 〇 〇
ドア_扉 扉ガラリ高さ Door Louver Panel Height 長さ 　 〇 〇
ドア_扉 扉ガラリ開口率 Louver Aperture Ratio 実数 　 〇 〇
ドア_扉 扉ガラリ材質 Louver Material 文字 参考：ｽﾁｰﾙ1.6t/ｽﾁｰﾙ2.3t/SUS1.5t/SUS2.3t 〇 〇

ドア_扉 扉ガラリ仕上 Louver Finish 文字

アクリル樹脂焼付塗装/フッ素樹脂焼付塗装
/一液形変性エポキシ樹脂さび止めペイント
(JPMS28)/変性エポキシ樹脂プライマー
(JASS 18 M-109)/水系錆止めペイント
(JASS 18 M-111)

〇 〇
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表 3.9 建築属性項目リスト「ドアオブジェクト」-3/3 

 

 
  

日本語 英語 S1 S2 S3 S4
タイプ 説明・備考グループ

属性項目名 利用場面
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図 3.1 「建築属性項目リスト 建具（窓、シャッター、ドア）解説書」一部抜粋-1/2  
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図 3.2 「建築属性項目リスト 建具（窓、シャッター、ドア）解説書」一部抜粋-2/2 
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表 3.10 建築属性項目リスト「トイレオブジェクト」 
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図 3.3 「建築属性項目リスト トイレ 解説書」一部抜粋 
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表 3.11 建築属性項目リスト「エレベーターオブジェクト」-1/2 
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表 3.12 建築属性項目リスト「エレベーターオブジェクト」-2/2 
 

  

日本語 英語 S1 S2 S3 S4
利用場面属性項目名

グループ タイプ 説明・備考
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図 3.4 「建築属性項目リスト エレベーター 解説書」一部抜粋 

…
… 

 
 



3-19 
 

3.2.2 構造関係の技術情報の構成及び利用の説明 

(1) 構造WGの活動概要と構造設計 BIMの現状 
① 構造WGの概要 

BIM ライブラリ技術研究組合（以下 BLCJ）では、2020 年度の活動成果として建築部会傘下の構造WG
により「令和 2 年度 BLCJ 構造標準」を一般公開し、以降 2022 年 9 月 30 日付で改訂 4 版までを公開し
ている。これは構造 BIM 関連 4 団体の一般社団法人 buildingSMART Japan（以下 bSJ）、一般社団法人
日本建築構造技術者協会（以下 JSCA）、Revit User Group Japan（以下 RUG）、BIM Summit より代表者
に参集いただき、構造分野における情報伝達の在り方について議論を行いまとめたものである。改訂 4版
では新たに BLCJ 構造標準に対する仕様解説書を併せて公開することで、各オーサリングツールへの実
装に向けより分かりやすい表現となるよう努めた。 
今回の改訂 5 版では、データ連携の可用性を高める取り組みとして、新たに GUID（Globally Unique 

Identifier）を実装することで独自の既存ライブラリを利用する各社の対応を簡易化した。また審査側の
見解や BIMオーサリングソフト提供各社の対応状況について追加することで、より実装が進むことを期
待している。同時に、杭やベースプレートの追加を行い適用範囲の拡充を図ると共に、これまで公開した
属性情報の見直しを行い、一部のパラメータの修正と表現の統一を行った。更に、ベースプレート製品の
カタログサイトの構築を意図したカタログサイトに実装すべき情報を定義し、これを改訂 5 版として発
行する。 

 
② 構造設計 BIMの特徴 
構造設計は業務上、国内固有と言える一貫構造計算ソフトを利用することが多く、またその他解析ソフ

トの利用など、複数のツールを使い分けていると言える。各種ツールと BIM オーサリングツールを連携
させ、その整合を図ることは構造 BIM にとって必須と言え、早くからデータ交換に対する検討が進んで
いた。 
また、海外で規定されるデータ交換形式では、一貫構造計算ソフトのデータを扱うことが難しく、この

結果規定されたのが日本独自のデータ交換形式である bSJの ST-Bridgeであり、構造WGでは ST-Bridge
を元に、構造関連団体からの意見を元に構造設計で伝えるべき属性項目は何か、また標準的な名称は何か
を定めた。 

 
③ ST-Bridge 

ST-Bridge は bSJ により、日本国内の建築構造分野のソフトウェア間のデータ交換や情報共有に利用
することを目的に開発された標準データ交換形式のことで、2012 年 7 月に bSJ（旧 IAI 日本）会員向け
に公開、2018 年 7 月には Ver. 2.0 としてメジャーアップデートを行い、bSJ 会員のみならず、一般公開
している。Ver. 2.0.2以降ではそれまで公開されていた本編に加え、計算データ編が加わっている。計算
データ編は、躯体情報を定義した本編の要素に対して荷重や計算条件を補足する StbCalDataと、骨組み
構造解析を扱う StbAnaModelsに大別され、弾性範囲の計算に対応した仕様となっている。現在の最新バ
ージョンは 2023 年 5月に公開された Ver. 2.1 であり、この改訂では設計から施工へのデータ連携や鉄骨
製作段階でのデータ共有など、より施工に近いデータ連携を可能とする仕様拡張が行われた。本編・計算
データ編とも XML 形式（Extensible Markup Language）により記述されている。 
現在では多くの構造解析ソフト、BIM オーサリングツールが ST-Bridge に対するインポート機能、エ
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クスポート機能を提供しており、ST-Bridge は事実上日本の構造 BIM 標準データ交換形式として認知さ
れている。 

 
④ 構造 BIM運用の現状 

ST-Bridgeで構造 BIM標準を規定している一方、BIMオーサリングツールでの属性情報の取り扱いは
項目ごとに自由に追加する形式となっていることが多く、これまで各社が独自の名称や項目を追加して
利用を行っており、データ交換の際には、ST-Bridge の属性項目と、自社で使用する属性項目のマッピン
グを行う必要があり、各社各様にこれを整備しなければならない状況と言える。また、ST-Bridgeに対応
していないソフトウェアを用いてデータ交換を行う際には、当然ながら相手先の属性名称とのマッピン
グが相手先毎に必要となり、効率的ではない状態が続いている。このため、今回の改訂では GUID を実
装することで、効率化を目指した。 
 
(2) 構造設計業務で必要な属性項目・名称の整理 
構造WG では 2020 年 9月の活動開始以来、構造 BIM を扱う関連団体と議論を行うことで、構造 BIM

標準を定め、データ交換の効率化を目指した活動を行ってきた。検討対象は RC 造・S造建物のうち、一
般的な建築物に使用される部材に絞ることで早期の公開を目指し、これまで 2021年 3月、2021年 10月、
2022年 3 月、2022 年 9 月の 4度にわたり公開するに至った。現在公開されている部材の種類は、RC柱・
梁、S 柱・梁、基礎、床、壁、場所打ち杭である。表 3.13～表 3.30 参照。これらに加え既成杭、ベース
プレートを今回公開する。表 3.31～表 3.33 参照。仕様解説書は資料編 1.3.15 参照。 
また、BLCJ構造標準には分類体系の推奨値として、米国 CSI（Construction Specification Institute）

により規定された OmniClass®の Table21（UniFormat®）と Table22（MasterFormat®）、Table23 およ
び、英国 NBS（NBS Enterprises Ltd.）により規定された Uniclass の EF（Elements/ functions）と Ss
（Systems）、Pr（Products）の 6項目を示しているが、これは国内分類体系が整備されておらず、適切な
分類の割り当てが出来ないためである。表 3.34～表 3.35 参照。 

 
表 3.13 BLCJ 構造標準（共通事項） 

 

 
表 3.14 BLCJ 構造標準（共通配筋情報） 

 

  

大分類 中分類 小分類 項目 名称 データ型 GUID 備考
バージョン version String aca61ce4-604d-44b1-b88f-23eb81624809 ライブラリのバージョンを記載
BLCJ仕様書バージョン BLCJ_version String 93b4d856-c4ef-412a-89e6-386ab8c2084d 参照するBLCJの仕様書バージョンを記載：例 令和3年度BLCJ構造標準
X pile_permissible_eccentricity_X Double 65054b33-b1c2-4c45-a0e8-b9bdb52f10eb
Y pile_permissible_eccentricity_Y Double e6e5735a-e104-4379-88c5-340471ffb313

継手情報 種類 pile_joint_type String 97c89bb3-daf3-422a-97cb-b7379ecff05c 工法の正式名称を記す

杭施工情報

パラメータの分類 BLCJ標準

許容偏芯量

ライブラリ情報

大分類 中分類 小分類 項目 名称 データ型 GUID 備考

柱 主筋 2段筋のあき bar_interval Double d2f9b856-8329-4824-8418-696ed3398133 1段筋と2段筋のあき
梁 主筋 2段筋のあき bar_interval Double d2f9b856-8329-4824-8418-696ed3398133 1段筋と2段筋のあき

径 D_bar_spacing_wall String 8dd50fda-f2cd-4b11-9255-2904605596b2
ピッチ pitch_bar_spacing_wall Double 40c77d53-ff07-408a-bd02-62c92537b475
径 D_bar_spacing_slab String 8dd50fda-f2cd-4b11-9255-2904605596b2
ピッチ pitch_bar_spacing_slab Double 40c77d53-ff07-408a-bd02-62c92537b475
径 D_bar_spacing_std String 8dd50fda-f2cd-4b11-9255-2904605596b2
ピッチ pitch_bar_spacing_std Double 40c77d53-ff07-408a-bd02-62c92537b475

パラメータの分類 BLCJ標準

壁 幅止筋

床 幅止筋

共通 幅止筋

配筋情報
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表 3.15 BLCJ 構造標準（材料情報） 

 
 

表 3.16 BLCJ 構造標準（RC 柱_標準・RC 丸柱_標準） 

 
  

大分類 中分類 小分類 項目 名称 GUID データ型 断面情報 配置情報 備考

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
種別 kind_column 20617891-c11e-4b7f-95cd-313f76926b96 String 〇 以下による柱種別。COLUMN（柱）、POST（間柱）
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇 〇

材料情報 コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24
X方向幅 width_X 44f0383f-99a0-4a40-9a4d-5dd5bd368a55 Double 〇 X方向の幅
Y方向幅 width_Y 2af00e14-01e1-456b-b1f0-e2ed42336a35 Double 〇 Y方向の幅
径 D_main 797771cb-33d1-47cb-bd14-81a397f5496e String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D25
X方向_1段目芯位置 position_X_main_1st 86bd4a89-dac2-4641-95e1-ec48b02d2f70 Double 〇 X方向加力に考慮された鉄筋のうち1段目の芯の位置
Y方向_1段目芯位置 position_Y_main_1st af140e15-3ee6-4935-9d10-8d60284cabe0 Double 〇 Y方向加力に考慮された鉄筋のうち1段目の芯の位置

帯筋 径 D_hoop 0e77fa9c-0566-43a3-a7fc-0cdb7ba434b5 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
幅止筋 径 D_spacing d5c3d764-361a-4097-bb88-2c1aa9458186 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
芯鉄筋 径 D_axial b459a686-b483-457e-982a-75a7f1d1c543 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D25

X方向_片側総本数 N_main_X_total_top 539d5fac-b943-49c5-9ce1-23137f8cafec Integer 〇
X方向加力に考慮された鉄筋の総本数
（Y方向加力に考慮されたコーナー鉄筋等も含む）

X方向_1段目本数 N_main_X_1st_top 005f2c30-0995-4451-b780-df26b013926a Integer 〇 X方向加力に考慮された鉄筋のうち1段目の本数

Y方向_片側総本数 N_main_Y_total_top 816d4d4b-e854-45aa-8d20-679dd2c6fa2c Integer 〇
Y方向加力に考慮された鉄筋の総本数
（X方向加力に考慮されたコーナー鉄筋等も含む）

Y方向_1段目本数 N_main_Y_1st_top 0f037afe-ca72-4b55-b664-7fc6d557bb83 Integer 〇 Y方向加力に考慮された鉄筋のうち1段目の本数
X方向本数 N_hoop_direction_X_top 19b3ad2b-a36b-452f-8707-619af0950f29 Integer 〇 X方向加力に考慮された鉄筋の総本数
Y方向本数 N_hoop_direction_Y_top 2b54dbcc-0025-43c4-a397-065a4f03e1ef Integer 〇 Y方向加力に考慮された鉄筋の総本数
ピッチ pitch_hoop_top 1ab38c3c-38f6-4f61-9d4f-de9c9ad2c265 Double 〇
X方向本数 N_bar_spacing_X_top 7ed3a5f1-4e60-431d-ae54-5e009b6eac6e Integer 〇 X方向に配置された鉄筋の本数
Y方向本数 N_bar_spacing_Y_top a6d0a746-670d-4373-a927-c21fb1c885dd Integer 〇 Y方向に配置された鉄筋の本数

芯鉄筋 本数 N_axial_top 794d7ca9-df17-448e-944d-4ad71bcb43e0 Integer 〇

X方向_片側総本数 N_main_X_total_bottom 0a857435-1a97-4f53-ac62-286ef2520f1c Integer 〇
X方向加力に考慮された鉄筋の総本数
（Y方向加力に考慮されたコーナー鉄筋等も含む）

X方向_1段目本数 N_main_X_1st_bottom 5382a535-ee94-467c-8e0a-9a346872b507 Integer 〇 X方向加力に考慮された鉄筋のうち1段目の本数

Y方向_片側総本数 N_main_Y_total_bottom a2b2f16d-c09e-4995-9c27-1cb989aba2f2 Integer 〇
Y方向加力に考慮された鉄筋の総本数
（X方向加力に考慮されたコーナー鉄筋等も含む）

Y方向_1段目本数 N_main_Y_1st_bottom 369ff016-e12b-453f-80be-a281e8202851 Integer 〇 Y方向加力に考慮された鉄筋のうち1段目の本数
X方向本数 N_hoop_direction_X_bottom dfacdd8d-88f1-47c2-b856-28673dc4c2b2 Integer 〇 X方向加力に考慮された鉄筋の総本数
Y方向本数 N_hoop_direction_Y_bottom 1e89a8de-726b-4ebf-9bc4-1c02add33bba Integer 〇 Y方向加力に考慮された鉄筋の総本数
ピッチ pitch_hoop_bottom 212d2ccf-bac0-4e3d-a28e-bf9cb8767715 Double 〇
X方向本数 N_bar_spacing_X_bottom df665646-3cfb-4247-9fed-fc4f3cd75889 Integer 〇 X方向に配置された鉄筋の本数
Y方向本数 N_bar_spacing_Y_bottom 49d4f555-18ec-4368-a087-b3a1f034dfad Integer 〇 Y方向に配置された鉄筋の本数

芯鉄筋 本数 N_axial_bottom 97c52f6b-cd05-4d3e-b3f0-a45eb2c47d00 Integer 〇

径 D_hoop_panel abb28b99-c6aa-4457-9557-8029e0b48bc8 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
柱脚側パネルゾーンについては別オブジェクトとして定義する

X方向本数 N_hoop_direction_X_panel 4264f59a-66cd-41f3-9c09-aa6211567bc2 Integer 〇 X方向加力に考慮された鉄筋の総本数
Y方向本数 N_hoop_direction_Y_panel 43ebca05-0d1c-437a-812b-d2367bdad4f0 Integer 〇 Y方向加力に考慮された鉄筋の総本数
ピッチ pitch_hoop_panel be78da0c-e216-42b5-878a-bb320a7d779a Double 〇
符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
種別 kind_column 20617891-c11e-4b7f-95cd-313f76926b96 String 〇 以下による柱種別。COLUMN（柱）、POST（間柱）
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇 〇

材料情報 コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24
寸法情報 径 D 9f5ee71e-82f4-4a9a-91c0-257f5b37adcc Double 〇 直径

径 D_main 797771cb-33d1-47cb-bd14-81a397f5496e String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D25
1段目芯位置 position_X_main_1st 86bd4a89-dac2-4641-95e1-ec48b02d2f70 Double 〇 鉄筋のうち1段目の芯の位置

帯筋 径 D_hoop 0e77fa9c-0566-43a3-a7fc-0cdb7ba434b5 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
幅止筋 径 D_spacing d5c3d764-361a-4097-bb88-2c1aa9458186 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
芯鉄筋 径 D_axial b459a686-b483-457e-982a-75a7f1d1c543 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D25
主筋 本数 N_main_top 8026de51-5ac7-4587-9fcd-1036ccbfd024 Integer 〇
帯筋 ピッチ pitch_hoop_top 1ab38c3c-38f6-4f61-9d4f-de9c9ad2c265 Double 〇

X方向本数 N_bar_spacing_X_top 7ed3a5f1-4e60-431d-ae54-5e009b6eac6e Integer 〇 X方向に配置された鉄筋の本数
Y方向本数 N_bar_spacing_Y_top a6d0a746-670d-4373-a927-c21fb1c885dd Integer 〇 Y方向に配置された鉄筋の本数

芯鉄筋 本数 N_axial_top 794d7ca9-df17-448e-944d-4ad71bcb43e0 Integer 〇
主筋 本数 N_main_bottom 9ee487e9-4f6e-40d6-97b6-df7bdb7a8e47 Integer 〇
帯筋 ピッチ pitch_hoop_bottom 212d2ccf-bac0-4e3d-a28e-bf9cb8767715 Double 〇

X方向本数 N_bar_spacing_X_bottom df665646-3cfb-4247-9fed-fc4f3cd75889 Integer 〇 X方向に配置された鉄筋の本数
Y方向本数 N_bar_spacing_Y_bottom 49d4f555-18ec-4368-a087-b3a1f034dfad Integer 〇 Y方向に配置された鉄筋の本数

芯鉄筋 本数 N_axial_bottom 97c52f6b-cd05-4d3e-b3f0-a45eb2c47d00 Integer 〇

径 D_hoop_panel abb28b99-c6aa-4457-9557-8029e0b48bc8 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
柱脚側パネルゾーンについては別オブジェクトとして定義する

ピッチ pitch_hoop_panel be78da0c-e216-42b5-878a-bb320a7d779a Double 〇

共通
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幅止筋
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パネル 帯筋
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パネル 帯筋

帯筋

帯筋

主筋

幅止筋



3-22 
 

表 3.17 BLCJ 構造標準（RC 梁 3 断面_標準） 

  

大分類 中分類 小分類 項目 名称 GUID データ型 断面情報 配置情報 備考

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇

種別 kind_beam 20617891-c11e-4b7f-95cd-313f76926b96 String 〇

基礎・片持ちを含む梁種別で以下による。
GIRDER（大梁）、BEAM（小梁）、
FOUNDATION GIRDER（基礎大梁）、
FOUNDATION BEAM（基礎小梁）

所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇 〇
部材の配置情報を検索しなくても部材リストが作
成できるようにするための属性であり、部材リス
トに用いる階を記述する。

材料情報 コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24

幅 width_start 0da8252e-69cc-4405-8e11-ee058b85ba9e Double 〇
全段面にする場合でも中央・終端の幅・せいの入
力は必須とする（省略不可）

せい depth_start beddc654-a1eb-41b0-abf8-5966a41c51b5 Double 〇

形状 kind_haunch_start 4fd2f516-31ae-432a-9719-c2612ac6a32f String 〇
ハンチ形状で以下による。
SLOPE（スロープ）、DROP（ドロップ）

長さ haunch_start b5dadb37-dbc3-432c-8a03-4714dc62fbb3 Double 〇

水平方向寄りの種類 kind_haunch_position_H_start 7fd36e2a-5b36-4807-a608-f361f27ce5b8 String 〇

水平方向の寄りの種類で以下による。
CENTER（中央合わせ）、LEFT（左面合わ
せ）、RIGHT（右面合わせ）、VALUE（数値入
力）

水平方向寄りの数値 haunch_position_H_start cea4267b-f257-46b1-b15c-d594ce0f0f5a Double 〇

水平方向寄りの種類が数値入力だった場合に記述
する。
梁中央断面中心と端部断面中心のオフセットを表
し、始端から終端を見て左側を＋、右側をーとす
る。

鉛直方向寄りの種類 type_haunch_V_start 89da9256-3e28-415f-b0d2-4793aba19a9f String 〇
鉛直方向の寄りの種類で以下による
TOP（鉛直上ハンチ）、BOTTOM（鉛直下ハン
チ）、VALUE（数値入力）

鉛直方向寄りの数値 haunch_position_V_start 9302f4e9-eb7e-42a6-887a-884b3216ac12 Double 〇

鉛直方向寄りの種類が数値入力だった場合に記述
する。
鉛直下ハンチとした場合の端部断面の鉛直中心線
に対し、ハンチ後の鉛直中心線のオフセットを表
し、オフセットが鉛直上方向なら＋、下方向なら
－とする。

幅 width 83e16027-fc62-40aa-8ffc-5b0d5d23e047 Double 〇
せい depth bf9a1300-3094-4c26-bfeb-45bc07d46739 Double 〇
幅 width_end fc212e79-0e44-4f79-8250-be1066b958cb Double 〇
せい depth_end ce8faf96-157c-4bdb-aedf-a0518de753be Double 〇

形状 kind_haunch_end 288bfbae-1705-4dfd-9a90-2ca56ead2e90 String 〇
ハンチ形状で以下による。
SLOPE（スロープ）、DROP（ドロップ）

長さ haunch_end e5b442e8-ccb2-4a67-8b2e-61216fff4d13 Double 〇

水平方向寄りの種類 kind_haunch_position_H_end abb48e70-e51b-4f23-a50e-97fa1e147088 String 〇

水平方向の寄りの種類で以下による。
CENTER（中央合わせ）、LEFT（左面合わ
せ）、RIGHT（右面合わせ）、VALUE（数値入
力）

水平方向寄りの数値 haunch_position_H_end 0cfba662-4111-4738-b502-d2e5374f7ac6 Double 〇

水平方向寄りの種類が数値入力だった場合に記述
する。
梁中央断面中心と端部断面中心のオフセットを表
し、始端から終端を見て左側を＋、右側をーとす
る。

鉛直方向寄りの種類 type_haunch_V_end 15a8760f-211c-42aa-9481-aaf64500d70d String 〇
鉛直方向の寄りの種類で以下による
TOP（鉛直上ハンチ）、BOTTOM（鉛直下ハン
チ）、VALUE（数値入力）

鉛直方向寄りの数値 haunch_position_V_end e87823aa-8cc5-4849-a30a-888108e9c7dc Double 〇

鉛直方向寄りの種類が数値入力だった場合に記述
する。
鉛直下ハンチとした場合の端部断面の鉛直中心線
に対し、ハンチ後の鉛直中心線のオフセットを表
し、オフセットが鉛直上方向なら＋、下方向なら
－とする。

上端筋
1段目芯鉛直位置 position_V_main_top_1st 5600c896-00f4-468c-8acf-e0a4af4f989f Double 〇

加力に考慮された鉄筋のうち上端筋1段目の芯の
位置

下端筋
1段目芯鉛直位置 position_V_main_bottom_1st 985ebfd5-0164-4fca-beb2-9b7f9f1c0d61 Double 〇

加力に考慮された鉄筋のうち下端筋1段目の芯の
位置

肋筋
径 D_stirrup d8e71260-e742-418a-b0b8-b74cd6a84b9c String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13

腹筋
径 D_web 39c87ebb-b0f5-4589-bdb9-d7791343f1fd String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10

径 D_bar_spacing 8dd50fda-f2cd-4b11-9255-2904605596b2 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
ピッチ pitch_bar_spacing 40c77d53-ff07-408a-bd02-62c92537b475 Double 〇

主筋 径 D_main_start 68283c55-2b4f-423f-b24d-f1ea38d04364 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D25
総本数 N_main_Top_total_start fe02deba-1c51-43ff-9c8f-70b58bc2563b Integer 〇
1段目本数 N_main_top_1st_start 44bb80f3-b6ca-490a-907c-15fd79899e44 Integer 〇
総本数 N_main_bottom_total_start 5a13f1f2-39f1-4bed-9908-48689368514c Integer 〇
1段目本数 N_main_bottom_1st_start 4418ecad-d41c-4419-a72d-eef43f500512 Integer 〇
本数 N_stirrup_start 6d172182-44be-4fc0-b304-40a83e024518 Integer 〇
ピッチ pitch_stirrup_start 5ca3954c-657c-48d8-9bf6-13007f01fc5b Double 〇

腹筋
本数 N_web_start 1c97369a-ecc4-4e79-a7fa-b53a1be331bb Integer 〇

幅止筋 本数 N_bar_spacing_start 8b92dbea-a693-4b96-be10-b06be85531b1 Integer 〇
主筋 径 D_main 797771cb-33d1-47cb-bd14-81a397f5496e String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D25

総本数 N_main_Top_total a243af57-eeac-4099-9bf6-14c9caaada54 Integer 〇
1段目本数 N_main_top_1st eaf282da-4a43-4efa-ab9d-478121f2900c Integer 〇
総本数 N_main_bottom_total 137e44bd-4131-48b1-9a6f-bfb4f5ad537e Integer 〇
1段目本数 N_main_bottom_1st ad3495c7-e765-4631-837a-1ebf143d69b7 Integer 〇
本数 N_stirrup 7a100ae0-e7c3-4844-8a4f-c0e5d955ee3b Integer 〇
ピッチ pitch_stirrup d616ede2-12ed-41a1-b40c-d2b5366189ae Double 〇

腹筋
本数 N_web 60b3ca69-6f40-4af3-a52e-529782cd4cb5 Integer 〇

幅止筋 本数 N_bar_spacing 990f433c-159f-49fb-a26d-149c98342b25 Integer 〇
主筋 径 D_main_end fed19934-5127-46f7-90c4-e60f91803976 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D25

総本数 N_main_Top_total_end 16725950-bcaf-4fce-899c-3279c3358ac6 Integer 〇
1段目本数 N_main_top_1st_end 085eb32e-37bd-4d16-b15b-114db4487997 Integer 〇
総本数 N_main_bottom_total_end db2ce357-ac62-40fd-870f-37af4eae4194 Integer 〇
1段目本数 N_main_bottom_1st_end b337490c-a603-4e75-b693-d30cb0dc0a26 Integer 〇
本数 N_stirrup_end 1445b17a-df0f-4cf4-bbfb-4f9e9364ebfe Integer 〇
ピッチ pitch_stirrup_end 299070be-7734-45b2-b45b-7a97efcc5457 Double 〇

腹筋
本数 N_web_end 2e717a44-9bbf-42a7-af58-65df0f955151 Integer 〇

幅止筋 本数 N_bar_spacing_end 213cee8d-0275-4427-9de1-f6fbc741f1f2 Integer 〇

共通
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表 3.18 BLCJ 構造標準（RC 梁 2 断面_標準） 

  

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇

種別 kind_beam 20617891-c11e-4b7f-95cd-313f76926b96 String 〇

基礎・片持ちを含む梁種別で以下による。
GIRDER（大梁）、BEAM（小梁）、CANTI
GIRDER（片持ち梁）、CANTI BEAM（片持ち小
梁）、FOUNDATION GIRDER（基礎大梁）、
FOUNDATION BEAM（基礎小梁）、
FOUNDATION CANTI GIRDER（基礎片持ち大
梁）、FOUNDATION CANTI BEAM（基礎片持ち
小梁）

所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇 〇
部材の配置情報を検索しなくても部材リストが作
成できるようにするための属性であり、部材リス
トに用いる階を記述する。

材料情報 コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 〇 種別も含む
幅 width 83e16027-fc62-40aa-8ffc-5b0d5d23e047 Double 〇
せい depth bf9a1300-3094-4c26-bfeb-45bc07d46739 Double 〇

形状 kind_haunch_start 4fd2f516-31ae-432a-9719-c2612ac6a32f String 〇
ハンチ形状で以下による。
SLOPE（スロープ）、DROP（ドロップ）

長さ haunch_start b5dadb37-dbc3-432c-8a03-4714dc62fbb3 Double 〇

水平方向寄りの種類 kind_haunch_position_H_start 7fd36e2a-5b36-4807-a608-f361f27ce5b8 String 〇

水平方向の寄りの種類で以下による。
CENTER（中央合わせ）、LEFT（左面合わ
せ）、RIGHT（右面合わせ）、VALUE（数値入
力）

水平方向寄りの数値 haunch_position_H_start cea4267b-f257-46b1-b15c-d594ce0f0f5a Double 〇

水平方向寄りの種類が数値入力だった場合に記述
する。
梁中央断面中心と端部断面中心のオフセットを表
し、始端から終端を見て左側を＋、右側をーとす
る。

鉛直方向寄りの種類 type_haunch_V_start 89da9256-3e28-415f-b0d2-4793aba19a9f String 〇
鉛直方向の寄りの種類で以下による
TOP（鉛直上ハンチ）、BOTTOM（鉛直下ハン
チ）、VALUE（数値入力）

鉛直方向寄りの数値 haunch_position_V_start 9302f4e9-eb7e-42a6-887a-884b3216ac12 Double 〇

鉛直方向寄りの種類が数値入力だった場合に記述
する。
鉛直下ハンチとした場合の端部断面の鉛直中心線
に対し、ハンチ後の鉛直中心線のオフセットを表
し、オフセットが鉛直上方向なら＋、下方向なら
－とする。

幅 width_end fc212e79-0e44-4f79-8250-be1066b958cb Double 〇
せい depth_end ce8faf96-157c-4bdb-aedf-a0518de753be Double 〇

上端筋 1段目芯鉛直位置 position_V_main_top_1st 5600c896-00f4-468c-8acf-e0a4af4f989f Double 〇
下端筋 1段目芯鉛直位置 position_V_main_bottom_1st 985ebfd5-0164-4fca-beb2-9b7f9f1c0d61 Double 〇
肋筋

径 D_stirrup d8e71260-e742-418a-b0b8-b74cd6a84b9c String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13

腹筋
径 D_web 39c87ebb-b0f5-4589-bdb9-d7791343f1fd String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10

径 D_bar_spacing 8dd50fda-f2cd-4b11-9255-2904605596b2 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
ピッチ pitch_bar_spacing 40c77d53-ff07-408a-bd02-62c92537b475 Double 〇

主筋 径 D_main 797771cb-33d1-47cb-bd14-81a397f5496e String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D25
総本数 N_main_Top_total a243af57-eeac-4099-9bf6-14c9caaada54 Integer 〇
1段目本数 N_main_top_1st eaf282da-4a43-4efa-ab9d-478121f2900c Integer 〇
総本数 N_main_bottom_total 137e44bd-4131-48b1-9a6f-bfb4f5ad537e Integer 〇
1段目本数 N_main_bottom_1st ad3495c7-e765-4631-837a-1ebf143d69b7 Integer 〇
本数 N_stirrup 7a100ae0-e7c3-4844-8a4f-c0e5d955ee3b Integer 〇
ピッチ pitch_stirrup d616ede2-12ed-41a1-b40c-d2b5366189ae Double 〇

腹筋
本数 N_web 60b3ca69-6f40-4af3-a52e-529782cd4cb5 Integer 〇

幅止筋 本数 N_bar_spacing 990f433c-159f-49fb-a26d-149c98342b25 Integer 〇
主筋 径 D_main_end fed19934-5127-46f7-90c4-e60f91803976 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D25

総本数 N_main_Top_total_end 16725950-bcaf-4fce-899c-3279c3358ac6 Integer 〇
1段目本数 N_main_top_1st_end 085eb32e-37bd-4d16-b15b-114db4487997 Integer 〇
総本数 N_main_bottom_total_end db2ce357-ac62-40fd-870f-37af4eae4194 Integer 〇
1段目本数 N_main_bottom_1st_end b337490c-a603-4e75-b693-d30cb0dc0a26 Integer 〇
本数 N_stirrup_end 1445b17a-df0f-4cf4-bbfb-4f9e9364ebfe Integer 〇
ピッチ pitch_stirrup_end 299070be-7734-45b2-b45b-7a97efcc5457 Double 〇

腹筋
本数 N_web_end 2e717a44-9bbf-42a7-af58-65df0f955151 Integer 〇

幅止筋 本数 N_bar_spacing_end 213cee8d-0275-4427-9de1-f6fbc741f1f2 Integer 〇

RC梁2断面_標準 識別情報

配置情報

コンクリート
寸法情報 断面

肋筋

共通

幅止筋

配筋情報

始端
上端筋

下端筋

肋筋

終端
上端筋

下端筋

終端 断面

始端

ハンチ
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表 3.19 BLCJ 構造標準（RC 梁 1 断面_標準） 

 
表 3.20 BLCJ 構造標準（S 柱 H 形鋼_標準・S 柱角形鋼管_標準・S 柱鋼管_標準） 

大分類 中分類 小分類 項目 名称 GUID データ型 断面情報 配置情報 備考

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
種別 kind_column 20617891-c11e-4b7f-95cd-313f76926b96 String 〇 以下による柱種別。COLUMN（柱）、POST（間柱）
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇 〇
鉄骨の向き isReferenceDirection 95944afb-3d8b-4ca1-bf19-e792f38523dd Boolean 〇 Y軸方向強軸をTrue、X方向強軸をFalseとする
フランジ材質 strength_main caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇
ウェブ材質 strength_web 23c8294f-9e7b-45de-96ba-1ee26b328719 String 〇
形状タイプ type 794bba49-26c7-42c6-bd99-2ab94aa59539 String 〇 JIS H形鋼、外法一定H形鋼、BH形鋼の別（JISH/RH/BH）
高さ H f2c4c6ae-ee0f-49d0-9c13-f1ff521d812e Double 〇
幅 B a8942d18-5ba9-4e7a-894c-94273a642c35 Double 〇
ウェブ厚さ tw 0b43edf9-e49b-4bbc-893b-7e02749e7ea5 Double 〇
フランジ厚さ tf 23b8e628-154b-49fa-8a76-f04a83c65689 Double 〇

ウェブ フィレット r 698aa67a-cdd7-4870-af96-5624990304cd Double 〇

符号 name_joint 5b11631f-734d-4ef1-b726-274b781aaaae String 〇
距離 joint cdb59eee-e470-47c6-8ca7-c0c92c2f5622 Double 〇 基点（オフセット後のジオメトリ端点）からの距離

柱頭 仕口 条件 condition_top 0e2bc562-f37d-4415-b099-c16c458124eb String 〇 以下による。FIX（固定）、PIN（ピン）
条件 condition_bottom c73dfa3d-81d9-4a06-b838-c63e073a7c5e String 〇 以下による。FIX（固定）、PIN（ピン）

形式 base_type 563c34ab-4b68-40e4-9a20-20666e1dfc79 String 〇
以下による。NONE（鉄骨柱脚なし）、EXPOSE（露出）、
EMBEDDED（埋込）、WRAP（根巻）

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
種別 kind_column 20617891-c11e-4b7f-95cd-313f76926b96 String 〇 以下による柱種別。COLUMN（柱）、POST（間柱）
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇 〇
材質 strength_main caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇
形状タイプ type 794bba49-26c7-42c6-bd99-2ab94aa59539 String 〇 BCP/BCR/STKR/BBOXの別
高さ H f2c4c6ae-ee0f-49d0-9c13-f1ff521d812e Double 〇
幅 B a8942d18-5ba9-4e7a-894c-94273a642c35 Double 〇
板厚 t1 a38fbca7-938d-4f38-9b3a-64516f20ff8f Double 〇
板厚2 t2 ece21331-7fab-43d5-942e-4f1804c46ad3 Double 〇

外側フィレット r 698aa67a-cdd7-4870-af96-5624990304cd Double 〇

符号 name_joint 5b11631f-734d-4ef1-b726-274b781aaaae String 〇
距離 joint cdb59eee-e470-47c6-8ca7-c0c92c2f5622 Double 〇 基点（オフセット後のジオメトリ端点）からの距離

柱頭 仕口 条件 condition_top 0e2bc562-f37d-4415-b099-c16c458124eb String 〇 以下による。FIX（固定）、PIN（ピン）
条件 condition_bottom c73dfa3d-81d9-4a06-b838-c63e073a7c5e String 〇 以下による。FIX（固定）、PIN（ピン）

形式 base_type 563c34ab-4b68-40e4-9a20-20666e1dfc79 String 〇
以下による。NONE（鉄骨柱脚なし）、EXPOSE（露出）、
EMBEDDED（埋込）、WRAP（根巻）

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
種別 kind_column 20617891-c11e-4b7f-95cd-313f76926b96 String 〇 以下による柱種別。COLUMN（柱）、POST（間柱）
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇 〇
材質 strength_main caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇
直径 D 9f5ee71e-82f4-4a9a-91c0-257f5b37adcc Double 〇
板厚 t a38fbca7-938d-4f38-9b3a-64516f20ff8f Double 〇
符号 name_joint 5b11631f-734d-4ef1-b726-274b781aaaae String 〇
距離 joint cdb59eee-e470-47c6-8ca7-c0c92c2f5622 Double 〇 基点（オフセット後のジオメトリ端点）からの距離

柱頭 仕口 条件 condition_top 0e2bc562-f37d-4415-b099-c16c458124eb String 〇 以下による。FIX（固定）、PIN（ピン）
条件 condition_bottom c73dfa3d-81d9-4a06-b838-c63e073a7c5e String 〇 以下による。FIX（固定）、PIN（ピン）

形式 base_type 563c34ab-4b68-40e4-9a20-20666e1dfc79 String 〇
以下による。NONE（鉄骨柱脚なし）、EXPOSE（露出）、
EMBEDDED（埋込）、WRAP（根巻）

部材の種類
パラメータの分類

S柱H形鋼_標準

S柱角形鋼管_標準 識別情報

配置情報
材料情報
寸法情報

接合情報

柱脚 仕口

共通 継手

寸法情報

接合情報

柱脚

S柱鋼管_標準 識別情報

配置情報
材料情報
寸法情報

接合情報

柱脚 仕口

共通 継手

仕口

共通 継手

識別情報

配置情報

材料情報

BLCJ標準
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表 3.21 BLCJ 構造標準（S 梁 H 形鋼 3 断面_標準） 

  

大分類 中分類 小分類 項目 名称 GUID データ型 断面情報 配置情報 備考

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇

種別 kind_beam 20617891-c11e-4b7f-95cd-313f76926b96 String 〇
片持ちを含む梁種別で以下による。
GIRDER（大梁）、BEAM（小梁）、CANTI GIRDER（片持ち梁）、CANTI BEAM（片持ち小梁）

所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇 〇
部材の配置情報を検索しなくても部材リストが作成できるようにするための属性であり、部材リスト
に用いる階を記述する。

フランジ材質 strength_main_start 48e7e2c9-6c1e-4041-a1ad-0077722b1a54 String 〇
ウェブ材質 strength_web_start ff1f5275-ca69-4c0d-bc45-686d133484b6 String 〇
フランジ材質 strength_main caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇
ウェブ材質 strength_web 23c8294f-9e7b-45de-96ba-1ee26b328719 String 〇
フランジ材質 strength_main_end 1a5b7fc7-39cf-4940-b843-1852bfdec860 String 〇
ウェブ材質 strength_web_end 56611e23-8897-4ea0-aecc-b30b142eeb60 String 〇

位置合わせ 梁天端合わせ alignment_top 3b35122a-1c61-46bd-891a-1a3f6138b251 String 〇

水平方向寄りの種類 type_haunch_H c3b47d72-b3cb-4586-a9a5-7784fd72212c String 〇
水平方向の寄りの種類で以下による。
CENTER（中央合わせ）、LEFT（左面合わせ）、RIGHT（右面合わせ）、VALUE（数値入力）

水平方向寄りの数値 haunch_position_H 11b769a8-ac1a-4392-9536-ed7c22ffeace Double 〇
水平方向寄りの種類が数値入力だった場合に記述する。
梁中央断面の中心と端部断面の中心のオフセットを表し、始端から終端を見て左側を＋、右側をーと
する

鉛直方向寄りの種類 type_haunch_V cbdc3638-04c2-4f83-a06b-58bc474043c8 String 〇
鉛直方向の寄りの種類で以下による
TOP（鉛直上ハンチ）、BOTTOM（鉛直下ハンチ）、VALUE（数値入力）

鉛直方向寄りの数値 haunch_position_V 05de7bc7-c9b4-4bcd-840e-5e817c48b80d Double 〇
鉛直方向寄りの種類が数値入力だった場合に記述する。
鉛直下ハンチとした場合の端部断面の鉛直中心線に対し、ハンチ後の鉛直中心線のオフセットを表
し、オフセットが鉛直上方向なら＋、下方向なら－とする

形状タイプ type_start 892bbcb1-85d5-42d1-9bc5-ff87c44c8a96 String 〇 JIS H形鋼、外法一定H形鋼、BH形鋼の別（JISH/RH/BH）
高さ H_start cdfe712e-f226-4418-b13a-c15c418fe3fd Double 〇
幅 B_start 4bfac368-5f80-4386-8e79-111719256826 Double 〇
ウェブ厚さ tw_start 82d98515-3867-4df5-8237-80187eb0baf3 Double 〇
フランジ厚さ tf_start 5a1c24b4-1dc7-4c41-a812-8c5e993df59c Double 〇

ウェブ フィレット r_start 3cdd7958-9f81-40f7-93ae-8a20f6bfd516 Double 〇

形状 kind_haunch_start 4fd2f516-31ae-432a-9719-c2612ac6a32f String 〇
ハンチ形状で以下による。
SLOPE（スロープ）、DROP（ドロップ）

サイドプレートか否か isSideplate_start ef384b97-2c0e-452f-916d-ccdaa7d45a4d Boolean 〇 水平ハンチにサイドプレートを使うか否か
長さ haunch_start b5dadb37-dbc3-432c-8a03-4714dc62fbb3 Double 〇
水平部長さ horizontal_haunch_start d2d32326-6c92-4777-85af-8669270bb79a Double 〇 ハンチ元端から水平に出るプレートの長さ
サイドPL長さ side_plate_start 5199b8db-ade6-454d-b629-e46f879d2536 Double 〇 サイドプレートの場合に入力し、ハンチ長さ（haunch_start）と同値とする
サイドPL水平長さ horizontal_side_plate_start 5bdc24db-99dc-490f-b8b9-244575e66adf Double 〇 サイドプレートの場合に入力
サイドPL先端立上り長さ tip_side_plate_start 6f896f92-96ca-4187-9e6e-3cc5d6bb9d75 Double 〇 サイドプレートの場合に入力
形状タイプ type 794bba49-26c7-42c6-bd99-2ab94aa59539 String 〇 JIS H形鋼、外法一定H形鋼、BH形鋼の別（JISH/RH/BH）
高さ H 572530fd-caac-476d-8dcc-6b85ad8d32a8 Double 〇
幅 B d23ebb17-89eb-4b1f-816d-e5f66fba79bc Double 〇
ウェブ厚さ tw 5baac316-8760-40d9-bff9-019efbc7f057 Double 〇
フランジ厚さ tf ef1122af-dadf-4908-8be3-db7c00c29de0 Double 〇

ウェブ フィレット r d5285600-7d10-46d5-ac2d-f9597c110479 Double 〇

形状タイプ type_end f6d44147-c8c1-4005-9a02-21b392ef7f14 String 〇 JIS H形鋼、外法一定H形鋼、BH形鋼の別（JISH/RH/BH）
高さ H_end 5cd3b4ed-bcad-4770-96ed-e9aa4c60705b Double 〇
幅 B_end 3d071ae3-0da5-496f-b270-efa3b36e4cf4 Double 〇
ウェブ厚さ tw_end fca89f4d-7e18-4b2c-93a1-845f7d671ca0 Double 〇
フランジ厚さ tf_end 2f0228a3-91d7-4cb5-bc11-1cbaded1cfe9 Double 〇

ウェブ フィレット r_end 77d4e799-7f8f-4ab1-b897-9b90590ba618 Double 〇

形状 kind_haunch_end 288bfbae-1705-4dfd-9a90-2ca56ead2e90 String 〇
ハンチ形状で以下による。
SLOPE（スロープ）、DROP（ドロップ）

サイドプレートか否か isSideplate_end 0b837711-cb89-4663-96fc-34ae3d47f1a8 Boolean 〇 水平ハンチにサイドプレートを使うか否か
長さ haunch_end e5b442e8-ccb2-4a67-8b2e-61216fff4d13 Double 〇
水平部長さ horizontal_haunch_end d7af708d-c07a-49f9-9359-cab188373f7f Double 〇 ハンチ元端から水平に出るプレートの長さ
サイドPL長さ side_plate_end 51e3f6e1-6da1-484b-aaa9-08ad27004a99 Double 〇 サイドプレートの場合に入力
サイドPL水平長さ horizontal_side_plate_end f1062f3d-f272-417a-a505-be6335b3c16d Double 〇 サイドプレートの場合に入力
サイドPL先端立上り長さ tip_side_plate_end 39fe07dc-5ca5-4570-8d06-0c6f3598a7f1 Double 〇 サイドプレートの場合に入力

仕口
条件 condition_start ae7af970-7ecf-4baa-9ec0-509d7081f876 String 〇

端部接合条件を表し以下による。
FIX（固定）、PIN（ピン）

符号 name_joint_start e5fee31b-29bf-4e1c-9037-b6580f81518b String 〇
距離 joint_start 073fbf89-7e1f-4c7c-b6fb-29ebf5f93a31 Double 〇 基点（下柱柱頭の基準点）からの距離

仕口
条件 condition_end 9799d478-d319-4b57-842f-688a2388e10e String 〇

端部接合条件を表し以下による。
FIX（固定）、PIN（ピン）

符号 name_joint_end dcdc235e-7be5-46de-9983-6ac6d202f355 String 〇
距離 joint_end 838c9124-1947-43db-859c-5ae931d5157d Double 〇 基点（下柱柱頭の基準点）からの距離

部材の種類
パラメータの分類

識別情報

配置情報

S梁H形鋼3断面_標準

寸法情報

始端 断面

ハンチ

中央

終端

接合情報

終端

断面

ハンチ

BLCJ標準

ハンチ

継手

共通

材料情報 始端

中央

終端

始端

継手
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表 3.22 BLCJ 構造標準（S 梁 H 形鋼 2 断面_標準・S 梁 H 形鋼 1 断面_標準） 

 
  

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇

種別 kind_beam 20617891-c11e-4b7f-95cd-313f76926b96 String 〇
片持ちを含む梁種別で以下による。
GIRDER（大梁）、BEAM（小梁）、CANTI GIRDER（片持ち梁）、CANTI BEAM（片持ち小梁）

所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇 〇
部材の配置情報を検索しなくても部材リストが作成できるようにするための属性であり、部材リスト
に用いる階を記述する。

フランジ材質 strength_main caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇
ウェブ材質 strength_web 23c8294f-9e7b-45de-96ba-1ee26b328719 String 〇
フランジ材質 strength_main_end 1a5b7fc7-39cf-4940-b843-1852bfdec860 String 〇
ウェブ材質 strength_web_end 56611e23-8897-4ea0-aecc-b30b142eeb60 String 〇
形状タイプ type 794bba49-26c7-42c6-bd99-2ab94aa59539 String 〇 JIS H形鋼、外法一定H形鋼、BH形鋼の別（JISH/RH/BH）
高さ H f2c4c6ae-ee0f-49d0-9c13-f1ff521d812e Double 〇
幅 B a8942d18-5ba9-4e7a-894c-94273a642c35 Double 〇
ウェブ厚さ tw 0b43edf9-e49b-4bbc-893b-7e02749e7ea5 Double 〇
フランジ厚さ tf 23b8e628-154b-49fa-8a76-f04a83c65689 Double 〇

ウェブ フィレット r 698aa67a-cdd7-4870-af96-5624990304cd Double 〇

形状 kind_haunch 4fd2f516-31ae-432a-9719-c2612ac6a32f String 〇
ハンチ形状で以下による。
ALL（全長）、SLOPE（スロープ）、DROP（ドロップ）

サイドプレートか否か isSideplate_start ef384b97-2c0e-452f-916d-ccdaa7d45a4d Boolean 〇 水平ハンチにサイドプレートを使うか否か
長さ haunch b5dadb37-dbc3-432c-8a03-4714dc62fbb3 Double 〇
水平部長さ horizontal_haunch d2d32326-6c92-4777-85af-8669270bb79a Double 〇 ハンチ元端から水平に出るプレートの長さ
サイドPL長さ side_plate 5199b8db-ade6-454d-b629-e46f879d2536 Double 〇 サイドプレートの場合に入力し、ハンチ長さ（haunch_start）と同値とする
サイドPL水平長さ horizontal_side_plate 5bdc24db-99dc-490f-b8b9-244575e66adf Double 〇 サイドプレートの場合に入力
サイドPL立上り長さ tip_side_plate 6f896f92-96ca-4187-9e6e-3cc5d6bb9d75 Double 〇 サイドプレートの場合に入力

水平方向寄りの種類 type_haunch_H c3b47d72-b3cb-4586-a9a5-7784fd72212c String 〇
水平方向の寄りの種類で以下による。
CENTER（中央合わせ）、LEFT（左面合わせ）、RIGHT（右面合わせ）、VALUE（数値入力）

水平方向寄りの数値 haunch_position_H 11b769a8-ac1a-4392-9536-ed7c22ffeace Double 〇
水平方向寄りの種類が数値入力だった場合に記述する。
梁中央断面中心と端部断面中心のオフセットを表し、始端から終端を見て左側を＋、右側をーとす
る。

鉛直方向寄りの種類 type_haunch_V cbdc3638-04c2-4f83-a06b-58bc474043c8 String 〇
鉛直方向の寄りの種類で以下による
TOP（鉛直上ハンチ）、BOTTOM（鉛直下ハンチ）、VALUE（数値入力）

鉛直方向寄りの数値 haunch_position_V 05de7bc7-c9b4-4bcd-840e-5e817c48b80d Double 〇
鉛直方向寄りの種類が数値入力だった場合に記述する。
鉛直下ハンチとした場合の端部断面の鉛直中心線に対し、ハンチ後の鉛直中心線のオフセットを表
し、オフセットが鉛直上方向なら＋、下方向なら－とする。

形状タイプ type_end f6d44147-c8c1-4005-9a02-21b392ef7f14 String 〇 JIS H形鋼、外法一定H形鋼、BH形鋼の別（JISH/RH/BH）
高さ H_end 5cd3b4ed-bcad-4770-96ed-e9aa4c60705b Double 〇
幅 B_end 3d071ae3-0da5-496f-b270-efa3b36e4cf4 Double 〇
ウェブ厚さ tw_end fca89f4d-7e18-4b2c-93a1-845f7d671ca0 Double 〇
フランジ厚さ tf_end 2f0228a3-91d7-4cb5-bc11-1cbaded1cfe9 Double 〇

ウェブ フィレット r_end 77d4e799-7f8f-4ab1-b897-9b90590ba618 Double 〇

仕口
条件 condition_start ae7af970-7ecf-4baa-9ec0-509d7081f876 String 〇

端部接合条件を表し以下による。
FIX（固定）、PIN（ピン）

符号 name_joint_start e5fee31b-29bf-4e1c-9037-b6580f81518b String 〇
距離 joint cdb59eee-e470-47c6-8ca7-c0c92c2f5622 Double 〇 基点（下柱柱頭の基準点）からの距離

仕口
条件 condition_end 9799d478-d319-4b57-842f-688a2388e10e String 〇

端部接合条件を表し以下による。
FIX（固定）、PIN（ピン）

継手 符号 name_joint_end dcdc235e-7be5-46de-9983-6ac6d202f355 String 〇 片持ち梁先端に鼻先小梁が取りつく場合の継手符号を想定
符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇

種別 kind_beam 20617891-c11e-4b7f-95cd-313f76926b96 String 〇
片持ちを含む梁種別で以下による。
GIRDER（大梁）、BEAM（小梁）、CANTI GIRDER（片持ち梁）、CANTI BEAM（片持ち小梁）

所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇 〇
部材の配置情報を検索しなくても部材リストが作成できるようにするための属性であり、部材リスト
に用いる階を記述する。

フランジ材質 strength_main caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇
ウェブ材質 strength_web 23c8294f-9e7b-45de-96ba-1ee26b328719 String 〇
形状タイプ type 794bba49-26c7-42c6-bd99-2ab94aa59539 String 〇 JIS H形鋼、外法一定H形鋼、BH形鋼の別（JISH/RH/BH）
高さ H f2c4c6ae-ee0f-49d0-9c13-f1ff521d812e Double 〇
幅 B a8942d18-5ba9-4e7a-894c-94273a642c35 Double 〇
ウェブ厚さ tw 0b43edf9-e49b-4bbc-893b-7e02749e7ea5 Double 〇
フランジ厚さ tf 23b8e628-154b-49fa-8a76-f04a83c65689 Double 〇

ウェブ フィレット r 698aa67a-cdd7-4870-af96-5624990304cd Double 〇

始端 仕口
条件 condition_start ae7af970-7ecf-4baa-9ec0-509d7081f876 String 〇

端部接合条件を表し以下による。
FIX（固定）、PIN（ピン）

終端 仕口
条件 condition_end 9799d478-d319-4b57-842f-688a2388e10e String 〇

端部接合条件を表し以下による。
FIX（固定）、PIN（ピン）

S梁H形鋼2断面_標準

終端

始端

始端 断面

ハンチ

S梁H形鋼1断面_標準 識別情報

配置情報

材料情報

寸法情報

接合情報

継手

識別情報

配置情報

材料情報 始端

終端

寸法情報

終端

接合情報

断面



3-27 
 

表 3.23 BLCJ 構造標準（矩形基礎_標準・矩形テーパー基礎_標準） 

 
  

大分類 中分類 小分類 項目 名称 GUID データ型 断面情報 配置情報 備考

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇

節点から荷重点のオフセット（X方向） X_load_point_offset 0d0fd4bd-9d27-4398-8e7e-376695bb6cc2 Double 〇
節点と荷重点の関係で、荷重点は基礎に取りつく柱などから荷重
が作用する点を表す。
柱のオフセットパラメータを優先する

節点から荷重点のオフセット（Y方向） Y_load_point_offset 59af8471-d438-4f4e-8170-f99ada13a3db Double 〇
節点と荷重点の関係で、荷重点は基礎に取りつく柱などから荷重
が作用する位置を表す。
柱のオフセットパラメータを優先する

節点から作用点のオフセット（X方向） X_work_point_offset 01eff211-cc08-4ebe-a3c0-555ea6551f86 Double 〇
節点と作用点の関係で、作用点は杭が取りつく場合に杭に荷重点
からの荷重が作用する位置を表す（単杭の場合その杭芯、群杭の
場合それらの中心とする）

節点から作用点のオフセット（Y方向） Y_work_point_offset e0352cb1-6cd0-4970-8f67-dc30c238ad83 Double 〇
節点と作用点の関係で、作用点は杭が取りつく場合に杭に荷重点
からの荷重が作用する位置を表す（単杭の場合その杭芯、群杭の
場合それらの中心とする）

回転角度 rotate 02b0a060-820a-42d8-90f7-b20cd1955293 Double 〇 回転角度
材料情報 コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24

X幅 Lx 44f0383f-99a0-4a40-9a4d-5dd5bd368a55 Double 〇
Y幅 Ly 2af00e14-01e1-456b-b1f0-e2ed42336a35 Double 〇
厚さ depth bf9a1300-3094-4c26-bfeb-45bc07d46739 Double 〇
径 D_X_top fe449ab4-0666-4158-9f5d-04b9cb7f9d8a String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D16
本数 N_X_top 8a1cacb5-86d1-4df4-978a-d1f5c2b91e1c Integer 〇
径 D_X_bottom 76bb0180-8865-4a46-967d-67067e40f404 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D19
本数 N_X_bottom 99c6a1fb-8448-4aaa-9117-03ae8a222198 Integer 〇
径 D_Y_top 8c853c87-3f49-43a4-92ba-0b7db317c8af String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D16
本数 N_Y_top 3c8fa585-e472-4732-8758-3625805a00ab Integer 〇
径 D_Y_bottom 7172789e-def4-490a-8810-46006bf87474 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D19
本数 N_Y_bottom baa2fa25-dfdc-4cad-98a9-d2a5dd4a6011 Integer 〇
径 D_horizontal 1a0a1fe8-635b-4eef-99f7-4085af844c6a String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
本数 N_horizontal a2992d9d-c14d-4e9c-a86b-79479a83d98e Integer 〇

杭情報
下端筋かぶり厚さ bottom_cover 12741341-004e-426b-9eea-df691a54590d Double 〇

基礎下端筋の被りを判断するためのパラメータで、基礎下端から
杭天端の飲み込み長さを表す。
杭の天端レベルと不一致の場合、杭の天端レベルを優先する

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇

節点からのオフセット（X方向） X_load_point_offset 0d0fd4bd-9d27-4398-8e7e-376695bb6cc2 Double 〇
節点と荷重点の関係で、荷重点は基礎に取りつく柱などから荷重
が作用する点を表す。
柱のオフセットパラメータを優先する

節点からのオフセット（Y方向） Y_load_point_offset 59af8471-d438-4f4e-8170-f99ada13a3db Double 〇
節点と荷重点の関係で、荷重点は基礎に取りつく柱などから荷重
が作用する位置を表す。
柱のオフセットパラメータを優先する

荷重点からのオフセット（X方向） X_work_point_offset 01eff211-cc08-4ebe-a3c0-555ea6551f86 Double 〇
節点と作用点の関係で、作用点は杭が取りつく場合に杭に荷重点
からの荷重が作用する位置を表す（単杭の場合その杭芯、群杭の
場合それらの中心とする）

荷重点からのオフセット（Y方向） Y_work_point_offset e0352cb1-6cd0-4970-8f67-dc30c238ad83 Double 〇
節点と作用点の関係で、作用点は杭が取りつく場合に杭に荷重点
からの荷重が作用する位置を表す（単杭の場合その杭芯、群杭の
場合それらの中心とする）

回転角度 rotate 02b0a060-820a-42d8-90f7-b20cd1955293 Double 〇
材料情報 コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24

X幅 Lx 44f0383f-99a0-4a40-9a4d-5dd5bd368a55 Double 〇
Y幅 Ly 2af00e14-01e1-456b-b1f0-e2ed42336a35 Double 〇
天端X幅 Bx 44eff98d-ff63-44ac-acd7-e7a5b6a2fe33 Double 〇
天端Y幅 By bbd466d4-eb03-43b2-9461-8a98ce297538 Double 〇
根本厚さ depth_base bf9a1300-3094-4c26-bfeb-45bc07d46739 Double 〇
先端厚さ depth_tip b9ba2b13-64b9-4e30-b2dd-6214b8cd2537 Double 〇
径 D_X_top fe449ab4-0666-4158-9f5d-04b9cb7f9d8a String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D16
本数 N_X_top 8a1cacb5-86d1-4df4-978a-d1f5c2b91e1c Integer 〇
径 D_X_bottom 76bb0180-8865-4a46-967d-67067e40f404 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D19
本数 N_X_bottom 99c6a1fb-8448-4aaa-9117-03ae8a222198 Integer 〇
径 D_Y_top 8c853c87-3f49-43a4-92ba-0b7db317c8af String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D16
本数 N_Y_top 3c8fa585-e472-4732-8758-3625805a00ab Integer 〇
径 D_Y_bottom 7172789e-def4-490a-8810-46006bf87474 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D19
本数 N_Y_bottom baa2fa25-dfdc-4cad-98a9-d2a5dd4a6011 Integer 〇
径 D_horizontal 1a0a1fe8-635b-4eef-99f7-4085af844c6a String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
本数 N_horizontal a2992d9d-c14d-4e9c-a86b-79479a83d98e Integer 〇

杭情報
下端筋かぶり厚さ bottom_cover 12741341-004e-426b-9eea-df691a54590d Double 〇

基礎下端筋の被りを判断するためのパラメータで、基礎下端から
杭天端の飲み込み長さを表す。
杭の天端レベルと不一致の場合、杭の天端レベルを優先する

コンクリート

X方向 上端筋

下端筋

BLCJ標準

配置情報

配置情報

Y方向 上端筋

下端筋

部材の種類
パラメータの分類

識別情報RC矩形基礎_標準

配筋情報 X方向 上端筋

下端筋

Y方向 上端筋

下端筋

横筋

配置

コンクリート
寸法情報

RC矩形テーパー基礎_標準

寸法情報 断面

配筋情報

識別情報

配置

断面

横筋
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表 3.24 BLCJ 構造標準（直角三角形基礎_標準・正三角形基礎_標準・連続基礎_標準） 

 
  

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇

節点からのオフセット（X方向） X_load_point_offset 0d0fd4bd-9d27-4398-8e7e-376695bb6cc2 Double 〇
節点と荷重点の関係で、荷重点は基礎に取りつく柱などから荷重
が作用する点を表す。
柱のオフセットパラメータを優先する

節点からのオフセット（Y方向） Y_load_point_offset 59af8471-d438-4f4e-8170-f99ada13a3db Double 〇
節点と荷重点の関係で、荷重点は基礎に取りつく柱などから荷重
が作用する位置を表す。
柱のオフセットパラメータを優先する

荷重点からのオフセット（X方向） X_work_point_offset 01eff211-cc08-4ebe-a3c0-555ea6551f86 Double 〇
節点と作用点の関係で、作用点は杭が取りつく場合に杭に荷重点
からの荷重が作用する位置を表す（単杭の場合その杭芯、群杭の
場合それらの中心とする）

荷重点からのオフセット（Y方向） Y_work_point_offset e0352cb1-6cd0-4970-8f67-dc30c238ad83 Double 〇
節点と作用点の関係で、作用点は杭が取りつく場合に杭に荷重点
からの荷重が作用する位置を表す（単杭の場合その杭芯、群杭の
場合それらの中心とする）

回転角度 rotate 02b0a060-820a-42d8-90f7-b20cd1955293 Double 〇
材料情報 コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24

X幅 Lx 44f0383f-99a0-4a40-9a4d-5dd5bd368a55 Double 〇
Y幅 Ly 2af00e14-01e1-456b-b1f0-e2ed42336a35 Double 〇
厚さ depth bf9a1300-3094-4c26-bfeb-45bc07d46739 Double 〇
径 D_main_top 5fb38b2f-6aba-4abc-98c5-9c8c04af7f88 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D16
本数 N_main_top 8026de51-5ac7-4587-9fcd-1036ccbfd024 Integer 〇
径 D_main_bottom c8a9b051-c4b2-47a0-8bd9-6961650b740d String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D19
本数 N_main_bottom 9ee487e9-4f6e-40d6-97b6-df7bdb7a8e47 Integer 〇
径 D_transverse_top fbe3897d-0c36-42bb-975e-5a2ca7901883 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D16
本数 N_transverse_top c1518981-faca-48d0-88b5-0acf370bcd51 Integer 〇
径 D_transverse_bottom 6e8976fe-c05c-41ec-9d59-3937583d1502 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D19
本数 N_transverse_bottom 48013f61-e147-4323-89cd-3486aa82d693 Integer 〇
径 D_horizontal 1a0a1fe8-635b-4eef-99f7-4085af844c6a String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
本数 N_horizontal a2992d9d-c14d-4e9c-a86b-79479a83d98e Integer 〇

杭情報
下端筋かぶり厚さ bottom_cover 12741341-004e-426b-9eea-df691a54590d Double 〇

基礎下端筋の被りを判断するためのパラメータで、基礎下端から
杭天端の飲み込み長さを表す。
杭の天端レベルと不一致の場合、杭の天端レベルを優先する

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇

節点からのオフセット（X方向） X_load_point_offset 0d0fd4bd-9d27-4398-8e7e-376695bb6cc2 Double 〇
節点と荷重点の関係で、荷重点は基礎に取りつく柱などから荷重
が作用する点を表す。
柱のオフセットパラメータを優先する

節点からのオフセット（Y方向） Y_load_point_offset 59af8471-d438-4f4e-8170-f99ada13a3db Double 〇
節点と荷重点の関係で、荷重点は基礎に取りつく柱などから荷重
が作用する位置を表す。
柱のオフセットパラメータを優先する

荷重点からのオフセット（X方向） X_work_point_offset 01eff211-cc08-4ebe-a3c0-555ea6551f86 Double 〇
節点と作用点の関係で、作用点は杭が取りつく場合に杭に荷重点
からの荷重が作用する位置を表す（単杭の場合その杭芯、群杭の
場合それらの中心とする）

荷重点からのオフセット（Y方向） Y_work_point_offset e0352cb1-6cd0-4970-8f67-dc30c238ad83 Double 〇
節点と作用点の関係で、作用点は杭が取りつく場合に杭に荷重点
からの荷重が作用する位置を表す（単杭の場合その杭芯、群杭の
場合それらの中心とする）

回転角度 rotate 02b0a060-820a-42d8-90f7-b20cd1955293 Double 〇
材料情報 コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24

底辺幅 Lx 44f0383f-99a0-4a40-9a4d-5dd5bd368a55 Double 〇
面取り幅 Ly 2af00e14-01e1-456b-b1f0-e2ed42336a35 Double 〇
厚さ depth bf9a1300-3094-4c26-bfeb-45bc07d46739 Double 〇
径 D_main_top 5fb38b2f-6aba-4abc-98c5-9c8c04af7f88 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D16
本数 N_main_top 8026de51-5ac7-4587-9fcd-1036ccbfd024 Integer 〇
径 D_main_bottom c8a9b051-c4b2-47a0-8bd9-6961650b740d String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D19
本数 N_main_bottom 9ee487e9-4f6e-40d6-97b6-df7bdb7a8e47 Integer 〇
径 D_outside_top 7c85d871-199d-4635-b195-69aaca42dec0 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D16
本数 N_outside_top 48520e97-e52c-43e4-a5f0-97551c732e9e Integer 〇
径 D_outside_bottom f431214d-0f0f-4ac8-be26-fa8e990cf0b0 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D19
本数 N_outside_bottom 64f54a8b-15ca-4498-a540-61e37977de14 Integer 〇
径 D_horizontal 1a0a1fe8-635b-4eef-99f7-4085af844c6a String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
本数 N_horizontal a2992d9d-c14d-4e9c-a86b-79479a83d98e Integer 〇

杭情報
下端筋かぶり厚さ bottom_cover 12741341-004e-426b-9eea-df691a54590d Double 〇

基礎下端筋の被りを判断するためのパラメータで、基礎下端から
杭天端の飲み込み長さを表す。
杭の天端レベルと不一致の場合、杭の天端レベルを優先する

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇
オフセット offset 55f7014f-a85c-422a-8b31-10983bcff765 Double 〇

材料情報 コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24
幅 width 83e16027-fc62-40aa-8ffc-5b0d5d23e047 Double 〇
根元厚さ depth_base bf9a1300-3094-4c26-bfeb-45bc07d46739 Double 〇
先端厚さ depth_tip b9ba2b13-64b9-4e30-b2dd-6214b8cd2537 Double 〇
径 D_main_top 5fb38b2f-6aba-4abc-98c5-9c8c04af7f88 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D16
ピッチ N_main_top 8026de51-5ac7-4587-9fcd-1036ccbfd024 Double 〇
径 D_main_bottom c8a9b051-c4b2-47a0-8bd9-6961650b740d String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D19
ピッチ N_main_bottom 9ee487e9-4f6e-40d6-97b6-df7bdb7a8e47 Double 〇
径 D_transverse_top fbe3897d-0c36-42bb-975e-5a2ca7901883 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D16
本数 N_transverse_top c1518981-faca-48d0-88b5-0acf370bcd51 Integer 〇
径 D_transverse_bottom 6e8976fe-c05c-41ec-9d59-3937583d1502 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D19
本数 N_transverse_bottom 48013f61-e147-4323-89cd-3486aa82d693 Integer 〇
径 D_horizontal 1a0a1fe8-635b-4eef-99f7-4085af844c6a String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
本数 N_horizontal a2992d9d-c14d-4e9c-a86b-79479a83d98e Integer 〇

主筋方向 上端筋

上端筋

下端筋

横筋

配置情報

配置情報

配置情報

RC正三角形基礎_標準

識別情報RC連続基礎_標準

配置

寸法情報 断面

コンクリート

上端筋

下端筋

横筋

配筋情報 主筋方向

寸法情報 断面

外周

配筋情報

識別情報RC直角三角形基礎_標準

上端筋

下端筋

横筋

配置

寸法情報 断面

配筋情報 主筋方向 上端筋

下端筋

配力筋方向

下端筋

配力筋方向

コンクリート

上端筋

下端筋

コンクリート

識別情報
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表 3.25 BLCJ 構造標準（RC スラブ_標準） 

 
  

大分類 中分類 小分類 項目 名称 GUID データ型 断面情報 配置情報 備考

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇
室用途 use 237876ca-5155-4f49-939f-7f05a2e3e2cb String 〇
仕上げ重量 weight 591295ca-a6e9-4765-8cc8-b792be4dbd28 Double 〇 N/m2
積載荷重（床用） liveload_slab 74b3d926-8c8c-4730-a997-07dcbfdb0f1c Double 〇 N/m2
積載荷重（小梁用） liveload_beam d64f5af9-5d87-495f-8bbd-1c316828e2a2 Double 〇 N/m2
積載荷重（架構用） liveload_frame d2e0b6cd-6c81-402a-a9a0-b1dc2b3882e5 Double 〇 N/m2
積載荷重（地震用） liveload_seismic f18f54d7-6e84-4216-96d8-f8eab0cfd46a Double 〇 N/m2
コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24

製品種別 kind_form 9c3f741a-9dd2-4131-85c7-46846198b592 String 〇
型枠種別を表し、以下のいずれか
ORDINARY（在来）、FLAT（フラットデッ
キ）、COMPOSIT（合成デッキ）

寸法情報 厚さ depth bf9a1300-3094-4c26-bfeb-45bc07d46739 Double 〇

上端筋 径1 D_main_bar1_end_top 703b4068-a264-40d0-8156-03167cfdebbd String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上端筋 径2 D_main_bar2_end_top 28f3ae46-1de8-4865-8378-5ee27f63316a String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上端筋 ピッチ pitch_main_end_top 31b3f022-b827-4614-b0d8-2a046734f479 Double 〇

下端筋 径1 D_main_bar1_end_bottom 76ca9e60-e39e-4119-bb0f-9dac89550ad4 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下端筋 径2 D_main_bar2_end_bottom 0ace68d2-14c8-4f9c-afba-e2195688046c String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下端筋 ピッチ pitch_main_end_bottom 10eb70c7-5af7-44d7-a8ff-465dcc1cd82d Double 〇

上端筋 径1 D_main_bar1_center_top 28926656-6aca-4e72-8192-e1569358c9ea String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上端筋 径2 D_main_bar2_center_top 2604bef4-ef70-4d5f-b47b-b3b2d3511561 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上端筋 ピッチ pitch_main_center_top d9b5a27e-cd05-4216-89df-099ae1879491 Double 〇

下端筋 径1 D_main_bar1_center_bottom 5efd772c-007e-4b91-abbb-4330116f2a87 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下端筋 径2 D_main_bar2_center_bottom f20523fc-9162-42eb-8c80-9a848dd7bc75 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下端筋 ピッチ pitch_main_center_bottom f535066b-3108-4709-aee1-a7486afaaee4 Double 〇

上端筋 径1 D_transverse_bar1_end_top 4d53a431-6851-437a-bc9c-e183df19d9cf String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上端筋 径2 D_transverse_bar2_end_top 45aada40-63b8-4b88-886f-46a94eb81d8b String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上端筋 ピッチ pitch_transverse_end_top ffc1ee0b-e8df-4abb-9f3d-558b945d749c Double 〇

下端筋 径1 D_transverse_bar1_end_bottom a90e98ef-58b2-49c1-a324-1df222480cb0 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下端筋 径2 D_transverse_bar2_end_bottom c13dae9f-b8ef-4fac-aece-d6f3e72327d5 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下端筋 ピッチ pitch_transverse_end_bottom de8b9f11-d66f-42d1-8f50-7764a898d780 Double 〇

上端筋 径1 D_transverse_bar1_center_top 8339aee7-d697-415b-9c8d-15cca21e83e2 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上端筋 径2 D_transverse_bar2_center_top bc241798-0bc8-42af-8224-a2fba7765b54 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上端筋 ピッチ pitch_transverse_center_top d542b6bd-04c7-4873-b8d0-7cd995f85ab0 Double 〇

下端筋 径1 D_transverse_bar1_center_bottom 139c1661-e49c-47ea-a887-e77556a960e8 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下端筋 径2 D_transverse_bar2_center_bottom 0d34d604-7a95-4d8e-bbd8-123c512b98cc String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下端筋 ピッチ pitch_transverse_center_bottom f00e1e27-97af-4ab5-8dbf-e130a3db8b55 Double 〇
主筋方向角度 angle_main_bar 41465f5c-0e07-413c-a7a0-9f1761c72511 Double 〇 主筋方向の配筋角度を全体座標系で表す

主筋方向 端部

BLCJ標準

端部

配筋角度

部材の種類
パラメータの分類

中央

RCスラブ_標準

荷重情報

中央

識別情報

コンクリート

断面

材料情報
型枠

配力筋方向

配筋情報

配置情報
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表 3.26 BLCJ 構造標準（RC 片持ちスラブ_標準） 

 
  

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇
室用途 use 237876ca-5155-4f49-939f-7f05a2e3e2cb String 〇
仕上げ重量 weight 591295ca-a6e9-4765-8cc8-b792be4dbd28 Double 〇 N/m2
積載荷重（床用） liveload_slab 74b3d926-8c8c-4730-a997-07dcbfdb0f1c Double 〇 N/m2
積載荷重（小梁用） liveload_beam d64f5af9-5d87-495f-8bbd-1c316828e2a2 Double 〇 N/m2
積載荷重（架構用） liveload_frame d2e0b6cd-6c81-402a-a9a0-b1dc2b3882e5 Double 〇 N/m2
積載荷重（地震用） liveload_seismic f18f54d7-6e84-4216-96d8-f8eab0cfd46a Double 〇 N/m2

材料情報 コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24
元端厚さ depth_base bf9a1300-3094-4c26-bfeb-45bc07d46739 Double 〇
先端厚さ depth_tip b9ba2b13-64b9-4e30-b2dd-6214b8cd2537 Double 〇

上端筋 径1 D_main_bar1_base_top 703b4068-a264-40d0-8156-03167cfdebbd String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上端筋 径2 D_main_bar2_base_top 28f3ae46-1de8-4865-8378-5ee27f63316a String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上端筋 ピッチ pitch_main_base_top 31b3f022-b827-4614-b0d8-2a046734f479 Double 〇

下端筋 径1 D_main_bar1_base_bottom 76ca9e60-e39e-4119-bb0f-9dac89550ad4 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下端筋 径2 D_main_bar2_base_bottom 0ace68d2-14c8-4f9c-afba-e2195688046c String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下端筋 ピッチ pitch_main_base_bottom 10eb70c7-5af7-44d7-a8ff-465dcc1cd82d Double 〇

上端筋 径1 D_main_bar1_tip_top 28926656-6aca-4e72-8192-e1569358c9ea String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上端筋 径2 D_main_bar2_tip_top 2604bef4-ef70-4d5f-b47b-b3b2d3511561 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上端筋 ピッチ pitch_main_tip_top d9b5a27e-cd05-4216-89df-099ae1879491 Double 〇

下端筋 径1 D_main_bar1_tip_bottom 5efd772c-007e-4b91-abbb-4330116f2a87 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下端筋 径2 D_main_bar2_tip_bottom f20523fc-9162-42eb-8c80-9a848dd7bc75 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下端筋 ピッチ pitch_main_tip_bottom f535066b-3108-4709-aee1-a7486afaaee4 Double 〇

上端筋 径1 D_transverse_bar1_base_top 4d53a431-6851-437a-bc9c-e183df19d9cf String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上端筋 径2 D_transverse_bar2_base_top 45aada40-63b8-4b88-886f-46a94eb81d8b String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上端筋 ピッチ pitch_transverse_base_top ffc1ee0b-e8df-4abb-9f3d-558b945d749c Double 〇

下端筋 径1 D_transverse_bar1_base_bottom a90e98ef-58b2-49c1-a324-1df222480cb0 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下端筋 径2 D_transverse_bar2_base_bottom c13dae9f-b8ef-4fac-aece-d6f3e72327d5 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下端筋 ピッチ pitch_transverse_base_bottom de8b9f11-d66f-42d1-8f50-7764a898d780 Double 〇
主筋方向角度 angle_main_bar 41465f5c-0e07-413c-a7a0-9f1761c72511 Double 〇 主筋方向の配筋角度を全体座標系で表す

荷重情報

寸法情報

識別情報

断面

配置情報

コンクリート

配筋情報

配筋角度

配力筋方向

主筋方向 元端

先端

RC片持ちスラブ_標準
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表 3.27 BLCJ 構造標準（RC 基礎スラブ_標準） 

 
表 3.28 BLCJ 構造標準（RC 基礎片持ちスラブ_標準） 

  

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇
室用途 use 237876ca-5155-4f49-939f-7f05a2e3e2cb String 〇
仕上げ重量 weight 591295ca-a6e9-4765-8cc8-b792be4dbd28 Double 〇 N/m2
積載荷重（床用） liveload_slab 74b3d926-8c8c-4730-a997-07dcbfdb0f1c Double 〇 N/m2
積載荷重（小梁用） liveload_beam d64f5af9-5d87-495f-8bbd-1c316828e2a2 Double 〇 N/m2
積載荷重（架構用） liveload_frame d2e0b6cd-6c81-402a-a9a0-b1dc2b3882e5 Double 〇 N/m2
積載荷重（地震用） liveload_seismic f18f54d7-6e84-4216-96d8-f8eab0cfd46a Double 〇 N/m2

材料情報 コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24
寸法情報 厚さ depth bf9a1300-3094-4c26-bfeb-45bc07d46739 Double 〇

上端筋 径1 D_main_bar1_end_top 703b4068-a264-40d0-8156-03167cfdebbd String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上端筋 径2 D_main_bar2_end_top 28f3ae46-1de8-4865-8378-5ee27f63316a String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上端筋 ピッチ pitch_main_end_top 31b3f022-b827-4614-b0d8-2a046734f479 Double 〇

下端筋 径1 D_main_bar1_end_bottom 76ca9e60-e39e-4119-bb0f-9dac89550ad4 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下端筋 径2 D_main_bar2_end_bottom 0ace68d2-14c8-4f9c-afba-e2195688046c String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下端筋 ピッチ pitch_main_end_bottom 10eb70c7-5af7-44d7-a8ff-465dcc1cd82d Double 〇

上端筋 径1 D_main_bar1_center_top 28926656-6aca-4e72-8192-e1569358c9ea String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上端筋 径2 D_main_bar2_center_top 2604bef4-ef70-4d5f-b47b-b3b2d3511561 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上端筋 ピッチ pitch_main_center_top d9b5a27e-cd05-4216-89df-099ae1879491 Double 〇

下端筋 径1 D_main_bar1_center_bottom 5efd772c-007e-4b91-abbb-4330116f2a87 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下端筋 径2 D_main_bar2_center_bottom f20523fc-9162-42eb-8c80-9a848dd7bc75 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下端筋 ピッチ pitch_main_center_bottom f535066b-3108-4709-aee1-a7486afaaee4 Double 〇

上端筋 径1 D_transverse_bar1_end_top 4d53a431-6851-437a-bc9c-e183df19d9cf String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上端筋 径2 D_transverse_bar2_end_top 45aada40-63b8-4b88-886f-46a94eb81d8b String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上端筋 ピッチ pitch_transverse_end_top ffc1ee0b-e8df-4abb-9f3d-558b945d749c Double 〇

下端筋 径1 D_transverse_bar1_end_bottom a90e98ef-58b2-49c1-a324-1df222480cb0 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下端筋 径2 D_transverse_bar2_end_bottom c13dae9f-b8ef-4fac-aece-d6f3e72327d5 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下端筋 ピッチ pitch_transverse_end_bottom de8b9f11-d66f-42d1-8f50-7764a898d780 Double 〇

上端筋 径1 D_transverse_bar1_center_top 8339aee7-d697-415b-9c8d-15cca21e83e2 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上端筋 径2 D_transverse_bar2_center_top bc241798-0bc8-42af-8224-a2fba7765b54 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上端筋 ピッチ pitch_transverse_center_top d542b6bd-04c7-4873-b8d0-7cd995f85ab0 Double 〇

下端筋 径1 D_transverse_bar1_center_bottom 139c1661-e49c-47ea-a887-e77556a960e8 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下端筋 径2 D_transverse_bar2_center_bottom 0d34d604-7a95-4d8e-bbd8-123c512b98cc String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下端筋 ピッチ pitch_transverse_center_bottom f00e1e27-97af-4ab5-8dbf-e130a3db8b55 Double 〇
主筋方向角度 angle_main_bar 41465f5c-0e07-413c-a7a0-9f1761c72511 Double 〇 主筋方向の配筋角度を全体座標系で表す

中央

配筋角度

配置情報
識別情報基礎スラブ_標準

コンクリート
断面

配筋情報 主筋方向 端部

中央

配力筋方向 端部

荷重情報

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇
室用途 use 237876ca-5155-4f49-939f-7f05a2e3e2cb String 〇
仕上げ重量 weight 591295ca-a6e9-4765-8cc8-b792be4dbd28 Double 〇 N/m2
積載荷重（床用） liveload_slab 74b3d926-8c8c-4730-a997-07dcbfdb0f1c Double 〇 N/m2
積載荷重（小梁用） liveload_beam d64f5af9-5d87-495f-8bbd-1c316828e2a2 Double 〇 N/m2
積載荷重（架構用） liveload_frame d2e0b6cd-6c81-402a-a9a0-b1dc2b3882e5 Double 〇 N/m2
積載荷重（地震用） liveload_seismic f18f54d7-6e84-4216-96d8-f8eab0cfd46a Double 〇 N/m2

材料情報 コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24
寸法情報 厚さ depth bf9a1300-3094-4c26-bfeb-45bc07d46739 Double 〇

上端筋 径1 D_main_bar1_base_top 703b4068-a264-40d0-8156-03167cfdebbd String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上端筋 径2 D_main_bar2_base_top 28f3ae46-1de8-4865-8378-5ee27f63316a String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上端筋 ピッチ pitch_main_base_top 31b3f022-b827-4614-b0d8-2a046734f479 Double 〇

下端筋 径1 D_main_bar1_base_bottom 76ca9e60-e39e-4119-bb0f-9dac89550ad4 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下端筋 径2 D_main_bar2_base_bottom 0ace68d2-14c8-4f9c-afba-e2195688046c String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下端筋 ピッチ pitch_main_base_bottom 10eb70c7-5af7-44d7-a8ff-465dcc1cd82d Double 〇

上端筋 径1 D_main_bar1_tip_top 28926656-6aca-4e72-8192-e1569358c9ea String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上端筋 径2 D_main_bar2_tip_top 2604bef4-ef70-4d5f-b47b-b3b2d3511561 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上端筋 ピッチ pitch_main_tip_top d9b5a27e-cd05-4216-89df-099ae1879491 Double 〇

下端筋 径1 D_main_bar1_tip_bottom 5efd772c-007e-4b91-abbb-4330116f2a87 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下端筋 径2 D_main_bar2_tip_bottom f20523fc-9162-42eb-8c80-9a848dd7bc75 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下端筋 ピッチ pitch_main_tip_bottom f535066b-3108-4709-aee1-a7486afaaee4 Double 〇

上端筋 径1 D_transverse_bar1_base_top 4d53a431-6851-437a-bc9c-e183df19d9cf String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上端筋 径2 D_transverse_bar2_base_top 45aada40-63b8-4b88-886f-46a94eb81d8b String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上端筋 ピッチ pitch_transverse_base_top ffc1ee0b-e8df-4abb-9f3d-558b945d749c Double 〇

下端筋 径1 D_transverse_bar1_base_bottom a90e98ef-58b2-49c1-a324-1df222480cb0 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下端筋 径2 D_transverse_bar2_base_bottom c13dae9f-b8ef-4fac-aece-d6f3e72327d5 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下端筋 ピッチ pitch_transverse_base_bottom de8b9f11-d66f-42d1-8f50-7764a898d780 Double 〇
主筋方向角度 angle_main_bar 41465f5c-0e07-413c-a7a0-9f1761c72511 Double 〇 主筋方向の配筋角度を全体座標系で表す

配筋情報 主筋方向 元端

先端

配力筋方向

配筋角度

荷重情報
配置情報
識別情報基礎片持ちスラブ_標準

断面
コンクリート
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表 3.29 BLCJ 構造標準（RC 壁 1 断面_標準・RC 壁 3 断面_標準） 

  

大分類 中分類 小分類 項目 名称 GUID データ型 断面情報 配置情報 備考

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇

耐力区分 kind_wall 20617891-c11e-4b7f-95cd-313f76926b96 String 〇
耐力区分を表し、以下のいずれか
WALL_NORMAL（一般壁）、WALL_SHEAR（耐力壁）

所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇
材料情報 コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24
寸法情報 厚さ t bf9a1300-3094-4c26-bfeb-45bc07d46739 Double 〇

配筋タイプ bar_layout 42203dd3-bddc-43d4-b658-a2c17d0e243f String 〇
配筋タイプを表し、以下のいずれか
SINGLE（シングル）、DOUBLE（ダブル）、Alternate（千鳥）

径1 D_vertical_bar1 3159724a-e9da-4932-b34e-da9f7d9510b4 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

径2 D_vertical_bar2 d52fe77e-c074-4476-8093-202c9ab5339e String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
ピッチ pitch_vertical_bar ee370394-38bb-4d21-be2f-131ae07a4ff6 Double 〇

径1 D_horizontal_bar1 111f4ac8-f107-4472-acde-daf3d5b121da String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

径2 D_horizontal_bar2 8893a7f5-280c-458f-bd2e-84f6f4278f74 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
ピッチ pitch_horizontal_bar adafd225-0646-4c9d-a3dd-f81d19b447c1 Double 〇
符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇

耐力区分 kind_wall 20617891-c11e-4b7f-95cd-313f76926b96 String 〇
耐力区分を表し、以下のいずれか
WALL_NORMAL（一般壁）、WALL_SHEAR（耐力壁）

土圧壁か否か isPress 45f7fddc-aca8-42d0-b815-059e186de7d8 Boolean 〇 土圧壁の場合True、土圧壁ではない場合Falseとする
土に接するか否か（外側） soil_outside 19cda50e-c99f-4171-9259-5a193c2d5def Boolean 〇 土に接する場合True、接しない場合Falseとする
土に接するか否か（内側） soil_inside 57bfac15-c26e-44da-a832-23af30c7d5fd Boolean 〇 土に接する場合True、接しない場合Falseとする
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇

材料情報 コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24
厚さ t_top 3a80d1bc-9f0c-48dc-bf38-33e77eafa25f Double 〇
切り替え位置 switch_top 705b2fa7-dd4f-4a73-91a8-7e403273e65f Double 〇 上部断面の切り替え位置を表し、所属階の床レベルからのオフセットとする
厚さ t bf9a1300-3094-4c26-bfeb-45bc07d46739 Double 〇
切り替え位置 switch_center 6dfe350c-91f8-493c-ac37-8ca0dd336a50 Double 〇 中央断面の切り替え位置を表し、所属階の床レベルからのオフセットとする

下部 厚さ t_bottom 03ca73a4-6618-4d22-9ad9-df8cd73290fa Double 〇

外側_最外縁の主筋方向 outside_outermost_main_direction 89b42055-468c-4b2e-b470-98f629ba098e String 〇
最外縁の鉄筋の方向を表し、以下のいずれか
VERTICAL（鉛直）、HORIZONTAL（水平）

内側_最外縁の主筋方向 inside_outermost_main_direction 87253a2e-b01a-432e-baeb-8554f81737f2 String 〇
最外縁の鉄筋の方向を表し、以下のいずれか
VERTICAL（鉛直）、HORIZONTAL（水平）

外側のタイプ type_outside 1f7f61ad-be56-4511-b957-a4f2fdf983f4 String 〇
外側がどちらの面であるかを表し、以下のいずれか
TYPE_PLUS（正側）、TYPE_MINUS（負側）

上部_鉄筋切り替え位置 switch_top_bar 4fa2e0e3-4e70-4aa2-8ed5-f31d064b3b80 Double 〇 上部鉄筋の切り替え位置を表し、所属階の床レベルからのオフセットとする
中央_鉄筋切り替え位置 switch_center_bar 3765ed3b-9d46-4a61-aecb-b4f7f6734217 Double 〇 上部鉄筋の切り替え位置を表し、所属階の床レベルからのオフセットとする

上部_径1 D_vertical_bar1_outside_top 950be6e7-9252-455b-b092-61bed5bcf6e0 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上部_径2 D_vertical_bar2_outside_top 4c2cf6bc-fc2f-49ca-8578-5e6508898b50 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上部_ピッチ pitch_vertical_bar_outside_top a0fd911d-9797-4139-9b7a-d9a08775c8e1 Double 〇
上部_最内側ピッチ innermost_pitch_vertical_bar_outside_top b1b37656-ec64-4506-a292-c238ee5e759e Double 〇 縦筋が複数段に配筋される場合で、最も内側の段の縦筋ピッチを表す
上部_段数 layer_vertical_bar_outside_top 91479570-d63d-4bad-8cde-4c8dbfb14322 Integer 〇

中央_径1 D_vertical_bar1_outside_center 1d286422-8c03-4a37-be06-4bdae7838e00 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

中央_径2 D_vertical_bar2_outside_center e34349bb-3a7b-4deb-8a85-0549b2ac4b02 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
中央_ピッチ pitch_vertical_bar_outside_center 9231dfa4-5546-446d-8c86-0b470c42cc1d Double 〇
中央_最内側ピッチ innermost_pitch_vertical_bar_outside_center 3f815ab0-42c8-47f5-8622-14670e0e5067 Double 〇 縦筋が複数段に配筋される場合で、最も内側の段の縦筋ピッチを表す
中央_段数 layer_vertical_bar_outside_center 5f6b376f-6048-435b-b24b-09a174d75393 Integer 〇

下部_径1 D_vertical_bar1_outside_bottom 73d5d523-cdcf-4776-9a64-a6eea7e9b0bb String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下部_径2 D_vertical_bar2_outside_bottom a76394f8-9948-4cbe-b4c3-03f2f404bc7a String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下部_ピッチ pitch_vertical_bar_outside_bottom 6212cc0d-3817-48f5-9e88-2ba814f96995 Double 〇
下部_最内側ピッチ innermost_pitch_vertical_bar_outside_bottom a16f01db-e81a-43b5-b920-d572b702ef36 Double 〇 縦筋が複数段に配筋される場合で、最も内側の段の縦筋ピッチを表す
下部_段数 layer_vertical_bar_outside_bottom f3801ebf-520d-40fb-96ca-51aeaf8da386 Integer 〇

上部_径1 D_vertical_bar1_inside_top 0a0fe94f-5311-400f-af2a-d6c9120d6d3b String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

上部_径2 D_vertical_bar2_inside_top e455fc2e-7712-492e-af41-8665f3664a6f String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
上部_ピッチ pitch_vertical_bar_inside_top ddd7beb8-9289-44ec-93c6-4669d2d09ff1 Double 〇
上部_最内側ピッチ innermost_pitch_vertical_bar_inside_top 3d188af4-9645-469f-bbc8-c50b2fc623d0 Double 〇 縦筋が複数段に配筋される場合で、最も内側の段の縦筋ピッチを表す
上部_段数 layer_vertical_bar_inside_top d844b648-d0f9-4eeb-bb19-bf23a13b4293 Integer 〇

中央_径1 D_vertical_bar1_inside_center 5a25dfc6-cfc2-4216-93af-ffacaf9bb7a3 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

中央_径2 D_vertical_bar2_inside_center edf125c7-6da0-44e0-af11-41b3b4d026a4 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
中央_ピッチ pitch_vertical_bar_inside_center ad94b90c-fcc8-42b2-9284-7154866df9d7 Double 〇
中央_最内側ピッチ innermost_pitch_vertical_bar_inside_center c100bc77-5899-403c-b144-04f88ab4c934 Double 〇 縦筋が複数段に配筋される場合で、最も内側の段の縦筋ピッチを表す
中央_段数 layer_vertical_bar_inside_center 6555c162-2bba-49bc-9c2f-517f9eb317d0 Integer 〇

下部_径1 D_vertical_bar1_inside_bottom 4211cc2a-38f2-4822-9983-f31cca372f69 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

下部_径2 D_vertical_bar2_inside_bottom faf50e19-477d-4d05-9740-ae80aedfc2a5 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
下部_ピッチ pitch_vertical_bar_inside_bottom c0bfd29c-220a-45ad-b7fc-a7aac3f12609 Double 〇
下部_最内側ピッチ innermost_pitch_vertical_bar_inside_bottom a02d258b-fc1b-4324-a3ce-af9f9df54fb7 Double 〇 縦筋が複数段に配筋される場合で、最も内側の段の縦筋ピッチを表す
下部_段数 layer_vertical_bar_inside_bottom 7c00dcc4-2386-41d2-900a-f314516bcd46 Integer 〇

始端_径1 D_horizontal_bar1_outside_start 8fe195b7-b8bc-4a4c-97ee-47c23b613492 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

始端_径2 D_horizontal_bar2_outside_start 71f1138d-882b-41ec-a2bd-1a2262944c12 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
始端_ピッチ pitch_horizontal_bar_outside_start 38cda73b-b298-40e0-9a7d-833b98aca04e Double 〇
始端_最内側ピッチ innermost_pitch_horizontal_bar_outside_start aa9df78e-cb26-4a26-aa86-d973771c462a Double 〇 横筋が複数段に配筋される場合で、最も内側の段の縦筋ピッチを表す
始端_段数 layer_horizontal_bar_outside_start 944ccedc-07f7-4768-a997-dc7682f5d9b7 Integer 〇

中央_径1 D_horizontal_bar1_outside_center a29e237d-09de-4031-83cc-bfff15ea31f1 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

中央_径2 D_horizontal_bar2_outside_center eebd2ae6-03ea-4d14-a32b-9432b9ad73ec String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
中央_ピッチ pitch_horizontal_bar_outside_center b81d6d1c-3436-4e6a-9669-2c2d3056bbb9 Double 〇
中央_最内側ピッチ innermost_pitch_horizontal_bar_outside_center c955109c-6f4e-4ed6-bfc3-8e35892ed093 Double 〇 横筋が複数段に配筋される場合で、最も内側の段の縦筋ピッチを表す
中央_段数 layer_horizontal_bar_outside_center 5172dc53-7c4c-4558-b2ec-ba0748f2533b Integer 〇

終端_径1 D_horizontal_bar1_outside_end 3e9bdbb7-8a2c-44b9-8bf5-243b32a0069f String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

終端_径2 D_horizontal_bar2_outside_end a4c8e652-9466-4421-8e1b-fd95c08cb9d6 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
終端_ピッチ pitch_horizontal_bar_outside_end f8aa9cb8-6c0d-409a-ae3b-c1cd57e8d32f Double 〇
終端_最内側ピッチ innermost_pitch_horizontal_bar_outside_end 0a1ed44c-280e-492c-86b4-9a0fc63f27a4 Double 〇 横筋が複数段に配筋される場合で、最も内側の段の縦筋ピッチを表す
終端_段数 layer_horizontal_bar_outside_end a2ef19ef-9adc-484c-9987-d61b7a81c3ba Integer 〇

始端_径1 D_horizontal_bar1_inside_start 68f6f276-5ebd-4642-a59c-67851255aa6a String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

始端_径2 D_horizontal_bar2_inside_start 139a3551-8fd4-4825-9fb7-f354ed6904c0 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
始端_ピッチ pitch_horizontal_bar_inside_start 14c5d523-fd43-4b1c-bb83-c6ed5b026ac6 Double 〇
始端_最内側ピッチ innermost_pitch_horizontal_bar_inside_start 5569d838-626d-4555-a025-3e78d664aab0 Double 〇 横筋が複数段に配筋される場合で、最も内側の段の縦筋ピッチを表す
始端_段数 layer_horizontal_bar_inside_start 4ab6122f-67ef-48dc-9140-93a9b5e32c45 Integer 〇

中央_径1 D_horizontal_bar1_inside_center 090dff89-b7bd-47a2-a795-43208faf9064 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

中央_径2 D_horizontal_bar2_inside_center dcf4ca2a-3a59-4cb4-bde0-cdd2bed5a0b2 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
中央_ピッチ pitch_horizontal_bar_inside_center be527b95-0d70-46e7-9809-440415aea9b2 Double 〇
中央_最内側ピッチ innermost_pitch_horizontal_bar_inside_center 42f444b6-3e6f-4d67-a0fb-9937cccbc3c2 Double 〇 横筋が複数段に配筋される場合で、最も内側の段の縦筋ピッチを表す
中央_段数 layer_horizontal_bar_inside_center 6b2fe1ec-b84e-488f-945c-7ba6121749da Integer 〇

終端_径1 D_horizontal_bar1_inside_end 8c811cf7-4a33-4aed-a4e2-41a9d1be4151 String 〇
種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
使用する径が１種類の場合はbar1に記述する

終端_径2 D_horizontal_bar2_inside_end 1497aac8-956d-4276-ba31-ccb4825f1815 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D10
終端_ピッチ pitch_horizontal_bar_inside_end a05e429e-70e3-4396-ae44-b444291c37b8 Double 〇
終端_最内側ピッチ innermost_pitch_horizontal_bar_inside_end 79cc2437-766f-4c12-814e-c3255b3761c5 Double 〇 横筋が複数段に配筋される場合で、最も内側の段の縦筋ピッチを表す
終端_段数 layer_horizontal_bar_inside_end 0d893189-684c-40f8-9654-6024405c7a75 Integer 〇

コンクリート
寸法情報 断面 上部

中央

配筋情報 配筋タイプ

縦筋 共通

外側

内側

BLCJ標準

断面

配置情報

部材の種類
パラメータの分類

コンクリート

識別情報RC壁1断面_標準

配置情報

配筋情報 配筋

縦筋

横筋

RC壁3断面_標準 識別情報

横筋 外側

内側
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表 3.30 BLCJ 構造標準（場所打ち杭） 

  
  

大分類 中分類 小分類 項目 名称 GUID データ型 断面情報 配置情報 備考

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
工法名 construction_method 2dd12d1a-4e86-4a88-8092-96461e45ec41 String 〇 オールケーシング工法、拡底アースドリル工法など 一般名称
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇
コンクリート強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 種別（Fc、Lcなど）も含む。入力例：Fc24
鋼管材質 strength_pipe 88b87a8a-5df5-47e0-9ee8-07fc4698f079 String 〇 杭頭鋼管巻きの場合のみ
全長 length_all 4a1eff37-a63a-4106-ae12-807efd720650 Double 〇
拡頭径 D_extended_top 4ba57e4a-bee4-48b9-907c-86d7a5690aa6 Double 〇 ストレートの時は軸部径と同じ数値をいれること
軸部径 D_axial b459a686-b483-457e-982a-75a7f1d1c543 Double 〇
拡底径 D_extended_foot 1f993502-cf72-4328-84cc-cd6bd1885345 Double 〇 ストレートの時は軸部径と同じ数値をいれること
長さ length_top 87403c42-590d-4491-af6b-ee159e8992b6 Double 〇
切替長さ length_extended_top_taper 6db21b32-08b5-47d1-a489-a132c8ea3eab Double 〇
傾斜角度 angle_extended_foot_taper 81547756-7f39-4ee9-a17d-4af8901c14d8 Double 〇 省略値12度、拡底径＝軸部径の時は無視し、拡底長さが0になる
立ち上がり長さ length_extended_foot 17936562-77fd-4c13-90ba-8287cc90e899 Double 〇 省略値500、拡底径＝軸部径の時は無視する
長さ length_pipe 7f8986c1-867d-40dd-8484-db86ad503795 Double 〇 杭頭鋼管巻きの場合のみ、杭頭から鋼管下端部までの長さ
厚さ t_pipe 581d0617-d01b-4f44-a37a-e41a6c839358 Double 〇 杭頭鋼管巻きの場合のみ
径 D_main_zone1 263aee77-f5fb-4570-bc2a-ff18aa0cbc31 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D29
総本数 N_main_zone1 3a853d85-772b-4936-b0f8-5954bcdfceb5 Integer 〇
1段目本数 N_main_circumference_1st_zone1 7f57a4ed-10b1-4964-9253-8d176590e847 Integer 〇
径 D_band_zone1 82444147-8344-4521-b08c-a3d77d78499f String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
ピッチ pitch_band_zone1 bcdcca20-549b-4aa1-a4b0-33aabb4bb864 Double 〇
径 D_main_core_zone1 2ab5f40c-0dfa-4d65-abbf-9a826a57f45b String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D29
本数 N_main_core_zone1 45e4d5d5-0e41-4de1-b9b5-86818bc4ae97 Integer 〇
径 D_main_zone2 b96cf7b0-173f-41d9-9e3b-43568654e4d9 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D29
総本数 N_main_zone2 fe2f641d-3914-4940-9896-5654e28e55ac Integer 〇
1段目本数 N_main_circumference_1st_zone2 947fe584-012e-4563-9b4e-b34e5901e47e Integer 〇
径 D_band_zone2 d83632d8-9c94-469a-83d4-ea2345665bb7 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
ピッチ pitch_band_zone2 dc0d079e-9912-4b56-b398-02ffe75ccef5 Double 〇
上部配筋切替レベル length_bar_zone2 0e1c6a5b-0328-4136-8865-77a1324d0e5c Double 〇 上部の切り替え位置を表し、所属階からのオフセットとする
上部継手長さ length_lap_bar_zone2 b353cc2b-9426-48ec-b4b7-1d9ef168cfa9 Double 〇
径 D_main_zone3 4fd20bfe-15dc-4577-90ba-d11d1642e7e0 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D29
総本数 N_main_zone3 2846426b-9b5e-4083-a088-9e2028d59e7e Integer 〇
1段目本数 N_main_circumference_1st_zone3 6db122d7-e13b-4787-bb31-41080ab4d977 Integer 〇
径 D_band_zone3 2cefcdf7-2321-4f08-979d-5ea849c6d0b4 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
ピッチ pitch_band_zone3 40d2e2d2-4db6-4bab-9388-3c78231a3d5b Double 〇
上部配筋切替レベル length_bar_zone3 4196960c-18c8-4ecc-af4b-d62fa59f7242 Double 〇 上部の切り替え位置を表し、所属階からのオフセットとする
上部継手長さ length_lap_bar_zone3 8a857afd-0737-42ab-b9c7-207fc36c952f Double 〇
径 D_main_zone4 3539dd34-a2e6-4ab4-a3c1-69ab54b7775d String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D29
総本数 N_main_zone4 dbc44c35-be6e-45d9-841f-78e9ac584a8e Integer 〇
1段目本数 N_main_circumference_1st_zone4 e8e88a2e-536a-449d-990d-e1e3f47e2446 Integer 〇
径 D_band_zone4 e7b9a59f-8a69-4cc6-8523-0ac37c7253e3 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
ピッチ pitch_band_zone4 a7bd38db-16cc-4150-aba2-835f001983be Double 〇
上部配筋切替レベル length_bar_zone4 a72c04ab-6cd2-417d-a62b-23c326187754 Double 〇 上部の切り替え位置を表し、所属階からのオフセットとする
上部継手長さ length_lap_bar_zone4 392bf795-3665-4d8e-8af9-26eda53631e6 Double 〇
径 D_main_zone5 107d2ff4-d293-41e4-84e5-8902b8e51ed1 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D29
総本数 N_main_zone5 2bffb5d8-59c7-49d3-82ea-5b242134a699 Integer 〇
1段目本数 N_main_circumference_1st_zone5 b913409d-89a9-4dd9-8838-bbb00688ad4f Integer 〇
径 D_band_zone5 f1a7a943-aaa0-4709-9114-6804dc0041b3 String 〇 種類（D、U、Sなど）も含む。入力例：D13
ピッチ pitch_band_zone5 439d7e25-14b0-47fe-a203-dbddf5bb3390 Double 〇
上部配筋切替レベル length_bar_zone5 9c7142f0-0cae-44f5-a329-a277c4865526 Double 〇 上部の切り替え位置を表し、所属階からのオフセットとする
上部継手長さ length_lap_bar_zone5 ca1aa39d-e001-415d-8baf-e041f62e6662 Double 〇

X 杭偏芯実績値_X eccentricity_X f78ba399-7c19-4f83-9104-0cc886a17031 Double 〇
Y 杭偏芯実績値_Y eccentricity_Y fff5df79-2fb0-4cf8-a322-5214dd912579 Double 〇

ゾーン3 主筋

帯筋

ゾーン2

BLCJ標準

接合情報

帯筋

主筋

主筋

帯筋

帯筋

接合情報

帯筋

接合情報

主筋

部材の種類
パラメータの分類

識別情報

寸法情報 長さ
断面

拡底部

配置情報

施工情報 杭偏芯実績値

場所打ち杭

拡頭部

配筋情報

芯鉄筋

ゾーン1

材料情報

主筋

鋼管

コンクリート
鋼材

接合情報

ゾーン5

ゾーン4
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表 3.31 BLCJ 構造標準（既成杭・PHC 杭・PHC 杭（鋼管巻）・ST 杭・SC 杭）

 

大分類 中分類 小分類 項目 名称 GUID データ型 断面情報 配置情報 備考

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
工法分類 construction_method_classification e8c9c3d1-fbae-4b3f-b276-9c689cb16052 String 〇 COPITA工法一覧より正式名称とする
工法名 construction_method 1721c7f4-3c29-4077-b718-b7181f5ae63b String 〇 認定工法の正式名称を記す
レベル level_top d16295ff-ae07-48d7-9906-0a5be084224d Double 〇 節点からの距離
構造種別 kind_structure 20617891-c11e-4b7f-95cd-313f76926b96 String 〇 S：鋼管杭

PC：既成コンクリート杭
節点から荷重点のオフセット（X方向） offset_X 0d0fd4bd-9d27-4398-8e7e-376695bb6cc2 Double 〇
節点から荷重点のオフセット（Y方向） offset_Y 59af8471-d438-4f4e-8170-f99ada13a3db Double 〇
長期許容支持力 allowable_stress_long_sustained_loading a27e0840-4489-4933-831e-d3e12a71d479 Integer
強度 strength_pile_circumference_fixing d560886b-b58d-45f3-a9fd-4c41f9c8aed6 String 〇
強度 strength_bottom_fixing bfb8b89a-f8d8-41fd-a9b2-d4e2e108a218 String 〇
仕様 pile_top_joint

a0f4735b-40e3-4ed0-8891-f817e01633dd
Integer 〇 1:剛接

2:半剛接
工法 pile_top_construction_method 44eed993-61bd-4e7f-b132-24fea94bab1c String 〇 工法の正式名称を記す
全長 length_all 92a70d1b-a524-4588-82ee-d6211c61c949 Double 〇
拡径比 expansion_ratio 6a0197dc-2fc5-412c-bc06-4a0cd866fb2f Double 〇

杭上 長さ length_top_fixing 7af2df60-58eb-4f29-98a0-598b27e3f4ca Double 〇
杭下 長さ length_bottom_fixing 8927b017-bb1f-4d17-929a-8bda3fe92375 Double 〇

径 D_pile_top_reinforcing 3cad1bb9-cd2d-4ee4-9bcb-38be6921c080 String 〇
本数 N_pile_top_reinforcing d0ec59e5-241e-4bd0-a947-f2d8bb80cca9 Integer 〇

X 杭偏芯実績値_X X_offset_measured_valut 621815f6-fc9b-44fb-8933-91a0c794748e Double 〇
Y 杭偏芯実績値_Y Y_offset_measured_valut b38fdf7b-914b-40e5-95fc-ccb79f9a2df5 Double 〇
Z 杭偏芯実績値_Z Z_offset_measured_valut db0337fe-8414-4da0-8aae-8a74d5c888b7 Double 〇

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
継杭の位置 id_order 96b906b8-dd31-4980-a90b-03d859c03bc4 Integer 〇 「継杭の位置」は、杭頭側から杭先端に向かって順に第1

杭、第2杭、第3杭とし、1、2と数字のみを記述
メーカー product_company f9157685-b5bc-4f71-a1f0-65c6e48f065f String 〇 製造メーカーの正式名称を記す
製品型番 product_code d40a4ab1-6118-4f3d-85e7-c9a67a108843 String 〇 製品型番
種類 grade 871ab8a7-efad-4a1e-a6bb-a06365aacab7 String 〇 強度条件に応じた種別（A種であれば ”A” ）を記述
種類 pile_joint_type 97c89bb3-daf3-422a-97cb-b7379ecff05c String 〇 工法の正式名称を記す

寸法情報 杭の長さ length_pile 6d0abc1a-4cd6-4126-b40d-163a3d30cacd Double 〇 杭の長さ
強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 コンクリート強度
PC鋼棒強度 strength_PC dcd2c903-be81-43a3-a155-74d5cd3ae327 String 〇 PC鋼棒強度
外径 D_pile 0ef66600-2122-45c5-99be-50f1bab3b202 String 〇 外径
厚さ t 291e42e0-cd8d-4790-ab39-105af07dfcf7 Double 〇
厚さ仕様 thickness_specification 7bd1d64c-0415-484d-9e87-c6a5a65ac1f6 String 〇 厚さの仕様を記す
径 D_PC f069b257-2635-4a8f-9d34-aa6a0c12e34e String 〇 PC鋼棒径
本数 N_PC a0b8aff5-e79c-4f27-bd34-e3bc1f156191 Integer 〇 PC鋼棒本数
符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
継杭の位置 id_order 96b906b8-dd31-4980-a90b-03d859c03bc4 Integer 〇 「継杭の位置」は、杭頭側から杭先端に向かって順に第1

杭、第2杭、第3杭とし、1、2と数字のみを記述
メーカー product_company f9157685-b5bc-4f71-a1f0-65c6e48f065f String 〇 製造メーカーの正式名称を記す
製品型番 product_code d40a4ab1-6118-4f3d-85e7-c9a67a108843 String 〇 製品型番
種類 grade 871ab8a7-efad-4a1e-a6bb-a06365aacab7 String 〇 強度条件に応じた種別（A種であれば ”A” ）を記述
種類 pile_joint_type 97c89bb3-daf3-422a-97cb-b7379ecff05c String 〇 工法の正式名称を記す

寸法情報 杭の長さ length_pile 6d0abc1a-4cd6-4126-b40d-163a3d30cacd Double 〇 杭の長さ
強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 コンクリート強度
PC鋼棒強度 strength_PC dcd2c903-be81-43a3-a155-74d5cd3ae327 String 〇 PC鋼棒強度
鋼管の強度 strength_pipe a134a02b-6837-438b-9462-71710b242b14 String 〇 鋼材強度
外径 D_pile 0ef66600-2122-45c5-99be-50f1bab3b202 String 〇 外径
厚さ t 291e42e0-cd8d-4790-ab39-105af07dfcf7 Double 〇 SPHC杭の場合、鋼管を含む合計の厚さとする
鋼管厚 ts 9513fcfc-b3ed-4e85-8dfb-84270ba6468d Double 〇 SPHC杭の場合必須とする
鋼管の長さ length_pipe 9b6e55bc-5e34-4022-ac6e-27872a33613d Double 〇 SPHC杭の場合必須とする
厚さ仕様 thickness_specification 7bd1d64c-0415-484d-9e87-c6a5a65ac1f6 String 〇 厚さの仕様を記す
径 D_PC f069b257-2635-4a8f-9d34-aa6a0c12e34e String 〇 PC鋼棒径
本数 N_PC a0b8aff5-e79c-4f27-bd34-e3bc1f156191 Integer 〇 PC鋼棒本数
符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
継杭の位置 id_order 96b906b8-dd31-4980-a90b-03d859c03bc4 Integer 〇 「継杭の位置」は、杭頭側から杭先端に向かって順に第1

杭、第2杭、第3杭とし、1、2と数字のみを記述
メーカー product_company f9157685-b5bc-4f71-a1f0-65c6e48f065f String 〇 製造メーカーの正式名称を記す
製品型番 product_code d40a4ab1-6118-4f3d-85e7-c9a67a108843 String 〇 製品型番
種類 grade 871ab8a7-efad-4a1e-a6bb-a06365aacab7 String 〇 強度条件に応じた種別（A種であれば ”A” ）を記述
種類 pile_joint_type 97c89bb3-daf3-422a-97cb-b7379ecff05c Integer 〇 工法の正式名称を記す

寸法情報 杭の長さ length_pile 6d0abc1a-4cd6-4126-b40d-163a3d30cacd Double 〇 杭の長さ
強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 コンクリート強度
PC鋼棒強度 strength_PC dcd2c903-be81-43a3-a155-74d5cd3ae327 String 〇 PC鋼棒強度
外径（本体部） D1 0ef66600-2122-45c5-99be-50f1bab3b202 String 〇 軸部の外径
外径（拡径部） D2 3c92fd3c-b0c4-4485-814d-a051d13e59ca String 〇 拡底部の外径
厚さ（本体部） T1 291e42e0-cd8d-4790-ab39-105af07dfcf7 Double 〇 軸部の厚さ
厚さ（拡径部） T2 9a23b5e4-8019-4163-b901-2e4bcb481013 Double 〇 拡底部の厚さ
厚さ仕様 thickness_specification 7bd1d64c-0415-484d-9e87-c6a5a65ac1f6 Integer 〇 厚さの仕様を記す
径 D_PC f069b257-2635-4a8f-9d34-aa6a0c12e34e String 〇 PC鋼棒径
本数 N_PC a0b8aff5-e79c-4f27-bd34-e3bc1f156191 Integer 〇 PC鋼棒本数
符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
継杭の位置 id_order 96b906b8-dd31-4980-a90b-03d859c03bc4 Integer 〇 「継杭の位置」は、杭頭側から杭先端に向かって順に第1

杭、第2杭、第3杭とし、1、2と数字のみを記述
メーカー product_company f9157685-b5bc-4f71-a1f0-65c6e48f065f String 〇 製造メーカーの正式名称を記す
製品型番 product_code d40a4ab1-6118-4f3d-85e7-c9a67a108843 String 〇 製品型番
種類 pile_joint_type 97c89bb3-daf3-422a-97cb-b7379ecff05c Integer 〇 工法の正式名称を記す

寸法情報 杭の長さ length_pile 6d0abc1a-4cd6-4126-b40d-163a3d30cacd Double 〇 杭の長さ
強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 コンクリート強度
鋼管の強度 strength_pipe 88b87a8a-5df5-47e0-9ee8-07fc4698f079 String 〇 鋼材強度
異形棒鋼強度 strength_bar ef4560e1-5a8a-494b-b6d4-e1897d1a8be5 String 〇 異形棒鋼強度
外径 D_pile 0ef66600-2122-45c5-99be-50f1bab3b202 String 〇 外径
厚さ(含鋼管) T 291e42e0-cd8d-4790-ab39-105af07dfcf7 Double 〇 コンクリート厚と鋼管厚を合せた厚さ
鋼管厚 ts 9513fcfc-b3ed-4e85-8dfb-84270ba6468d Double 〇 鋼管の板厚
厚さ仕様 thickness_specification 7bd1d64c-0415-484d-9e87-c6a5a65ac1f6 Integer 〇 厚さの仕様を記す

PHC杭 識別情報
位置情報

製品情報

継手情報
長さ

材料情報 コンクリート
PC鋼棒

寸法情報 断面

配筋情報 杭体 PC鋼線

SC杭

継手情報
長さ

材料情報 コンクリート
鋼管
鉄筋

材料情報 コンクリート
PC鋼棒

寸法情報 断面

配筋情報 杭体 PC鋼線

PHC杭（鋼
管巻）

識別情報
位置情報

製品情報

継手情報
長さ

ST杭

部材の種類
パラメータの分類

杭周固定液

BLCJ標準

識別情報

識別情報
位置情報

製品情報

継手情報
長さ

識別情報
位置情報

製品情報

既成杭

位置情報

荷重情報
材料情報

根固め液
接合情報 杭頭接合

寸法情報 長さ
共通
根固め部

配筋情報 杭頭接合 鉄筋

施工情報 杭偏芯実績値

材料情報 コンクリート
PC鋼棒
鋼材

寸法情報 断面

配筋情報 杭体 PC鋼線

寸法情報 断面
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表 3.32 BLCJ 構造標準（PRC 杭・CPRC 杭・節付 PHC 杭・節付 PRC 杭・節付 CPRC 杭） 

  
  

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
継杭の位置 id_order 96b906b8-dd31-4980-a90b-03d859c03bc4 Integer 〇 「継杭の位置」は、杭頭側から杭先端に向かって順に第1

杭、第2杭、第3杭とし、1、2と数字のみを記述
メーカー product_company f9157685-b5bc-4f71-a1f0-65c6e48f065f String 〇 製造メーカーの正式名称を記す
製品型番 product_code d40a4ab1-6118-4f3d-85e7-c9a67a108843 String 〇 製品型番
種類 grade 871ab8a7-efad-4a1e-a6bb-a06365aacab7 String 〇 強度条件に応じた種別（A種であれば ”A” ）を記述
種類 pile_joint_type 97c89bb3-daf3-422a-97cb-b7379ecff05c Integer 〇 工法の正式名称を記す

寸法情報 杭の長さ length_pile 6d0abc1a-4cd6-4126-b40d-163a3d30cacd Double 〇 杭の長さ
強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 コンクリート強度
PC鋼棒強度 strength_PC dcd2c903-be81-43a3-a155-74d5cd3ae327 String 〇 PC鋼棒強度
異形棒鋼強度 strength_bar ef4560e1-5a8a-494b-b6d4-e1897d1a8be5 String 〇 異形棒鋼強度
外径 D_pile 0ef66600-2122-45c5-99be-50f1bab3b202 String 〇 外径
厚さ T 291e42e0-cd8d-4790-ab39-105af07dfcf7 Double 〇 厚さ
厚さ仕様 thickness_specification 7bd1d64c-0415-484d-9e87-c6a5a65ac1f6 Integer 〇 厚さの仕様を記す
径 D_bar 3575106f-b55d-4f11-8e80-5b9783986b18 String 〇 異形棒鋼径
本数 N_bar 143ec115-b254-4856-9b3f-d73a4cf6c0c9 Integer 〇 異形棒鋼本数
径 D_PC f069b257-2635-4a8f-9d34-aa6a0c12e34e String 〇 PC鋼棒径
本数 N_PC a0b8aff5-e79c-4f27-bd34-e3bc1f156191 Integer 〇 PC鋼棒本数
符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
継杭の位置 id_order 96b906b8-dd31-4980-a90b-03d859c03bc4 Integer 〇 「継杭の位置」は、杭頭側から杭先端に向かって順に第1

杭、第2杭、第3杭とし、1、2と数字のみを記述
メーカー product_company f9157685-b5bc-4f71-a1f0-65c6e48f065f String 〇 製造メーカーの正式名称を記す
製品型番 product_code d40a4ab1-6118-4f3d-85e7-c9a67a108843 String 〇 製品型番
種類 grade 871ab8a7-efad-4a1e-a6bb-a06365aacab7 String 〇 強度条件に応じた種別（A種であれば ”A” ）を記述
種類 pile_joint_type 97c89bb3-daf3-422a-97cb-b7379ecff05c Integer 〇 工法の正式名称を記す

寸法情報 杭の長さ length_pile 6d0abc1a-4cd6-4126-b40d-163a3d30cacd Double 〇 杭の長さ
強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 コンクリート強度
PC鋼棒強度 strength_PC dcd2c903-be81-43a3-a155-74d5cd3ae327 String 〇 PC鋼棒強度
異形棒鋼強度 strength_bar ef4560e1-5a8a-494b-b6d4-e1897d1a8be5 String 〇 異形棒鋼強度
外径 D_pile 0ef66600-2122-45c5-99be-50f1bab3b202 String 〇 外径
厚さ T 291e42e0-cd8d-4790-ab39-105af07dfcf7 Double 〇 厚さ
厚さ仕様 thickness_specification 7bd1d64c-0415-484d-9e87-c6a5a65ac1f6 Integer 〇 厚さの仕様を記す
径 D_bar 3575106f-b55d-4f11-8e80-5b9783986b18 String 〇 異形棒鋼径
本数 N_bar 143ec115-b254-4856-9b3f-d73a4cf6c0c9 Integer 〇 異形棒鋼本数
径 D_PC f069b257-2635-4a8f-9d34-aa6a0c12e34e String 〇 PC鋼棒径
本数 N_PC a0b8aff5-e79c-4f27-bd34-e3bc1f156191 Integer 〇 PC鋼棒本数
符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
継杭の位置 id_order 96b906b8-dd31-4980-a90b-03d859c03bc4 Integer 〇 「継杭の位置」は、杭頭側から杭先端に向かって順に第1

杭、第2杭、第3杭とし、1、2と数字のみを記述
メーカー product_company f9157685-b5bc-4f71-a1f0-65c6e48f065f String 〇 製造メーカーの正式名称を記す
製品型番 product_code d40a4ab1-6118-4f3d-85e7-c9a67a108843 String 〇 製品型番
種類 grade 871ab8a7-efad-4a1e-a6bb-a06365aacab7 String 〇 強度条件に応じた種別（A種であれば ”A” ）を記述
種類 pile_joint_type 97c89bb3-daf3-422a-97cb-b7379ecff05c Integer 〇 工法の正式名称を記す

寸法情報 杭の長さ length_pile 6d0abc1a-4cd6-4126-b40d-163a3d30cacd Double 〇 杭の長さ
強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 コンクリート強度
PC鋼棒強度 strength_PC dcd2c903-be81-43a3-a155-74d5cd3ae327 String 〇 PC鋼棒強度
外径（軸部） D1 0ef66600-2122-45c5-99be-50f1bab3b202 String 〇 外径（軸部）
外径（節部） D2 3c92fd3c-b0c4-4485-814d-a051d13e59ca String 〇 外径（節部）
厚さ T 291e42e0-cd8d-4790-ab39-105af07dfcf7 Double 〇 厚さ
厚さ仕様 thickness_specification 7bd1d64c-0415-484d-9e87-c6a5a65ac1f6 Integer 〇 厚さの仕様を記す
径 D_PC f069b257-2635-4a8f-9d34-aa6a0c12e34e String 〇 PC鋼棒径
本数 N_PC a0b8aff5-e79c-4f27-bd34-e3bc1f156191 Integer 〇 PC鋼棒本数
符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
継杭の位置 id_order 96b906b8-dd31-4980-a90b-03d859c03bc4 Integer 〇 「継杭の位置」は、杭頭側から杭先端に向かって順に第1

杭、第2杭、第3杭とし、1、2と数字のみを記述
メーカー product_company f9157685-b5bc-4f71-a1f0-65c6e48f065f String 〇 製造メーカーの正式名称を記す
製品型番 product_code d40a4ab1-6118-4f3d-85e7-c9a67a108843 String 〇 製品型番
種類 grade 871ab8a7-efad-4a1e-a6bb-a06365aacab7 String 〇 強度条件に応じた種別（A種であれば ”A” ）を記述
種類 pile_joint_type 97c89bb3-daf3-422a-97cb-b7379ecff05c Integer 〇 工法の正式名称を記す

寸法情報 杭の長さ length_pile 6d0abc1a-4cd6-4126-b40d-163a3d30cacd Double 〇 杭の長さ
強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 コンクリート強度
PC鋼棒強度 strength_PC dcd2c903-be81-43a3-a155-74d5cd3ae327 String 〇 PC鋼棒強度
異形棒鋼強度 strength_bar ef4560e1-5a8a-494b-b6d4-e1897d1a8be5 String 〇 異形棒鋼強度
外径（軸部） D1 0ef66600-2122-45c5-99be-50f1bab3b202 String 〇 外径（軸部）
外径（節部） D2 3c92fd3c-b0c4-4485-814d-a051d13e59ca String 〇 外径（節部）
厚さ T 291e42e0-cd8d-4790-ab39-105af07dfcf7 Double 〇 厚さ
厚さ仕様 thickness_specification 7bd1d64c-0415-484d-9e87-c6a5a65ac1f6 Integer 〇 厚さの仕様を記す
径 D_bar 3575106f-b55d-4f11-8e80-5b9783986b18 String 〇 異形棒鋼径
本数 N_bar 143ec115-b254-4856-9b3f-d73a4cf6c0c9 Integer 〇 異形棒鋼本数
径 D_PC f069b257-2635-4a8f-9d34-aa6a0c12e34e String 〇 PC鋼棒径
本数 N_PC a0b8aff5-e79c-4f27-bd34-e3bc1f156191 Integer 〇 PC鋼棒本数
符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 String 〇
継杭の位置 id_order 96b906b8-dd31-4980-a90b-03d859c03bc4 Integer 〇 「継杭の位置」は、杭頭側から杭先端に向かって順に第1

杭、第2杭、第3杭とし、1、2と数字のみを記述
メーカー product_company f9157685-b5bc-4f71-a1f0-65c6e48f065f String 〇 製造メーカーの正式名称を記す
製品型番 product_code d40a4ab1-6118-4f3d-85e7-c9a67a108843 String 〇 製品型番
種類 grade 871ab8a7-efad-4a1e-a6bb-a06365aacab7 String 〇 強度条件に応じた種別（A種であれば ”A” ）を記述
種類 pile_joint_type 97c89bb3-daf3-422a-97cb-b7379ecff05c Integer 〇 工法の正式名称を記す

寸法情報 杭の長さ length_pile 6d0abc1a-4cd6-4126-b40d-163a3d30cacd Double 〇 杭の長さ
強度 strength_concrete caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 コンクリート強度
PC鋼棒強度 strength_PC dcd2c903-be81-43a3-a155-74d5cd3ae327 String 〇 PC鋼棒強度
異形棒鋼強度 strength_bar ef4560e1-5a8a-494b-b6d4-e1897d1a8be5 String 〇 異形棒鋼強度
外径（軸部） D1 0ef66600-2122-45c5-99be-50f1bab3b202 String 〇 外径（軸部）
外径（節部） D2 3c92fd3c-b0c4-4485-814d-a051d13e59ca String 〇 外径（節部）
厚さ T 291e42e0-cd8d-4790-ab39-105af07dfcf7 Double 〇 厚さ
厚さ仕様 thickness_specification 7bd1d64c-0415-484d-9e87-c6a5a65ac1f6 Integer 〇 厚さの仕様を記す
径 D_bar 3575106f-b55d-4f11-8e80-5b9783986b18 String 〇 異形棒鋼径
本数 N_bar 143ec115-b254-4856-9b3f-d73a4cf6c0c9 Integer 〇 異形棒鋼本数
径 D_PC f069b257-2635-4a8f-9d34-aa6a0c12e34e String 〇 PC鋼棒径
本数 N_PC a0b8aff5-e79c-4f27-bd34-e3bc1f156191 Integer 〇 PC鋼棒本数

PRC杭

CPRC杭

節付PHC杭

節付PRC杭

節付CPRC杭

識別情報
位置情報

製品情報

継手情報
長さ

識別情報
位置情報

製品情報

継手情報
長さ

識別情報
位置情報

製品情報

材料情報 コンクリート
PC鋼棒
異形棒鋼

寸法情報 断面

継手情報
長さ

配筋情報 杭体 鉄筋

PC鋼線

材料情報 コンクリート
PC鋼棒
異形棒鋼

寸法情報 断面

識別情報
位置情報

製品情報

継手情報
長さ

配筋情報 杭体 鉄筋

PC鋼線

材料情報 コンクリート
PC鋼棒

寸法情報 断面

配筋情報 杭体 PC鋼線

材料情報 コンクリート
PC鋼棒
異形棒鋼

寸法情報 断面

配筋情報 杭体 鉄筋

PC鋼線

配筋情報 杭体 鉄筋

PC鋼線

材料情報 コンクリート
PC鋼棒
異形棒鋼

寸法情報 断面

識別情報
位置情報

製品情報

継手情報
長さ
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表 3.33 BLCJ 構造標準（既成ベースプレート_標準） 

 
 

表 3.34 BLCJ 構造標準（分類体系の推奨値-1） 

 
  

大分類 中分類 小分類 項目 名称 GUID データ型 断面情報 配置情報 備考

符号 name 9941b090-f981-423a-98ab-3629f445b1a4 〇
製品キー 1 product_key1 cc269e59-45c3-4e51-ad26-694c8a061813 String 〇 製品キー1とリリースキー1を組み合わせて一意性を担保する
リリースキー 1 release_key1 b37e5a02-66a2-4a59-8d1a-d273562053c3 String 〇
製品キー 2 product_key2 0313ab8f-ec95-4637-986d-c1be9cc2bf0b String 〇 製品キー2とリリースキー2を組み合わせて一意性を担保する
リリースキー 2 release_key2 ff97ed8c-59e6-42bd-94ee-58f29eb99b2b String 〇
製品キー 3 product_key3 da899431-65e0-4e92-bd20-f0e4031e6e6a String 〇 製品キー3とリリースキー3を組み合わせて一意性を担保する
リリースキー 3 release_key3 fadd5e93-8bc3-40fd-a6e4-60ee6d0cbdf7 String 〇
所属階 floor 226f2848-d4e5-4695-9aaf-5285e27f89e8 String 〇
材質 strength_plate caa848e4-e31e-499a-b775-ca9dcffb39d2 String 〇 在来の場合を想定
材質 strength_bolt 3c529eed-69e5-4329-aef4-337df25fd6d1 String 〇
X方向幅 B_X 659c3a7c-30b1-4c22-8698-64e448436928 Double 〇
Y方向幅 B_Y 0a4f8224-144a-4293-a069-48bd74d2f3cd Double 〇
厚さ t 291e42e0-cd8d-4790-ab39-105af07dfcf7 Double 〇
偏芯タイプ isEccentricity c790e2a0-1896-4280-a9be-217aac2175a1 Boolean 〇 偏芯の有無

省略の場合無しとする。
偏芯の向き direction_type 256bf2a0-0fa5-4d43-a43c-f930ad10f0a0 Integer 〇 偏心タイプの場合、ベースプレートの向きで、以下のいずれか（度）

0、90、180、270
モルタル高さ height_mortar b2e08d5d-ed1c-4e6f-8df5-a215429a239e Double 〇
径 D_bolt c1323f7a-9a5d-4919-9f35-4caf64e35be1 String 〇
本数 N_bolt 3626f5f3-c191-4424-b801-998b56e40a5d Integer 〇
出の長さ extend 7c415f80-6fdc-4abf-94b8-776e2ff0188d Double 〇 ベースプレート天端からの出の長さ
定着長 L 178de2c8-0f63-4da4-a6cd-533105a7f333 Double 〇
X方向 rigidity_X 3bcb05d8-f4b6-40f8-ba9f-0a45f6911e58 Double 〇 単位は10^3KN･m/radとし、有効数字は小数点以下1桁とする
Y方向 rigidity_Y 7bb693a2-7f64-4877-9494-14f13aa914d5 Double 〇 単位は10^3KN･m/radとし、有効数字は小数点以下1桁とする
柱脚ヒンジタイプ否か isHinge 174f6ed1-e4b4-4f7b-aac7-9cb54fffd92b Boolean 〇 省略の場合保有耐力接合とする
データ作成日 creation_date cc398a6d-44e4-42ed-bc97-747300e1e6da Date 〇 ユーザーがデータを作成した日とし、YYYY/MM/DDで表す
特記事項 remarks 5f2a04d8-2781-4ccb-b1d3-4f5106136f8d String 〇 除外するものがあるなどコメントがあれば自由に

既成ベースプレート_標準

利用者情報

配置情報

アンカーボルト

塑性形式

計算諸元情報

アンカーボルト

ベースプレート

識別情報

寸法情報

材料情報

ベースプレート

回転剛性

部材の種類
パラメータの分類 BLCJ標準

項目 名称 標準値 分類 備考
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_02_10_10_10 Floor Structural Frame
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_03_30_00 Cast-in-Place Concrete
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_35_11_11 Beam Column Frames
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_10_30 Framed structures 基礎柱の場合 EF_20_05_30 Foundationsを推奨する
Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_30_75_15 Concrete column system
Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85_16_15 Concrete columns
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_02_10_10_10 Floor Structural Frame
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_03_30_00 Cast-in-Place Concrete
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_35_11_11 Beam Column Frames
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_10_30 Framed structures 基礎柱の場合 EF_20_05_30 Foundationsを推奨する
Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_30_75_15 Concrete column system
Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85_16_15 Concrete columns
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_02_10_10_10 Floor Structural Frame
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_03_30_00 Cast-in-Place Concrete
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_35_11_11 Beam Column Frames
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_10_30 Framed structures 基礎梁の場合 EF_20_05_30 Foundationsを推奨する

Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_20_75_15 Concrete beam systems
基礎梁の場合 Ss_20_05_15_71 Reinforced concrete pilecap and
ground beam foundation systemsを推奨する

Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85_08_15 Concrete beams
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_02_10_10_10 Floor Structural Frame
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_03_30_00 Cast-in-Place Concrete
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_35_11_11 Beam Column Frames
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_10_30 Framed structures 基礎梁の場合 EF_20_05_30 Foundationsを推奨する

Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_20_75_15 Concrete beam systems
基礎梁の場合 Ss_20_05_15_71 Reinforced concrete pilecap and
ground beam foundation systemsを推奨する

Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85_08_15 Concrete beams
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_02_10_10_10 Floor Structural Frame
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_03_30_00 Cast-in-Place Concrete
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_35_11_11 Beam Column Frames
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_10_30 Framed structures 基礎梁の場合 EF_20_05_30 Foundationsを推奨する

Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_20_75_15 Concrete beam systems
基礎梁の場合 Ss_20_05_15_71 Reinforced concrete pilecap and
ground beam foundation systemsを推奨する

Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85_08_15 Concrete beams
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_02_10_10_10 Floor Structural Frame
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_05_12_23 Structural Steel for Buildings
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_35_11_11 Beam Column Frames
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_10_30 Framed structures
Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_30_75_80 Steel column systems
Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85_16_11 Carbon steel columns
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_02_10_10_10 Floor Structural Frame
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_05_12_23 Structural Steel for Buildings
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_35_11_11 Beam Column Frames
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_10_30 Framed structures
Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_30_75_80 Steel column systems
Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85_16_11 Carbon steel columns
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_02_10_10_10 Floor Structural Frame
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_05_12_23 Structural Steel for Buildings
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_35_11_11 Beam Column Frames
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_10_30 Framed structures
Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_30_75_80 Steel column systems
Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85_16_11 Carbon steel columns

S柱鋼管_標準

RC梁2断面_標準

RC梁1断面_標準

S柱H形鋼_標準

S柱角形鋼管_標準

部材の種類

RC柱_標準

RC丸柱_標準

RC梁3断面_標準

BLCJ標準
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表 3.35 BLCJ 構造標準（分類体系の推奨値-2） 

 
  

OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_02_10_10_10 Floor Structural Frame
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_05_12_23 Structural Steel for Buildings
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_35_11_11 Beam Column Frames
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_10_30 Framed structures
Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss SS_20_20_75_80 Steel beam system
Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85_08_11 Carbon steel beams
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_02_10_10_10 Floor Structural Frame
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_05_12_23 Structural Steel for Buildings
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_35_11_11 Beam Column Frames
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_10_30 Framed structures
Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss SS_20_20_75_80 Steel beam system
Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85_08_11 Carbon steel beams
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_02_10_10_10 Floor Structural Frame
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_05_12_23 Structural Steel for Buildings
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_35_11_11 Beam Column Frames
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_10_30 Framed structures
Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss SS_20_20_75_80 Steel beam system
Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85_08_11 Carbon steel beams
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_01_10_10_30 Column Foundations
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_03_30_00 Cast-in-Place Concrete

OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_29_00 Foundatinons
杭基礎の場合 23_13_29_11_11_21 Pile Caps、独立基礎の場合
23_13_29_15_11 Column Basesを推奨する

Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_05_30 Foundatinons

Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_05_15 Concrete foundation systems

杭基礎の場合 Ss_20_05_15_71 Reinforced concrete pilecap and
ground beam foundation systems、独立基礎の場合
Ss_20_05_15_70 Reinforced concrete pad and strip goundation
systemsを推奨する

Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85 Support and restraint products
杭基礎の場合 Pr_20_85_62_19 Concrete pile caps、独立基礎の場
合 Pr_20_85_13_32 Concrete foundation padsを推奨する

OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_01_10_10_30 Column Foundations
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_03_30_00 Cast-in-Place Concrete

OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_29_00 Foundatinons
杭基礎の場合 23_13_29_11_11_21 Pile Caps、独立基礎の場合
23_13_29_15_11 Column Basesを推奨する

Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_05_30 Foundatinons

Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_05_15 Concrete foundation systems

杭基礎の場合 Ss_20_05_15_71 Reinforced concrete pilecap and
ground beam foundation systems、独立基礎の場合
Ss_20_05_15_70 Reinforced concrete pad and strip goundation
systemsを推奨する

Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85 Support and restraint products
杭基礎の場合 Pr_20_85_62_19 Concrete pile caps、独立基礎の場
合 Pr_20_85_13_32 Concrete foundation padsを推奨する

OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_01_10_10_30 Column Foundations
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_03_30_00 Cast-in-Place Concrete

OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_29_00 Foundatinons
杭基礎の場合 23_13_29_11_11_21 Pile Caps、独立基礎の場合
23_13_29_15_11 Column Basesを推奨する

Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_05_30 Foundatinons

Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_05_15 Concrete foundation systems

杭基礎の場合 Ss_20_05_15_71 Reinforced concrete pilecap and
ground beam foundation systems、独立基礎の場合
Ss_20_05_15_70 Reinforced concrete pad and strip goundation
systemsを推奨する

Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85 Support and restraint products
杭基礎の場合 Pr_20_85_62_19 Concrete pile caps、独立基礎の場
合 Pr_20_85_13_32 Concrete foundation padsを推奨する

OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_01_10_10_30 Column Foundations
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_03_30_00 Cast-in-Place Concrete

OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_29_00 Foundatinons
杭基礎の場合 23_13_29_11_11_21 Pile Caps、独立基礎の場合
23_13_29_15_11 Column Basesを推奨する

Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_05_30 Foundatinons

Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_05_15 Concrete foundation systems

杭基礎の場合 Ss_20_05_15_71 Reinforced concrete pilecap and
ground beam foundation systems、独立基礎の場合
Ss_20_05_15_70 Reinforced concrete pad and strip goundation
systemsを推奨する

Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85 Support and restraint products
杭基礎の場合 Pr_20_85_62_19 Concrete pile caps、独立基礎の場
合 Pr_20_85_13_32 Concrete foundation padsを推奨する

OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_01_10_10 Standard Foundations
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_03_30_00 Cast-in-Place Concrete
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_29_15 Shallow Foundations
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_05_30 Foundatinons
Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_05_15_70 Reinforced concrete pad and strip goundation systems
Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85_13_32 Concrete foundation pads
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_01_40_90 Slab-On-Grade Supplementary Components
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_03_35_00 Concrete Finishing
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_35_23 Structural Floors and Flat Roofs
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_30_20 Floors
Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_30_12 Floor and deck structure systems
Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85 Support and restraint products
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_02_20_10 Exterior Walls 擁壁の場合 21_7_20_60_60
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_03_30_00 Cast-in-Place Concrete 擁壁の場合 22_32_32_00
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_35_21 Structural Walls
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_25_10 Walls
Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_25_10_32 Framed wall structure systems
Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_93_85 Structural units
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_01_10_20_15 Bored Piles
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_31_01_63 Maintenance of Bored and Augered Piles
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23-13 29 13 Caissons, Foundation Casings
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_05 Substructure
Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_05_15_71 Reinforced concrete pilecap and ground beam foundation systems
Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85_62_18 Concrete piles
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_01_10_20_10 Driven Piles

OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_31_62_00 Driven Piles
コンクリート杭の場合 22_31_62_13 Concrete Piles、鋼管杭の場
合 22_31_62_16

OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_29_11_13 Driven Piles
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_05 Substructure
Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_05_15_71 Reinforced concrete pilecap and ground beam foundation systems
Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_85_62_18 Concrete piles
OmniClass Table21 OmniClass_Table21 21_06_10_20 Special Structures
OmniClass Table22 OmniClass_Table22 22_06_71_00 Structural Composite Shapes and Plates
OmniClass Table23 OmniClass_Table23 23_13_29_15_11 Column Bases
Uniclass2015 EF Uniclass2015_EF EF_20_10 Superstructure
Uniclass2015 Ss Uniclass2015_Ss Ss_20_30_75 Structural column systems
Uniclass2015 Pr Uniclass2015_Pr Pr_20_29_03 Anchors and components

床_標準

壁_標準

場所打ち杭_標準

既成杭_標準

ベースプレート_標準

正三角形基礎_標準

直角三角形基礎_標準

連続基礎_標準

S梁H形鋼3断面_標準

S梁H形鋼2断面_標準

S梁H形鋼1断面_標準

矩形基礎_標準

矩形テーパー基礎_標準
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図 3.5 「BLCJ 構造標準 改訂 5 版 仕様解説書」一部抜粋-1/2 
 

  

…
… 

 
 



3-39 
 

図 3.6 「BLCJ 構造標準 改訂 5 版 仕様解説書」一部抜粋-2/2 
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第4章 設備分野の BLCJ BIM オブジェクト標準 Version 2.0 

4.1 BLCJ BIM オブジェクト標準 Version 2.0 の目的及び適用範囲 

(1) 目的 
この標準は、日本国内のプロジェクトで使用されているBIMオブジェクトのデータ構造を標準化して、

プロジェクト、企業の枠組みを超えて活用できることを図ったものであり、BIM 活用の効率化によって
i-Construction で提唱する建設生産性の向上に寄与するとともに、将来のデジタル・ガバメント（電子政
府）、デジタル社会（Society5.0）の構築に貢献することを目的とする。 
 
(2) 適用範囲 

BLCJ BIM ライブラリーで利用を予定する、建築物と敷地を含む付帯施設を構成する材料、機器、製
品、什器等を対象とする。具体的な対象について下表に示す。 
 

表 4.1.1 適用範囲 

分野  Version2.0で対象とする品目 
(原則として CI-NET の中分類に基づく) 

今後検討する項目 

電 気 
(公共工事の
電気設備) 

機器、 
部品 

高低圧配電盤、照明器具 変圧器､コンデンサ､電気計器､自
家発電機器､静止型電源機器 

設 備 
(公共工事の
機械設備) 

機器、 
部品 

ボイラー､冷凍機､冷却塔､ポンプ､送風
機､空調機､暖房機､空気熱交換器､湯沸
器･給湯暖房機､製缶類・ヘッダー、パネ
ル形水槽､衛生器具 

コイル、ヒーター、加湿器、エア
フィルター、水処理装置、クリン
ルーム機器、中水･ろ過機､自動制
御機器､浄化槽機器、厨房機器、ガ
ス関連機器、消火機器 

その他  エレベータ、エスカレータ、 
ユニットバス、システムキッチン 
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(3) 建築確認申請との連携 
標準 Ver. 2.0 編成に向けて、建築確認申請で参照する可能性がある属性情報を抽出して、代表的なオブ

ジェクトについて、建築 BIM 推進会議の部会 3、建築確認における BIM 推進協議会と共有し整理を行
った。 
また、確認申請でモデル審査の効果が高いと考えられる、以下の建築確認申請上の審査シナリオを優先

的に検討しており、これに必要なオブジェクトを中心に BLCJ設備仕様を整理。 
 

表 4.1.2  審査フローを元に検討対象とする代表オブジェクト 

 
表 4.1.3  未定義カテゴリと連携項目 

 
建築確認申請 省エネ適判 消防同意 仕様書 積算 FM 

コミッショニ
ング 

設備機器 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
電気機器 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
電気器具 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 
ダクト 〇 － 〇 〇 〇 〇 － 

        
配管 〇 〇(中央給湯) 〇 〇 〇 〇 － 

ラック等 〇 － 〇 〇 〇 〇 － 
制気口 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 

ダンパー等 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 
バルブ等 － － － 〇 〇 〇 〇 
計器類 － － － 〇 〇 〇 〇 

消火器具 － － 〇 〇 〇 〇 － 
防災器具 － － 〇 〇 〇 〇 － 
空間要素 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 

プロジェクト 
情報 

〇 － － 〇 〇 〇 － 

 
  

審査フロー 

BIM オブジェクト 

空
調
機 

全
熱
交
換
器 

送
風
機 

排
煙
機 

ス
ペ
ー
ス 

部
屋 

ダ
ン
パ
ー 

制
気
口 

排
煙
口 

避
雷
針 

計算書との整合性 〇 〇 〇 〇 〇     
避雷針の範囲         〇 
防火区画貫通部措置      〇 〇 〇  

未
定
義 
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4.2 形状情報 

4.2.1 形状情報（詳細度、オブジェクトの原点、座標軸） 

(1) 詳細度 
表 4.2.1 BLCJ BIM オブジェクトの詳細度 

オブジェクトのタイプ 詳細度 
 
ジェネリックオブジェクト 
メーカーオブジェクト 

・2 次元表現は、1/100、1/50、1/20 等の図面で、必要とされる情報と
形を表示する適切な形状の詳細度を示す。 

・詳細度はオブジェクトのデータ容量に関係するので、多数繰り返さ
れるオブジェクトは概ね 1MB を目安とし、複雑な形状や多くのパー
ツで構成されるオブジェクトは、それを超えても差し支えない。 

 
例 
衛生陶器 
３Ｄ ２Ｄ 
  1/100  

 
1/50  

 
 

1/20  

 
図 4.2.1 縮尺の違いによる BIM オブジェクトの表現例 

  



4-4 
 

(2) オブジェクト原点(配置点)･座標軸の取り方 
ソフトウェアによって異なるが、一例として、オブジェクトの端に取る例、設備(衛生器具)、オブジ

ェクトの中心を取る例､設備(ルームエアコン)、を以下に示す。 

 

 
図 4.2.2 設備・衛生器具、ルームエアコンの原点の例 
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正面 

(原点 X=0,Y=0,Z=0) 

配置点(床面･機器中心点) 高圧受電設備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 人が機器に正対する方向を正面とする。 

複数面からアクセスが可能な場合、標識のある面を正面とする。 
□ 配置点は、機器中心線と床面との交点。 

蛍光灯器具：吊り下げ型 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 正面はメーカーによる定義に準じる。 
○ 配置点は、機器中心線と設置面(天井)との交点。 

蛍光灯器具：階段灯 

 
 
 
 
 
 
 
 
□ 正面はメーカーによる定義に準じる（この場合は人と正対する面）。 
□ 配置点は、機器中心線と設置面(壁等)との交点。 

図 4.2.3 電気、受電設備､蛍光灯の原点の例  

(原点 X=0,Y=0,Z=0) 
正面 

配置点(設置面･機器中心点) 

(原点 X=0,Y=0,Z=0) 

正面 

配置点(設置面･機器中心点) 
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4.2.2 3D オブジェクト 

3Dオブジェクトファイルは次の要領で作成する。3Dオブジェクトは、建築設備 CADによる顧客との
合意形成(簡易なレンダリング)、干渉チェック確認、施工時の取り付け位置確認、意匠的な事柄の伝達、
3D･BIM展開利用を主な用途とする。3Dオブジェクトファイルの作成にあたってはそのオブジェクトの
目的に合った表現とし、図形としては外観(外周)のみで内部の情報は持たない。表現詳細度合いは実施設
計･施工で利用する LOD レベルとし、｢3D 外形図作成参考資料｣の作成度合いを参考にして作図のこと。 

 
(1) 3D オブジェクトファイル形式 
・｢本体形状｣(本体：1)：建築系 3D ファイル｢各社 Native｣形式  

(Autodesk Revit・GRAPHISOFT ARCHICAD・A&A Vectorworks・FukuiCP GLOOBE )等 
・｢本体形状｣(本体：2)：設備系 3D ファイル｢各社 Native｣形式 

(CADWe’ll Tfas / Linx・NYK ｼｽﾃﾑｽﾞ Rebro・CADEWA Smart / Real・FILDER Ceed )等 
   ｜ 
・｢本体形状｣(本体：X)：3D ファイル｢各社 Native｣形式 
・｢本体形状｣：(変換用中間ファイル)は｢DWG(DXF)｣形式   
・｢その他(任意形式)｣：｢IFC｣｢RFA｣｢STEP｣｢IGES｣｢STL｣等の中間ファイル形式 
・｢メンテスペース｣：｢DWG(DXF)｣形式､｢IFC｣形式､｢各社 Native｣形式 
・｢DWG(DXF)｣の場合は、Autodesk の標準に従うこととする。 

DWG(DXF)のバージョンは、2004 形式以上とする。 
Autodesk 社｢DWG(DXF)｣、標準基準で規定されていない図形要素についても、原則として使用を認め
る。 

・｢その他(任意形式)｣については、各管理団体の標準仕様に従うこととする。 

(2) 3D ファイル容量 
● 3D ファイル目標容量については､「プロジェクト段階と BIM オブジェクト標準(形状､情報の

詳細度)」､｢設備機器 3D ファイル目標容量(目安)｣を参考にサイズが小さいように工夫を行う
こととするが、当面容量の制限は設けない事とする。 

3D ファイル目標容量は、描画図形の曲面部分｢面数｣が大きく影響するため、必要最低限に簡素
化することで､ファイル容量の低減に配慮されたい。 

(3) 3D ビューアーファイル 
● 外形図ビューアーファイルは、WEB ブラウザプラグインに対応する軽量３D ファイルフォー

マットとする。 

(4) 3D-CAD ファイル作成ルール 
□ 図面記述方法 

3D CADファイルは下記の区分で作成する。 
● 3D オブジェクト（本体形状） 

｢本体形状｣1､2､･･X は、｢各社Native｣ファイル形式で掲載し、3Dオブジェクトは 3D外形図 
本体を掲載し、外観(外周)のみで内部の情報は持たない。 
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｢本体形状｣1 は、｢DWG(DXF)｣ファイル形式から､｢各社Native｣形式に変換するための中間ファ
イルで、3Dオブジェクトは 3D 外形図本体を掲載し、外観(外周)のみで内部の情報は持たない。 
詳細さの度合いは｢必要情報｣と｢3Dファイル目標容量｣との兼ね合いで決定する。 

● 3D オブジェクト（その他） 
｢その他｣は、｢3D任意ファイルフォーマット｣を受け渡す際に使用する。 
本体形状指定ファイル形式以外の｢IFC｣｢RFA｣｢STEP｣｢IGES｣｢STL｣等の中間ファイル形式フ
ォーマットの受渡、資料、超詳細のレンダリング CADデータを記載する場合等に使用する。 

● 3D オブジェクト（メンテスペース） 
｢メンテスペース｣は、｢本体形状｣1､2､･･X、｢本体形状｣0:と同じ形式で、機器のメンテナンスの
際の、部品の開閉スペース、コイルの引き抜きスペースなど、実態のない情報を保持するもので、
本体形状は記載しないこととする。 

● 3D オブジェクト（ビューアー） 
｢ビューアー｣は、本体形状を WEB ブラウザプラグインに対応する軽量 3Dファイルフォーマッ
トに変換する。機器の意匠・デザイン・テクスチャー質感など、メーカー機器の詳細データ表現
が可能なため使用目的によって掲載する。 
（BLCJ試行サイトではWEB ブラウザプラグインビューアとして｢X3D｣を採用している。） 

□ 縮尺 
● 縮尺は１／１とする。 

□ 文字 
● 文字の仕上りは、A3 サイズ用紙への出力時に高さ 3mm 程度で出力できることとする。 

 
(5) レイヤ構成 
3D外形図レイヤ作成は標準仕様としては任意とする。 
3D外形図レイヤ区分を行う場合は下表を参考とするが、独自レイヤー構成も可とする。 

 
表 4.2.2 3D レイヤ構成 

レイヤ 

No. 
項  目 レイヤ名 定  義 属性 

カラー 

番号※ 
作図 

２ 本体図形 DETAIL 機器本体形状 3DFACE 任意 必須 

３ 基準線 BASIS 作図上の基準となる線 一点鎖線 任意 任意 

５ 注記 NOTE 機器に関わる記述 線分、文字 任意 任意 

６ 配置点 ARRANGE 機器配置点(基点) 円 1(Red) 任意 

７ 固定点 FIX ﾌｯｸ･ｱﾝｶｰ等の固定点 円 任意 任意 

※  配置点カラー番号は 1（Red）、変換対象以外のカラー番号は 7(White)とする。 
レイヤ作成は任意とするが、編成する場合は 2D外形図基準と同様に下記データを参考にすること。 

  



4-8 
 

□ 本体図形（DETAIL） 
● レイヤ名 DETAIL（本体図形）は、3D形状機器の本体を記載する。 
● 3D オブジェクトファイル｢本体形状｣｢メンテスぺース｣｢ビューアー｣｢その他｣については、機

器本体、メンテスペース、点検口などの本体図形を記載する。 
｢メンテスペース｣データを掲載する場合は、｢本体形状｣と重ね合わせが出来る様に、作図配置
点(ARRANGE)を、何れのデータにも必ず記入すること。 

● 図形としては外観(外周)のみで内部の情報は持たない。 
● 表現詳細度合いは別に定める｢設備機器 3Dファイル目標容量（目安）｣を指針に作成を行う。 

□ 基準線（BASIS） 
● 作図上の基準となる線が必要な場合は、一点鎖線で記入。 

□ 注記（NOTE） 
● 機器に関わる記述事項を記入する場合は、英数字･記号･漢字･引出線等で記入。 
● 接続口名称を記述する場合には接続口用途 IDを用いるものとする。 

□ 配置点（ARRANGE） 
● 配置点（ARRANGE）は、機器施工時の設置基準となる点とする。 
● ｢本体形状｣｢メンテスペース｣｢その他｣｢ビューアー｣の重ね合わせ位置は､作図配置点 

（X=0, Y=0, Z=0）とする。 
※本体図形の作図配置点が（X=0, Y=0, Z=0）と異なる場合は、配置点が（0, 0, 0）となるよう
に移動すること。 

● 機器施工時の設置基準点を選定する際は以下を目安とする。 
壁面・床面・天井面等の面に接する場合は、その面と接する線上を配置点とする。 
なお、上記の面に接しない場合は、基準線の交点とする。 

● ｢本体形状｣｢メンテスペース｣｢その他｣｢ビューアー｣の３Dモデルには１ヶ所の配置点を持つも
のとする。 

● 円の径は任意とする。（A3 用紙に出力した際、3mm 程度で表示されるのを目安とする。） 

□ 固定点（FIX） 
● フック、アンカーの位置に(円)で作図する。 
● 円の径はフック、アンカーの短径とする。 

(6) 描画仕様 
□ 描画要領 

● 機器 3Dオブジェクトのイメージを写真データで掲載するためのもので､データ形式は(JPEG)
または(PNG)データとする。ファイル容量は Webサイトでイメージ判断ができる解像度とし､
ファイル容量が過大にならない様にすること。 
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(7) 3D オブジェクトファイル規則 
● ファイル名称：3Dオブジェクト｢本体形状｣｢その他(任意形式)｣｢メンテスペース｣｢ビューアー｣

のファイル名は「????????????Y.XXX」の形式とする。 

 
 

表 4.2.3  3D ファイル構成 

仕様属性項目 
3D 外形図 

｢本体形状｣1 

3D 外形図 

｢本体形状｣2～X 

3D 外形図 

｢本体形状｣0 

3D 外形図 

｢その他｣ 

3D 外形図 

｢メンテスペース｣ 

3D 外形図 

｢ビューアー｣ 

該当する仕様属性項目 ID 3D_D_FILE 3D_D_FILE 3D_D_FILE 3D_E_FILE 3D_M_FILE 3D_V_FILE 

外形図種類「Y」の値 C D Ｏ E M V 

 

4.2.3 2D 外形図 

原則として 3Dオブジェクトから生成する場合は､不要。2次元 CADで 2 次元図面が必要な場合、作
成要領を参考に(6 面図)を必要な個所作成する。ただし 2 次元図面を作成する場合、及び 3Dオブジェ
クトから生成する場合でもファイル形式によっては、2D外形図はパラメトリックにならないので注意
が必要である。 

2D外形図ファイルは次の要領で作成する。2D外形図ファイルは、建築設備 CADによる図面作成
を主な用途とするものとし、その外形図自体で機器の意匠的な事柄を伝えようとするものではない。
従って、2D外形図ファイルの作成にあたっては、意匠・デザインを忠実に表現することよりも設備の
設計・施工のために必要な情報を盛り込むよう留意されたい。 

(1) DXF(DWG)ファイル 
● DXF(DWG)変換に際しては、原則としてバージョンは、「2004」形式以上とする。 
● DXF(DWG)で規定されていない図形要素についても、原則として使用を認める。ただし、以

下を厳守することとする。 
・ 運用上の不具合が想定される場合、別途協議の上、仕様の「特記」の追加の他、ユーザーに対

する注意喚起を行う 
・ ブロック図形は複数レイヤにまたがってはならない 

(2) CAD ファイル作成ルール 
□ 図面展開方法 
仕様値は下記の要領で記述する。 
● 外形図の展開方向は 6方向とする。（右図） 
● 天地は据付状態を基準に作図する。 

－拡張子：XXX ｢本体形状｣1 ｢DXF/DWG｣ファイル形式 
－拡張子：XXX ｢本体形状｣2､3､･･Xは、｢各社Native｣ファイル形式 
－拡張子：XXX ｢その他｣は、｢3D任意フォーマット｣( IFC･RFA･STEP･IGES･STL 等) 
－拡張子：XXX ｢メンテスペース｣は、｢DXF/DWG｣形式､｢各社Native｣形式｣ 
－拡張子：XXX ｢ビューアー｣は、WEB ブラウザに対応する軽量 3D｢X3D｣形式 
－????????????：任意の半角英数字（12 文字以内） 
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● 下面は｢(４)描画仕様（下面の作図方法）｣のとおり作図する。 

□ 縮尺 
● 縮尺は１／１とする。 

□ 文字 
● 文字の仕上りは、A3サイズ用紙への出力時に高さ 3mm 程度で出力できることとする。 

 
(3) レイヤ構成 

2D外形図は、システムの一部機能が使えない等の混乱を来すため、下表で定義される 10種類のレイ
ヤを設定し、これに基づき作成することを原則とする。 
しかし、暫定的な措置として、規定レイヤに準拠できない場合は（１レイヤに統合して）DETAILレ

イヤに作図することも認める（※1）。 
※１ 本措置は､当面の暫定措置であり､データの流通状況により見直しが必要である。 

表 4.2.4 2D レイヤ構成 

※2 DXF変換対象外のカラー番号は 7(White)白色とする。 
以下、各レイヤにおけるルールを示す。 

□ 簡略図形（OUTLINE） 
● レイヤ名 OUTLINE（簡略図形）は、機器の外形を表す。 
● 作図図面の縮尺等によって簡略図形または詳細図形を使用する。利用される縮尺の目安は、以下

のとおり。 

簡略図形(OUTLINE) 1/200,1/100 

  

レイヤ 
No. 項  目 レイヤ名 定  義 属 性 カラー番号 

※2 
1 簡略図形 OUTLINE 機器簡略図形 線分、円弧 3( Green) 

2 詳細図形 DETAIL 機器詳細図形 線分、円弧 5(Blue) 

3 基準線 BASIS 機器メーカーにおいて 
作図上の基準となる線 一点鎖線 6(Magenta) 

4 寸法線 SIZE 寸法線、寸法補助線 寸法線 30(Orange) 

5 注記 NOTE 機器そのものもしくは機器 
／建築開口の属性に関わる記述 線分、文字 4(Cyan) 

6 配置点 ARRANGE 呼び出し時の配置基準点 
(各展開方向別に 1 点ずつ） 

円 
(該当点を中心に) 1(Red) 

7 固定点 FIX フック、アンカー等の固定点 円 
(該当点を中心に) 11(Pink) 

8 
メンテナン

ススペース 
／建築開口 

SERVICESP
ACE 

設置/保守に必要な開口 
基礎参考図 線分、円弧 2(Yellow) 

9 その他 ETC 上記レイヤに該当しない 
図形・文字 線分、文字 61(Light   

 Green) 

10 シンボル図

形 
SYMBOLLI
NE 機器シンボル図形 線分、円弧 15(Brown) 
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□ 詳細図形（DETAIL） 
● レイヤ名 DETAIL（詳細図形）は、機器の外形を表す。 
● 作図図面の縮尺等によって簡略図形または詳細図形を使用する。 

利用される縮尺の目安は、以下のとおり。 

詳細図形(DETAIL) 1/50,1/30,1/20,1/10 

□ 基準線（BASIS） 
● 後述の（4）描画仕様 参照のこと。 

□ 寸法線（SIZE） 
● 後述の（4）描画仕様 参照のこと。 

□ 注記（NOTE） 
● 接続口名称を記述する場合には接続口用途 IDを用いるものとする。 
● アンカーサイズを記述する場合は、下記のとおり表現する。 
接続口用途 ID＋半角スペース＋半角数字＋ 半角“–”(ハイフン)＋φ 小文字＋ 
半角数字 x 半角英字小文字 ＋半角数字 

(例) ・アンカー穴径 ：１０㎜、 個数：４の場合  → AH  4-φ10 
 ・アンカー丸長穴：１０ｘ２５㎜、個数：４の場合  → AH  4-φ10x25 

・アンカー角長穴 ：１０ｘ２５㎜ 個数：４の場合  → AH  4-(10x25) 

● 接続口名称、アンカーサイズを除く注記の記述方法は任意とする。 

□ 配置点（ARRANGE） 
● 配置点（ARRANGE）は、機器施工時の設置基準点となる点とする。 
● 機器施工時の設置基準点を選定する際は以下を目安とする。 
・壁面・床面・天井面等の面に接する場合は、その面と接する線上を配置点とする。 
・上記の面に接しない場合は、基準線の交点とする。 

● 展開方向毎に 1 点の配置点を持つものとする。（３次元的には機器毎に唯一の点） 
● 配置点(ARRANGE)が CAD図面上の原点（0,0）となるように図面作成を行う。 
● 円の径は任意とする。（A3 用紙に出力した際、3mm 程度で表示されるのを目安とする。） 

□ 固定点（FIX） 
● フック、アンカーの位置に円で作図する。 
● 円の径はフック、アンカーの短径とする。 

□ メンテナンススペース・建築開口（SERVICESPACE） 
● 基礎参考図が有る場合は、本レイヤに作図する。 

□ その他（ETC） 
● 本仕様 BLCJ標準（Ver. 2.0）では仕様未決定。 

□ シンボル図形（SYMBOLLINE） 
● 本レイヤは当面の間は機器メーカーからの提供を不要とする。  
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(4) 描画仕様 
□ 描画要領 

● 機器詳細図形および機器主要外周図形の絵柄イメージおよび精度等は、「2D外形図作成基準資
料」を参照のこと。 

□ 下面の作図方法 
● 天井面露出フェース機器※3 および室内露出機器※4 は機器下面の形状を鏡面図(見上げ図)とし

て作図する。 
● 床置き機器は機器の底面形状（床面に密着する機器底面）および足、アンカー穴、架台、(見上

げ図) として作図する。 
※3 天井内隠蔽機器部分および、隠蔽型機器は作図不要とする。 
※4 取付位置が概ね 1,800 ㎜以上に設置する機器とする。 
※5 基礎参考図が有る場合は、レイヤ[SERVICESPACE]に作図する。 

(5) 2D 外形図ファイル規則 
● ファイル形式：2D外形図ファイルは、原則として展開方向別に DXF形式に出力する。 

また、例外として展開方向別に分割していないものの提供も認める。 
● ファイル名称： ファイル名は「????????????X. DXF」形式とする。 
－拡張子 ：DXF 
－???????????? ：任意の半角英数字（12 文字以内） 
－X  ：展開方向。下表にて定義する数字 

 
表 4.2.5 2D ファイル構成 

仕様属性項目 
２D 外形図 

（平面） 

２D 外形図 

（正面） 

２D 外形図

（背面） 

２D 外形図 

（右側面） 

２D 外形図 

（左側面） 

２D 外形図 

（下面） 

２D 外形図注 

（展開無し） 

該当仕様属性項目 ID FLA_FILE FRO_FILE REA_FILE RIT_FILE LEF_FILE BOT_FILE ETC_FILE 

展開方向「X」の値 1 2 3 4 5 6 7 

注：6面図の提供を推奨するが、短期的にはデータ提供に困難がある場合も想定されることから、当面
定措置として 6 面図全てが揃わなくても構わない（可能なものを提供する）ものとする。ただし、
いずれの場合においても、データの作成方法（後述）に関しては、本仕様に準拠することとする。 

 

4.2.4 ダクト、配管接続口情報 

(1) ダクト・配管接続口仕様情報の記載例 
条件設定 ID：LOC（No.521：接続口の拡張／接続口位置・方向）を伴う仕様 IDの場合 
● 仕様属性項目No.5010～5086＜ダクト接続口仕様情報＞および No.5500～5790＜配管接続口仕

様情報＞に分類される、仕様属性項目条件設定 ID：LOC（No.521：接続口の拡張／接続口位
置・方向）を伴う仕様 IDについて、接続口の位置および方向は、配置点を座標（0 , 0 , 0）※と
した接続口位置点(ｘ,ｙ,ｚ) および接続配管方向(α,β)によって表す。 
※：各面における配置点（4.2.1 参照。）を表す３次元空間上の唯一の点 
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● 仕様値は次の要領で記述する。 
（x , y ,z値のデフォルト単位は mmとし、異なる場合は単位 IDで単位を付加する） 

仕様値＝x / y / z / α / β 
このとき、x：接続口の x 座標、y：接続口の Y 座標、z：接続口の Z 座標 
α：XY 平面での方位角（０～３６０） 
β：XY 平面からの仰角の数値（－９０～９０） 
( x , y , z , α ,β は数値とし省略はできない。また、“ / ” はセパレーターを表す。) 

表現例：150/-900/400/270/0 

図 4.2.4 ダクト、配管接続口記載例 
 
(2) 接続口用途ＩＤの位置づけ 
接続口用途 IDは、「4.2.3 2D外形図(3)レイヤ構成」、および「4.2.2 3D外形図(5)レイヤ構成」に

基づき、レイヤ No.5、注記レイヤ：NOTE に記述する。 
 

4.2.5 各種マニュアル、性能線図等 

本項では、図面・図書参照情報項目に属する参照ファイルのうち、以下の画像データファイルについ
て、データ作成方法に関するガイドラインを示す。 
本ガイドラインは、ユーザーの利便性を考慮した上での推奨案という位置付けであるので、データ作

成に際して適宜参照されたい。 

・仕様属性項目 No.7300： 外観写真 
・仕様属性項目 No.7610： 送風機選定線図 

： 
・仕様属性項目 No.7672： 製氷運転範囲線図 

● 画像系の主なファイル形式としては、PDF、JPEG、PNG、BMP、TIFF等が想定されるが、再
現した時の視認性に考慮し作成するとともに、システムに大きな負担なく再現できるよう、デー
タサイズが大きなものについては適宜圧縮をかけるよう心がける。データサイズの目安として
は、数十 KB 程度。大きくても 100KB程度とする。 

α

+ｘ

+ｙ
+ｚ

β

ｘ

ｙ

ｚ

配置点
(0,0,0)

接続点
(ｘ,ｙ,ｚ)

接続配管方向
(α,β)
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● 一度出力したものをスキャナーで読み込む場合、データ量が画質に対して相対的に大きくなる傾
向があるので、データを圧縮する場合、可能なものについてはオリジナルデータから直接行う。 

● JPEG、PDF 等バージョンが複数ある場合には、互換性に配慮して、最新のものは避け、1～2
代古いバージョンとすることを推奨する。 

 

4.3 属性情報 

4.3.1 仕様属性項目、仕様 ID、仕様の構成 

(1) 設備機器情報の分類と仕様属性項目の関係 
本仕様では、設備機器情報を用途や性格を考慮の上、下表のとおり、｢機器管理情報｣、｢機器仕様情

報(数値・テキスト情報)｣、｢機器仕様情報(図面・図書参照情報)｣、｢組合せ機器情報(機器構成情報)」で
構成している。 

表 4.3.1  仕様属性項目、仕様 ID、仕様の構成 

分 類 概 要 備 考 

機器管理情報 企業コードやメーカー型番等のように設備
機器情報を管理する上で必要な情報 

仕様ファイルに記述
される 

機器仕様情報 数値・テキス
ト情報 

設備機器の性能・仕様を表す情報のうち、
定格出力、冷却能力等の仕様を表す情報 

仕様ファイルに記述
される 

図面・図書参
照情報 

設備機器の性能・仕様を表す情報のうち、
姿図、能力線図、施工要領書に相当する情
報 

図面・図書参照ファ
イルにとりまとめら
れる 

組合せ機器情報 機器構成情報 組合せ商品を構成する機器単体型番、接続
台数を表す情報 

組合せ中間ファイル
にまとめられる 

 
(2) 仕様 ID の構成 
仕様属性項目の中には、設備機器の運転条件等を設定しないと仕様値が決まらないものや、建築分野

での仕様表現を仕様マスターより選択し、組み合わせて表現することがある。 
こうした点を踏まえ、一つの仕様 IDに対し１つの仕様値を付与するため、本仕様では、仕様 IDを下

表のとおり構造化し、各要素に対応した IDの組み合わせにより表現している。 
表 4.3.2  仕様 ID の構成 

仕様 ID の構成要素 概 要 

仕様 ID 仕様属性項目 ID 仕様属性項目を表す ID 
条件設定 ID 設備機器の運転条件等の条件を定義する ID で、１つの仕様属性

項目に対して１つ以上の条件設定 ID を設定、もしくは省略する
ことができる 

単位 ID 仕様値の単位を示す ID 

※ 単位 IDが異なる場合、仕様属性項目が同じであっても仕様 IDとしては別物として認識される
ことになる。 
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一方、データの利用方法としては、システム的にある範囲の仕様値を満たす設備機器を複数のメーカ
ーから検索・選定するような用途が考えられる。この場合、仕様属性項目が同じであっても、単位 ID
の違いから仕様 IDが異なり、利用者が本来意図した網羅的な検索を阻害する可能性がある。この問題
に対処するため、以下に記す“単位グループ”という概念を導入し､同系統の単位を単位グループでまとめ
ることとする。 

●同じ単位グループであればどの単位でデータを作成しても良い。 
●同じ単位グループであればどの単位で検索しても同じ結果を得る。 

 
(3) 仕様値 
仕様値は、原則として仕様ファイルに定義する。ただし、仕様値が図面や図書等の外部参照ファイル

で表現されている場合、仕様ファイルでは、仕様値に相当するデータとして、図面・図書参照ファイル
名を記述する。 

 
なお、設備機器情報の分類と仕様属性項目の対応関係は下図に示すとおりである。 

 

図 4.3.1  設備機器情報の分類と仕様属性項目の対応関係 
  

設備機器情報 機器管理情報 機器管理情報項目 

機器仕様情報 数値･テキスト情報 

 

数値･テキスト情報 

･

組合せ機器情報 機器構成情報 数値･テキスト情報 

仕様属性項目 
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4.3.2 機器仕様属性情報データ全般に係る項目 

本項では、建設業界（BIM 関連ソフトウェアベンダーを含む）で授受される設備機器情報に関する受
渡しルールを記述している。 
本項目には、機器･器具･部材の属性情報データに係るファイルを作成する際のルールと、属性情報デ
ータの授受に関するルールが含まれる。 
 

(1) 属性情報 IDX ファイル作成ルール 
機器･器具･部材の属性情報データを作成する際には以下①、②に留意して作成する。 

① 仕様属性項目選択ルール 
機器･器具･部材情報データを作成する場合は、該当する機器に必要とされる仕様属性項目一覧資料選

択項目｢◎･〇･●｣を選択することを推奨する。 
② ファイル形式・ファイル名称付与に関するルール 
仕様ファイル､図面ファイル・図書ファイル等の参照ルールの形式、名称等は以下の記述に従うもの

とする。 

□ ｢仕様属性ファイル｣ 

●ファイル形式： 仕様ファイルのファイル形式は CSV形式に従う。 
●ファイル名称： 仕様ファイルのファイル名は「XXXXXX??. IDX」の形式に従う。 

－ 拡張子    ：IDX 
－ XXXXXX  ：メーカーコード（6 桁の半角数字） 
－ ??    ：任意の半角英数字 

●ファイル構成： ファイルの物理的な形態については次のとおりとする。 
－ ファイル形式  ：ＣＳＶ形式テキストファイル 
－ ファイル仕様  ：1 レコード目注１ ：仕様 ID 

：2 レコード目以降    ：仕様値 

注１ 仕様属性項目No.が 1000番台の仕様属性項目(後述)に関しては､行の先頭より仕様属項目 No.
の順番(昇順)で記述する。それ以外の仕様属性項目の並び順に関しては任意とする。 

（データ例） 

1 レコード目(仕様 ID) 
MAKERCODE,CGRYCODE,NAME1,NAME2, 
FRA_FILE,FRO_FILE,REA_FILE, 
RIT_FILE,LEF_FILE,BOT_FILE, 
3D_D_FILE,3D_M_FILE, 
3D_V_FILE,SIZE_W@MM, 
SIZE_D@MM,SIZE_H@MM ¶ 
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２レコード目以降(仕様値) ※ 
999999,50052501000000,L06FKS-B,送風機Ｂ型,  
999999¥5005250¥L06FKSB1.DXF,999999¥5005250¥L06FKSB2.DXF, 
999999¥5005250¥L06FKSB3.DXF,999999¥5005250¥L06FKSB4.DXF, 
999999¥5005250¥L06FKSB5.DXF,999999¥5005250¥L06FKSB6.DXF, 
999999¥5005250¥L06FKSBD.XXX,999999¥5005250¥L06FKSBM.XXX, 
999999¥5005250¥L06FKSBV.XXX,1000,800,650¶ 
999999,50052501000000,L06FKS-C, 送風機Ｃ型, 
999999¥5005250¥L06FKSC1.DXF,999999¥5005250¥L06FKSC2.DXF, 
999999¥5005250¥L06FKSC3.DXF,999999¥5005250¥L06FKSC4.DXF, 
999999¥5005250¥L06FKSC5.DXF,999999¥5005250¥L06FKSC6.DXF, 
999999¥5005250¥L06FKSCD.XXX,999999¥5005250¥L06FKSCM.XXX, 
999999¥5005250¥L06FKSCV.XXX,1000,800,650¶ 
999999,50052501000000,L06FKS-D,送風機Ｄ型, 
999999¥5005250¥L06FKSD1.DXF,999999¥5005250¥L06FKSD2.DXF, 
999999¥5005250¥L06FKSD3.DXF,999999¥5005250¥L06FKSD4.DXF, 
999999¥5005250¥L06FKSD5.DXF,999999¥5005250¥L06FKSD6.DXF, 
999999¥5005250¥L06FKSDD.XXX,999999¥5005250¥L06FKSDM.XXX, 
999999¥5005250¥L06FKSDV.XXX,1000,800,650¶ 

※ ファイル名はパス付で指定する。 
（パス名（ディレクトリ名）の付し方は記載例を参照のこと） 

□ ｢組合せ中間ファイル｣ 
●ファイル形式： 組合せ中間ファイルのファイル形式は CSV 形式に従う。 
●ファイル名称： 組合せ中間ファイルのファイル名は「XXXXXX??. ASS」形式に従う。 

－拡張子   ：ASS 
－XXXXXX   ：メーカーコード（6 桁の半角数字） 
－??  ：任意の半角英数字（#、&、@、／は用いないこと） 

 
●ファイル構成： 次の構成からなる形式とする。なお、ファイル作成時の入力文字規定は 
「仕様属性項目一覧」に従う。 

－ファイル形式  ：ＣＳＶ形式テキストファイル 
－ファイル仕様  ：各レコードは下記の項目で構成される 
組合せを構成する機器単体の数は制限を設けない 
－機器分類コード(組合せ商品) ：仕様属性項目 №1200 と同じとする 
－組合せ商品型番  ：仕様属性項目 №1300 と同じとする 
－機器分類コード(構成機器単体) ：仕様属性項目 №1200 と同じとする 
－構成機器単体型番  ：仕様属性項目 №1300 と同じとする 
－接続台数   ：属性:｢NUMBER｣、フィールド形式:｢数字｣ 

     桁数:｢１｣、レベル:｢１｣半角数字とする 
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（データ例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組合せ中間ファイルの例 
 

 
 

機器分類コード 
（組合せ商品） 
→CGRYCODE_SET 

組合せ商品型番 
 
→NAME1_SET 

機器分類コード 
（構成機器単体） 
→CGRYCODE 

構成機器 
単体型番 
→NAME1 

接続台数 
→NUM_CONNECT 

50053003220030 αβ 50053003120030 α 2 

50053003220030 αβ 50053003120200 β 1 

図 4.3.2 属性情報 IDX ファイル作成例 

4.3.3 オブジェクト作成基準(参考) 

(1) 2D オブジェクト 
□ 2D 外形図ファイル 
① ファイル形式：2D 外形図ファイルは、原則として展開方向別に DXF 形式に出力する。 
また、例外として展開方向別に分割していないものの提供も認める。 

② ファイル名称：ファイル名は「????????????X. DXF」形式とする。 
－拡張子  ：DXF 
－????????????     ：任意の半角英数字（12 文字以内） 
－X      ：展開方向。下表にて定義する数字 

 
表 4.3.3  2D オブジェクト構成 

注：6面図の提供を推奨するが、短期的にはデータ提供に困難がある場合も想定されることから、当
面の暫定措置として 6面図全てが揃わなくても構わない（可能なものを提供する）ものとする。
ただし､いずれの場合においても､データの作成方法に関しては､本仕様を参考にすることとする。 

  

仕様属性項目 
２D 外形図 

（平面） 

２D 外形図 

（正面） 

２D 外形図 

（背面） 

２D 外形図 

（右側面） 

２D 外形図 

（左側面） 

２D 外形図 

（下面） 

２D 外形図注 

（展開無し） 

該当する仕様属性項目 ID FLA_FILE FRO_FILE REA_FILE RIT_FILE LEF_FILE BOT_FILE ETC_FILE 

展開方向「X」の値 1 2 3 4 5 6 ７ 

仕様ファイル（IDX ファイル） 
（ⅰ）室内機：α の仕様値（機器単体） 
（ⅱ）室外機：β の仕様値（機器単体） 
（ⅲ）組合せ商品：αβ の仕様値＋「ASS_FLG※」 

例：組合せ商品：αβ 
（パッケージエアコン） 

 室外機：β 

室内機：α 室内機：α 

※仕様属性項目 № 6200 
 （組み合わせフラグ：ASS_FLG） 
に１をセットする。 
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(2) 属性データ(中間ファイル)授受方法 
BLCJ 機器ライブラリーデータを Web サイトに掲載する際には、属性データ+3Dオブジェクト/2D

外形図データ+各種技術情報ファイルを記憶媒体等により収録し、以下の①～④に従うものとする。 

① BLCJ 仕様データ生成・チェックソフト 
BLCJ 属性仕様に準拠した｢データ生成・チェックソフト｣は実行ファイルと関連マスタテーブルを含

んで提供予定。 
※データ生成ソフトは、利用ユーザー・機器メーカーに対して無償で提供する予定。詳細は一般財団
法人 建築保全センター：BLCJ 事務局にお問い合わせ頂きたい。 

② ボリュームラベル 
●ユーザーに配布するデータ記憶媒体には、ボリュームラベルを付加する。 
●ボリュームラベルの目的はデータ記憶媒体のバージョン管理なので、ラベルが重複しないよう充分
注意する。 

●ボリュームラベルは「XXXXXXYYM??」（11 バイト）とする。 

－XXXXXX ：企業コード（半角数字の 6 桁） 
－YYM ：データ記憶媒体を作成した年月を現わす 
－YY  ：西暦の下 2 桁（半角数字の 2 桁） 
－M  ：月（半角英数字の１桁。2 桁の月、即ち、10 月は A、11 月は B、 

12 月は C とする。） 
－??  ：任意の半角英数字（#、&、@、/は用いないこと。） 

 
例：機器メーカーＥ社（企業コード 111111）が DVD-ROM を 30年 10 月に作成した場合 

→ 11111113A01 

③ ディレクトリ階層 
メーカーコードと C-CADEC 中分類毎に分ける２階層とする。 

④ ディレクトリ名 
● １階層目 
・メーカーコード（CII統一企業コード準拠）とする。 
例：メーカーコードが 111111 の場合 → 111111（半角数字の６桁） 

● ２階層目 
・BLCJ分類コード､中分類毎に対応する機器分類コードの頭７桁の数字（分野コード＋大分類コー
ド＋中分類コード）を用いる。 
例：空調機用ディレクトリ名 → 5005300（半角数字の７桁） 

● 仕様ファイルの配置方法 
・BLCJ分類コード､中分類のディレクトリに圧縮せずに配置する。 
例： メーカーコードが 111111の機器メーカーの空調機用仕様ファイル名の場合 

→ 111111AC.IDX 
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● 3Dオブジェクト、2D外形図ファイルの配置方法 
・ファイルは C-CADEC中分類のディレクトリに圧縮せずに配置する。 

 
（企業コードが 111111 の例） 

 
図 4.3.3 データ収納･階層記載例 

  

 

11111104A01
　（ボリュームラベル）

111111

５００５２５０　←冷凍機の分類コード

５００５３００　←空調機の分類コード

１１１１１１AC.IDX
CA11211.DXF
CA11212.DXF
　　・
　　・

１１１１１１AC.ASS　←組合せ機器がある場合

　　　　　　　　　　　　　　　　（組合せ中間ファイル）
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4.3.4 BLCJ 管理情報項目 

BLCJ 管理情報項目は、BIM オブジェクトを BLCJ BIMライブラリーにおいて識別するための情報
で、下表に示す項目から構成される。 

表 4.3.4  BLCJ 管理情報項目 

 
 

表 4.3.5  BLCJ 管理情報項目 
項目(プロパティ名) 
整理番号/仕様 ID 

項目の説明（プロパティ要件） 
 

データ 
タイプ 

備 考 
記入例 (例:   ) 

企業コード：1100 
MAKERCODE 

企業コードは、「標準（統一）企業コード
(6 桁)」による。このコードは、（一財）日
本情報経済社会推進協会(JIPDEC) が一元
管理する業界横断的な企業コードである。 

文字 BLCJ 
例：010001 

企業名：1110 
MAKERNAME 

企業名を示す。 文字 BIM ﾗｲﾌﾞﾗﾘ技術研究
組合 例:BLCJ 

企業 URL：1120 
MAKERURL 

企業の(連携可能)なホームページを示す。 文字 https://blcj.or.jp 

分類コード：1200 
CGRYCODE 

製品の分類コードを示す。 
当面建築は Uniclass2015 を､設備は CI-
NET コード(14 桁):分野 2 桁+大分類 2 桁+
中分類 3 桁+小分類 4 桁+細分類 3 桁を用
いる。 

文字 貫流ﾎﾞｲﾗｰ(温水) 
50050501500020 
50 05 050 1500 020 

分類グループ：1210 
CGRYGROUP 

Web サイトでの検索用の業種分類を定義。 文字 建築 /構造 /機械 
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(BLCJ 仕様：分野別 DB を定義している
グループで定義する。) 

空調 /衛生 /電気 
土木 

製品グループ：1220 
PD_FAMILYGROUP 

Web サイトでの検索用の製品分類を定義。 
(現在運営されている BIM サイト分類を検
討し後日定義する) 
外装材/屋根材/ドア/サッシ/内装材/建具/収
納/重機/キッチン/サニタリーバルブ(配管部
品)/ダンパ(ダクト部品)/照明器具/電気器具/
家具/住設/家電/電気器具/エクステリア/人
物/車/家電 etc・・・ 

文字 BLCJ 試行サイト PJ
で編成予定 

メーカー型番:1300 
NAME1 

製品等の(メーカー商品)型番を示す。 文字 KF-1000XX 

型式名称：1400 
NAME2 

製品等のメーカーによる型式名称を示す。 文字 小型貫流ボイラー 

製品写真(ｻﾑﾈｲﾙ) 
1410 THUM_PIC 

製品グループと連携し、製品イメージを示
す写真。サムネイル程度の画像品質を用い
る。 
ファイル名は 3D ファイル名と同じ名称記
述。 

文字 PNG/JPEG/GIF 
最小一辺 1024 Pixel
以上 

3D ファイル形式 
1450 3D_FORMAT 

製品等の 3D ファイル形式を(拡張子)で示
す。複数形式を収録する場合は｢：｣区切り
でファイル.拡張子を列記する。 

文字 DWG：ifc：rfa：
reb：dcd：tfs：
ZDW：X3D： 

製品リリース年月 
1500 DATE 

当該の製品等の販売開始時期を年､月､日で
示す。(日は省略可) 

文字 2023 年 1 月 
記入例:2023/01 

製造停止年月 
1510 MANUF_STOP 

当該製品の製造が停止された時期を年､月､
日で示す。当該事由が生じた時に記載。
(日は省略可) 

文字 1999 年 3 月 
記入例:1999/03 

製品出荷対象：1550 
SHIP_TARGET 

製品が使用可能で出荷対象としている国・
地域を｢ISO3166-1 alpha-3｣で記述。複数
形式を収録する場合は｢：｣区切りで列記。 

文字 日本：米国：中国 
JPN：USA：CIN 

ﾃﾞｰﾀ作成ｿﾌﾄ Ver 
1600 SPVER 

BLCJ サイト登録データを作成する際のデ
ータ作成ソフトバージョンを記載する。
Ver. 1.0 は 10 と固定で表記。 

 Ver. 1.0 
例：10 

BLCJ 仕様バージョ
ン 
1610 SPCVER 

BLCJ 標準のバージョンを記載する。 
Ver. 2.0 は 2.0 と記載。 

文字 Ver. 2.0 
例：2.0 

参照している仕様書
等のバージョン 
1620 RFSVER 

各種仕様書等の版を記載する。 文字 〇〇標準仕様書 
※※年版 
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[企業コードの解説] 
「標準企業コード （https://jipdec.or.jp/project/kcode.html）」は、一般財団法人日本情報経済社会推
進協会(JIPDEC) が一元管理する業界横断的な企業コードで、必要とする企業に対して、6 桁の企業識
別コード(統一企業コード)を採番している。原則として、１企業(法人)に対し 1つに限られる。 

EDI:Electronic Data Interchange(企業間商取引に関する情報を標準的な書式に統一して、電子的に
交換する仕組み)で送受信企業を特定する為のコードとして利用されており、企業間電子商取引
(ECALS、納入仕様書交換、環境情報交換、受発注、出荷受入等)における企業識別コード体系として、
業界を問わず利用できるように配慮されている。下 6桁の部門コード(枝番・部門識別コード)は企業が
自社内の組織に対して割り当てるもので、企業自身が自主管理を行うものである。 

 
標準 Ver. 2.0 仕様では､この企業識別コード(統一企業コード)を利用することを基本にしているが、

BLCJ 新試行サイトで､開発中の試作データを掲載するために､BLCJ(BIMライブラリ技術研究組合)で
個別に附番下企業コードも併用し運営している。 
 

4.3.5 BLCJ 仕様属性項目一覧で用いる用語 

BLCJ 仕様属性一覧で用いる用語の意味を以下に示す。 
表 4.3.6 BLCJ 仕様属性項目一覧用語 

用 語 意 味 

仕様情報 建設業界（BIM 関連ソフトウェアベンダーを含む）へ受け渡される建築･設備･電気
ジェネリックライブラリ､機器メーカーライブラリの性能/仕様参照図面等に係る
情報の総称 

仕様属性項目 ｢建築･設備･電気機器情報｣を構成する情報項目 
仕様値 各設備機器が有する「仕様属性項目」に対応した実データ 
仕様 ID 「仕様値」をシステム的に処理、表現するためのコード 
仕様ファイル 「設備機器情報」をデータとして交換する際に用いる中間ファイルで、「仕様 ID」

と「仕様値」で構成される 
図面・図書参照フ
ァイル 

「仕様ファイル」で参照し、本ファイルとともに設備機器メーカーから建設業界に
受け渡される参照図面等のファイル群 

設備機器情報デ
ータ 

電子化された「設備機器情報」の概念的な呼び名で、「仕様ファイル」と「図面・図
書参照ファイル」から構成される 

設備機器ライブ
ラリデータ 

2 次利用を目的として収集・整備された複数設備機器に関する「設備機器 
情報データ」の集合体、もしくは設備機器単体の「設備機器情報データ」 

組合わせ中間フ
ァイル 

単体機器を組み合せたセット製品を表現するための中間ファイルで、「機器分類コ
ード(組合せ商品)」、「組合せ商品型番」、「機器分類コード(構成機器単体)」、「機器構
成単体型番」、「接続台数」で構成される 

  

https://jipdec.or.jp/project/kcode.html
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4.3.6 BLCJ 技術情報項目 

BLCJ 技術情報項目を以下に示す。 
BLCJ 技術項目は建築では、BLCJ 管理項目、BOS一般、IFCと COBieに含まれない項目である。 
設備では、入力段階では、BLCJ管理項目、BOS一般に含まれない項目であるが、IFC、COBie にも

含まれる項目は、自動的に情報が転送される。 
表 4.3.7  BLCJ 技術情報項目(設備)（1/5） 
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表 4.3.7  BLCJ 技術情報項目(設備)（2/5） 
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表 4.3.7  BLCJ 技術情報項目(設備)（3/5） 
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表 4.3.7  BLCJ 技術情報項目(設備)（4/5） 
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表 4.3.7  BLCJ 技術情報項目(設備)（5/5） 

 
 

[解説・BLCJ 技術情報項目の記載の説明] 

BLCJ 技術情報項目の記載の原則を以下に示す。なお、詳細は資料 BLCJ仕様本編による。 
 

１．仕様ファイル､オブジェクト・参照ファイルに関するルール 

（１）仕様ファイルに対する考え方 
仕様値の付与ルールとして、文字の種類、文字数に関する制約条件等を中心にルールを作成した。 
その際に、コードや単位を付与する仕様値については、標準化を念頭に次の点を考慮している。 
●関係業界団体で検討された成果を参考にする 
●単位表示は、できるだけ標準的な単位を使用する 

 
（２）オブジェクト・参照ファイルに対する考え方 
オブジェクト及び参照ファイルとしては、3Dオブジェクト、2D外形図、姿図、写真、性能線図
等が考えられる。本仕様では、このうち 3Dオブジェクト、2D外形図ファイルを対象として、レイ
ヤ分類方法、外形図の展開方法、外形図の描画方法等のルールを示している。 
なお、図面・図書参照情報項目に係る仕様値については、図面・図書参照ファイル名を仕様ファ
イルに記述することにより、外部の図面・図書参照ファイルとの対応を図る。 
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２．仕様ファイルの内部構成 

（１）仕様ＩＤの構成 
仕様 IDは仕様属性項目 ID、条件設定 ID、単位 IDで構成される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.3.4 仕様 ID 編成例(冷却能力記載例) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.3.5 仕様 ID 編成例(配管接続口例) 
 
 

「配管接続口 往き 単位: mm  No1」の場合 

 

 仕様 ID 

一般単口ｹｰｽ ⇒ P_CONNECT & S @MM  
複数口ｹｰｽ   ⇒ P_CONNECT & S &NO01 @MM 
 

& P_CONNECT S & ( NO01 ) @ MM 

S  
 条件設定 ID※ 

＋ ＋ ＋ 
P_CONNECT 

 仕様属性項目 ID 

( NO01 ) 
 条件設定 ID※ 

MM 
 単位 ID 

※｢条件設定 ID｣は複数回の使用が可能。複数の（往き）表現の場合では｢条件設定 ID｣を２回使用。 
  一般(往き単口)の場合では｢条件 ID｣は 1 回使用。 

「冷却能力 電力周波数 50HZ 単位: kW  1台運転時」の場合 

 

 仕様 ID 

CL_AB & CO01 & HZ50 @ QKW 

& CL_AB CO01 & HZ50 @ QKW 

CO01 
 

条件設定 ID※ ＋ ＋ ＋ 

CL_AB 
 

仕様属性項 ID 

HZ50 
 

条件設定 ID※ 

QKW 
 

単位 ID 

※｢条件設定 ID｣は省略あるいは複数回の使用が可能。本例の場合では｢条件設定 ID｣を２回使用して
いる。 
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図 4.3.6 仕様 ID 編成例(配管接続口例) 
 
（２）仕様ＩＤの構成要素 

● 仕様属性項目ＩＤ 
・XXXX：仕様属性項目 IDに基づき、仕様 IDの先頭に記述する。 
● 条件設定ＩＤ 
・XXXX：条件設定 IDに基づき仕様属性項目 IDに続けて [&条件設定 ID]で記述する。 
・[&条件設定 ID]は複数回数出現可能もしくは省略可能。 
（※上記の例の場合では２回使用） 

● 単位ＩＤ 
・XXXX：単位 IDに基づき、条件設定 ID（条件設定 IDの無い場合は仕様属性項目 ID）に続けて

[@単位 ID]で記述する。 
・仕様値の属性がNUMBER の場合には、仕様 IDに[@単位 ID]を必ず記述する。 
・[@単位 ID]の複数回数出現は不可。 

 
仕様 ID については、以下の制約に従うものとする。 

● 文字は半角英数字および半角表記の_（アンダースコア）、&、@を用いるものとする。 
● 業界団体等において、本仕様（Ver. 2.0）に示す以外の仕様 ID（仕様属性項目 ID、条件設定

ID、単位 IDのいずれか）を、本仕様の規約に準拠して検討する場合、建設業界全体のデータ
の互換性確保の観点から、本仕様に記す IDと重複しないよう配慮することを推奨する。 

 
 
 

「温水管接続口 / 高温 / 往き / CCHM接続 / 単位:mm」の場合 

H_CONNECT  ＆  HITMP   ＆    S    &  METH   ＠   MM 

仕様 ID 

 HITMP 
 条件設定 ID

H_CONNECT 
 仕様属性項目 ID 

METH 
 条件設定 ID

MM 
 単位 ID 

S 
 条件設定 ID

温水接続+高温+往管+CCHM 接続+単位ｹｰｽ ⇒ H_CONNECT &HTTMP& S & METH @MM 

※｢条件設定 ID｣は複数回の使用が可能。複数の（往き）表現の場合では｢条件設定 ID｣を３回使用。 
一般(往き単口)の場合では｢条件 ID｣は２回使用。 

＋ ＋ ＋ ＋ 
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（３）仕様ＩＤの制約事項 
仕様 IDについては、以下の制約に従うものとする。 

 
●文字は半角英数字および半角表記の_（アンダースコア）、&、@を用いるものとする。 
●業界団体等において、本仕様（Ver. 2.0）に示す以外の仕様 ID（仕様属性項目 ID、条件設定 ID、
単位 IDのいずれか）を、本仕様の規約に準拠して検討する場合、建設業界全体のデータの互換性
確保の観点から、本仕様に記す IDと重複しないよう配慮することを推奨する。 

 
 

4.3.7 IFC に基づく情報項目 

IFCに基づく情報項目は、NBSによる BIMオブジェクト標準「2.5 IFC」に定められた内容に準じて
｢設備・電気｣属性情報一覧では､IFC 標準で定められた情報項目を編成している。 

表 4.3.8 BLCJ NBS IFC 情報項目(設備) 

 
 

4.3.8 BOS 一般に基づく情報項目 

BOS 一般に基づく情報項目は、NBSの BIMオブジェクト標準の｢2.7 BOS一般｣に定められた内容に
準じて｢設備・電気｣属性情報一覧では､BOS 一般で定められた情報項目を編成している。 

表 4.3.9 BLCJ NBS BOSGeneral 情報項目(設備) 
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4.3.9 BLCJ 見積／機器仕様情報 

BLCJ 見積その他･拡張情報項目を以下に示す。 
 

表 4.3.10 BLCJ 見積その他･拡張情報項目(設備)
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4.3.10  BLCJ 機器仕様情報／図面･図書参照情報 

BLCJ 機器仕様情報／図面･図書参照情報項目を以下に示す。 
 

表 4.3.11 BLCJ 機器仕様情報／図面･図書参照 情報項目(設備) 
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4.3.11  BLCJ･図書／テキスト／コミッショニング情報項目 

BLCJ 図面･図書参照連携情報項目を以下に示す。 
 

表 4.3.12 BLCJ 図書/テキスト/コミッショニング参照 情報項目(設備) 
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4.3.12  ファシリティマネージメント FM 及び COBie に基づく情報項目 

FM 及び COBie に基づく情報項目は、NBS の BIM オブジェクト標準の「セクション 2 情報要件 2.6 
FM プロパティ」に定められた内容に準じて、｢設備・電気｣属性情報一覧では､FM及び COBieで定め
られた情報項目を必要に応じて記入する仕様として編成している。 

 
表 4.3.13 BLCJ FM 及び COBie 情報項目(設備) 
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4.4 仕様属性項目編成 

4.4.1 BLCJ 設備仕様属性項目一覧編成 

(1) 設備仕様属性項目(設計･施工･維持管理)オブジェクト編成 
｢設備｣仕様属性項目一覧は(設計･施工･維持管理)オブジェクトごとに推奨仕様編成を示している。 
 

表 4.4.1 設備仕様属性項目一覧表｢ジェネリック｣｢メーカー｣｢施設管理｣一覧 Ver. 2.0 

 

｢ジェネリック｣       ｢メーカー｣        ｢施設管理｣ 
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(2) ｢設備｣機器分類毎の仕様属性項目｢ジェネリックオブジェクト｣一覧 
表 4.4.2 ｢設備｣仕様属性項目｢ジェネリックオブジェクト｣一覧 Ver. 2.0（1/6） 
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表 4.4.2 ｢設備｣仕様属性項目｢ジェネリックオブジェクト｣一覧 Ver. 2.0（2/6） 
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表 4.4.2  ｢設備｣仕様属性項目｢ジェネリックオブジェクト｣一覧 Ver. 2.0（3/6） 
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表 4.4.2  ｢設備｣仕様属性項目｢ジェネリックオブジェクト｣一覧 Ver. 2.0（4/6） 
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表 4.4.2  ｢設備｣仕様属性項目｢ジェネリックオブジェクト｣一覧 Ver. 2.0（5/6） 
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表 4.4.2  ｢設備｣仕様属性項目｢ジェネリックオブジェクト｣一覧 Ver. 2.0（6/6） 
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(3) ｢設備｣機器分類毎の仕様属性項目｢メーカーオブジェクト｣一覧 
表 4.4.3 ｢設備｣仕様属性項目｢メーカーオブジェクト｣一覧 Ver. 2.0 
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(4) ｢設備｣機器分類毎の仕様属性項目｢施設管理オブジェクト｣一覧 
表 4.4.4 ｢設備｣仕様属性項目｢施設管理オブジェクト｣一覧 Ver. 2.0 
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(5) ｢設備｣カテゴリー別パラメータリスト一覧 
建築 BIM 推進会議ステージ｢S2･S3･S4･S5･S6｣に編成する属性情報値拡張整備 
｢表 4.4.2｣は､大分類による機器別に属性情報を一覧でまとめた表になっているため、例えばマルチパ

ッケージ形空気調和機(EHP)と、ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機(GHP)でそれぞれ入力すべき
属性情報が何であるかを判断することが困難であるため、もう一段細かい分類による主要な機種別(カテ
ゴリ別)で、必要な属性情報一覧を｢表 4.4.5～10｣に編成を示す。このカテゴリ別パラメータリストで
は、BIM のプロジェクトデータの中で、ステージ別に入力すべき属性情報値を、必須「◎」、推奨
「●」、随時「〇」に段階を分けて、入力例も含めて例示している。 
また､この詳細編成では、国土交通省：建築 BIM 推進会議で定義しているステージ｢S0～S7｣範囲の

内､主要に使用する｢S2･S3･S4･S5･S6｣に編成する属性情報値として､今年度拡張整備を行った。 
なお、プロジェクトにロードする前の、ジェネリックオブジェクトやメーカーオブジェクトが、デフ

ォルトで入力しておくべき属性情報値についても考え方を示している。 

 

図 4.4.1 建築 BIM 推進会議ステージ｢S2･S3･S4･S5･S6｣編成 
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BLCJ｢カテゴリ別パラメータリスト｣ 

｢空調機｣ 

表 4.4.5  確認申請対象パラメータリスト検討｢空調機｣ 

  

■カテゴリ別パラメータリスト(案) 05 300 空調機

Items 仕様属性ID
フィールド

形式 G M

〇 〇 〇 1710 SIGH 記号 テキスト 記号 共 文字 ACU-1F-1 □ □

〇 〇 〇 1720 DESINA 呼称 テキスト 呼称 共 文字 ユニット形空気調和機 ■ ■

〇 3010 SA_Q 送 風 量 数字 風量 共 空気密度 10,000 [m3/h] ■ ■

〇 3040 SVA_Q 給 気 量 数字 給気量 共 空気密度 10,000 [m3/h] □ □
BEST 3050 RA_Q 還 気 量 数字 還気量 共 空気密度 7,000 [m3/h] □ □

〇 〇 〇 3060 OA_Q 外 気 量 数字 外気量 共 空気密度 3,000 [m3/h] □ □

〇 〇 〇 3070 EA_Q 排 気 量 数字 排気量 共 空気密度 3,000 [m3/h] □ □

〇 BEST 4010 SP 機外静圧 数字
機外静圧、
機外静圧_送風機、
機外静圧_還風機

共 圧力 300 [Pa] □ ■

〇 〇 4338 ENTEF_ACL
エンタルピー交換効
率_冷房 数字 エンタルピー交換効率_冷房 共 係数 60 [%] □ ■

〇 〇 4339 ENTEF_HTS
エンタルピー交換効
率_暖房 数字 エンタルピー交換効率_暖房 共 係数 60 [%] □ ■

4342 STEX_EF 温度交換効率 数字 温度交換効率 共 係数 60 [%] □ ■
〇 2010 CL_AB 冷却能力 数字 冷却能力 共 冷房負荷 100 [kW] □ ■
〇 2050 HT_AB 加熱能力 数字 加熱能力 共 暖房負荷 50 [kW] □ ■

BEST 3230 CH_Q 冷温水量 数字 冷温水量 共 流量 300 [l/min] □ ■

BEST 3210 C_Q 冷 水 量 数字 冷水量 共 流量 300 [l/min] □ ■

BEST 3220 H_Q 温 水 量 数字 温水量 共 流量 300 [l/min] □ ■

BEST 4210 COIL_N コイル列数 数字
コイル列数_冷温水、
コイル列数_冷水、
コイル列数_温水

共 整数 4 □ ■

BEST 4464 FAN_TYPE ファンの種類 テキスト ファンの種類 共 文字 プラグファン ■ ■

4520 PHASE   相  数字 相 共 極数 3 ■ ■

4510 ELECYCLE 周 波 数 数字 周波数 共 周波数 50［Hz］ □ ■
4530 VOLTAGE 電   圧 数字 電圧 共 電圧 200［V］ □ ■

〇 〇 4540 ELEC_OUT 電動機出力 数字

電動機出力_送風機、
電動機出力_還風機、
電動機出力_外気、
電動機出力_排気

共 電力 7.5[kW] □ ■

(〇) (〇) 4560 ELECONSUM 消費電力 数字 消費電力_全熱交換器 共 電力 100  [W] □ ■

BEST 〃 〃 〃 〃 消費電力_加湿器 共 電力 15  [W] □ ■

〇 〇 4720 STR_TYPE 始動方式 テキスト 始動方式 共 文字 INV □ □

BEST 4730 MOTOR_TYPE 電動機種別 テキスト 電動機_種別 共 文字 高効率 □ ■

〇 7610 FSEL_CHART 送風機選定線図 ファイル名 能力線図URL 共 URL □ ■

1300 NAME1 メーカー型番 テキスト 説明 組 文字 AAA-AAAA □ ■

6120 SET_FORM 設置形態 コード 設置方法 共 文字 床置形 ■ ■

〇 〇 4540 ELEC_OUT 電動機出力 数字 電動機出力_送風機,等 共 電力 7.5[kW] □ ■

4420 PRD_QA 製品質量 数字 製品質量 共 質量 1,000[kg］ □ ■

備考

パラメータ名

■：オブジェクトにデフォルトで値入力
□：プロジェクトでユーザーが値入力
G：ジェネリック、M：メーカー

パラメータ
タイプ

BLCJオブジェクト標準Ver.1.0
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Revit
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(RUG)
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「全熱交換器」 

表 4.4.6  確認申請対象パラメータリスト検討｢全熱交換器｣ 

  

■カテゴリ別パラメータリスト(案) 05 450 全熱交換器

Items 仕様属性ID
フィールド

形式 G M

〇 〇 〇 1710 SIGH 記号 テキスト 記号 共 文字 HEU-1F-1 □ □

〇 〇 〇 1720 DESINA 呼称 テキスト 呼称 共 文字 全熱交換ユニット ■ ■

〇 3010 SA_Q 送 風 量 数字 風量 共 空気密度 1,000 [m3/h] ■ ■

〇 〇 〇 3060 OA_Q 外 気 量 数字 外気量 共 空気密度 1,000 [m3/h] □ □

〇 〇 3070 EA_Q 排 気 量 数字 排気量 共 空気密度 1,000 [m3/h] □ □

〇 4010 SP 機外静圧 数字
機外静圧、
機外静圧_送風機、
機外静圧_還風機

共 圧力 100 [Pa] □ ■

〇 〇 4338 ENTEF_ACL
エンタルピー交換効
率_冷房 数字 エンタルピー交換効率_冷房 共 係数 60 [%] □ ■

〇 〇 4339 ENTEF_HTS
エンタルピー交換効
率_暖房 数字 エンタルピー交換効率_暖房 共 係数 60 [%] □ ■

4342 STEX_EF 温度交換効率 数字 温度交換効率 共 係数 60 [%] □ ■

〇 7610 FSEL_CHART 送風機選定線図 ファイル名 能力線図URL 共 URL □ ■

1730 ASIGN 符号 テキスト 符号 共 文字 HEU

1300 NAME1 メーカー型番 テキスト 説明 組 文字 AAA-AAAA □ ■

4520 PHASE 相 数字 相 共 極数 3 ■ ■

4510 ELECYCLE 周波数 数字 周波数 共 周波数 50［Hz］ □ ■
4530 VOLTAGE 電圧 数字 電圧 共 電圧 200［V］ □ ■

〇 〇 4560 ELECONSUM 消費電力 数字 消費電力 共 電力 100  [W] □ ■

6120 SET_FORM 設置形態 コード 設置方法 共 文字 床置形 ■ ■

1110 MAKERNAME 企業名 テキスト 製造元 組 文字 A社 □ ■
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パラメータ名 入力例

備考

BLCJオブジェクト標準Ver.1.0
仕様属性名称

Revit
Shared Parameters

(RUG)

■：オブジェクトにデフォルトで値入力
□：プロジェクトでユーザーが値入力
G：ジェネリック、M：メーカー

パラメータ
タイプ
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「送風機」 

表 4.4.7  確認申請対象パラメータリスト検討｢送風機｣ 

 
  

■カテゴリ別パラメータリスト(案) 05 250 送風機

Items 仕様属性ID
フィールド

形式 G M

〇 〇 〇 1710 SIGH 記号 テキスト 記号 共 文字 FE-1F-1 □ □

〇 〇 〇 1720 DESINA 呼称 テキスト 呼称 共 文字 遠心送風機 ■ ■

〇 〇 〇 3010 SA_Q 送 風 量 数字 風量 共 空気密度 10,000 [m3/h] ■ ■

〇 3060 OA_Q 外 気 量 数字 外気量 共 空気密度 10,000 [m3/h] □ □
〇 3070 EA_Q 排 気 量 数字 排気量 共 空気密度 10,000 [m3/h] □ □

〇 BEST 4010 SP 機外静圧 数字 機外静圧 共 圧力 300 [Pa] □ ■

〇 7610 FSEL_CHART 送風機選定線図 ファイル名 能力線図URL 共 URL □ ■

BEST 4464 FAN_TYPE ファンの種類 テキスト ファンの種類 共 文字 多翼形 ■ ■

1730 ASIGN 符号 テキスト 符号 共 文字 FE

1300 NAME1 メーカー型番 テキスト 説明 組 文字 AAA-AAAA □ ■

4520 PHASE 相 数字 相 共 極数 3 ■ ■

4510 ELECYCLE 周波数 数字 周波数 共 周波数 50［Hz］ □ ■
4530 VOLTAGE 電圧 数字 電圧 共 電圧 200［V］ □ ■

(〇） (〇) 4560 ELECONSUM 消費電力 数字 消費電力 共 電力 100  [W] □ ■

4570 POLE_N 極数 数字 極 共 整数 4 □ ■

〇 〇 4720 STR_TYPE 始動方式 テキスト 始動方式 共 文字 INV □ □

〇 〇 4725 START_STOP_TYPE 発停方法 テキスト 発停方法 共 文字 CO2制御 □ □

〇 〇 4730 MOTOR_TYPE 電動機種別 テキスト 電動機_種別 共 文字 高効率 □ ■

6110 SET_CLAS 設置区分 コード

6120 SET_FORM 設置形態 コード 設置方法 共 文字 床置形 ■ ■

〇 〇 4540 ELEC_OUT 電動機出力 数字 電動機出力 共 電力 7.5[kW] □ ■

4420 PRD_QA 製品質量 数字 製品質量 共 質量 1,000[kg］ □ ■
1110 MAKERNAME 企業名 テキスト 製造元 組 文字 A社 □ ■
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(RUG)

■：オブジェクトにデフォルトで値入力
□：プロジェクトでユーザーが値入力
G：ジェネリック、M：メーカー
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タイプ
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「排煙機」 

表 4.4.8  確認申請対象パラメータリスト検討｢排煙機｣

 
 

  

■カテゴリ別パラメータリスト(案) 05 250 排煙機

Items 仕様属性ID
フィールド

形式 G M

〇 ｰ － 1710 SIGH 記号 テキスト 記号 共 文字 FSM-1 □ □

〇 ｰ － 1720 DESINA 呼称 テキスト 呼称 共 文字 排煙機 ■ ■

〇 ｰ － 3010 SA_Q 送 風 量 数字 風量 共 空気密度 10,000 [m3/h] ■ ■

ｰ － 1730 ASIGN 符号 テキスト 符号 共 文字 FSM ■ ■

ｰ － 1300 NAME1 メーカー型番 テキスト 説明 組 文字 AAA-AAAA □ ■

ｰ － 1110 MAKERNAME 企業名 テキスト 製造元 組 文字 A社 □ ■
ｰ － 4520 PHASE 相 数字 相 共 極数 3 ■ ■
ｰ － 4510 ELECYCLE 周波数 数字 周波数 共 周波数 50［Hz］ □ ■
ｰ － 4530 VOLTAGE 電圧 数字 電圧 共 電圧 200［V］ □ ■
ｰ － 6110 SET_CLAS 設置区分 コード

ｰ － 6120 SET_FORM 設置形態 コード 設置方法 共 文字 床置形 ■ ■

ｰ － 4010 SP 機外静圧 数字 機外静圧 共 圧力 300 [Pa] □ ■
〇 ｰ － 4540 ELEC_OUT 電動機出力 数字 電動機出力 共 電力 7.5[kW] □ ■

ｰ － 4420 PRD_QA 製品質量 数字 製品質量 共 質量 1,000[kg］ □ ■
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■：オブジェクトにデフォルトで値入力
□：プロジェクトでユーザーが値入力
G：ジェネリック、M：メーカー
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「ダンパー」 

表 4.4.9  確認申請対象パラメータリスト検討｢ダンパー｣ 

 
 

「制気口」 

表 4.4.10  確認申請対象パラメータリスト検討｢制気口｣ 

 
  

■カテゴリ別パラメータリスト(案) ダンパー

Items 仕様属性ID
フィールド

形式 G M

－ － 1720 DESINA 呼称 テキスト 呼称 共 文字 防火ダンパー ■ ■
〇 － － 1730 ASIGN 符号 テキスト 符号 共 文字 FD ■ ■
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タイプ
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■：オブジェクトにデフォルトで値入力
□：プロジェクトでユーザーが値入力
G：ジェネリック、M：メーカー

■カテゴリ別パラメータリスト(案) 制気口

Items 仕様属性ID
フィールド

形式 G M

－ － 1720 DESINA 呼称 テキスト 呼称 共 文字 ユニバーサル形吹出口_VHS ■ ■

〇 － － 1730 ASIGN 符号 テキスト 符号 共 文字 VHS ■ ■

〇 － － 3010 SA_Q 送 風 量 数字 風量 共 空気密度 1,000 [m3/h] □ □

〇 － － 4222 PASSA_V 通過風速 数字 面風速 共 速度 2.5 [m/s] □ □
－ － 4370 SIZE_W 外形寸法  Ｗ 数字 Width 共 長さ 800 [mm] ■ ■
－ － 4380 SIZE_D 外形寸法  Ｄ 数字 Depth 共 長さ 1,500 [mm] ■ ■

〇 － － 用途 共 文字 OA □ □
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(RUG)

■：オブジェクトにデフォルトで値入力
□：プロジェクトでユーザーが値入力
G：ジェネリック、M：メーカー

パラメータ
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(6) ｢設備｣仕様属性項目リスト｢BLCJ 仕様｣⇔｢RUG｣⇔｢IFC｣対比 
表 4.4.11 設備仕様属性項目｢BLCJ 仕様｣⇔｢RUG｣⇔｢IFC｣対比一覧（1/6） 
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表 4.4.11 設備仕様属性項目｢BLCJ 仕様｣⇔｢RUG｣⇔｢IFC｣対比一覧（2/6） 
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表 4.4.11 設備仕様属性項目｢BLCJ 仕様｣⇔｢RUG｣⇔｢IFC｣対比一覧（3/6） 

  



4-54 
 

表 4.4.11 設備仕様属性項目｢BLCJ 仕様｣⇔｢RUG｣⇔｢IFC｣対比一覧（4/6） 
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表 4.4.11 設備仕様属性項目｢BLCJ 仕様｣⇔｢RUG｣⇔｢IFC｣対比一覧（5/6） 
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表 4.4.11 設備仕様属性項目｢BLCJ 仕様｣⇔｢RUG｣⇔｢IFC｣対比一覧（6/6） 
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4.4.2 ｢電気｣仕様属性項目オブジェクト編成 

(1) 電気仕様属性項目(設計･施工･維持管理)オブジェクト編成 
｢電気｣仕様属性項目一覧は(設計･施工･維持管理)オブジェクトごとに推奨仕様編成を示している。 
 

表 4.4.12 電気仕様属性項目一覧表｢ジェネリック｣｢メーカー｣｢施設管理｣一覧 Ver. 2.0 

 

  
｢ジェネリック｣     ｢メーカー｣      ｢施設管理｣ 
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(2) ｢電気｣機器分類毎の仕様属性項目｢ジェネリックオブジェクト｣一覧 
表 4.4.13  ｢電気｣仕様属性項目｢ジェネリックオブジェクト｣一覧 Ver. 2.0（1/4） 
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表 4.4.13  ｢電気｣仕様属性項目｢ジェネリックオブジェクト｣一覧 Ver. 2.0（2/4） 
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表 4.4.13  ｢電気｣仕様属性項目｢ジェネリックオブジェクト｣一覧 Ver. 2.0（3/4） 
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表 4.4.13  ｢電気｣仕様属性項目｢ジェネリックオブジェクト｣一覧 Ver. 2.0（4/4） 
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(3) ｢電気｣機器分類毎の仕様属性項目｢メーカーオブジェクト｣一覧 
表 4.4.14 ｢電気｣仕様属性項目｢メーカーオブジェクト｣一覧 Ver. 2.0 
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(4) ｢電気｣機器分類毎の仕様属性項目｢施設管理オブジェクト｣一覧 
表 4.4.15 ｢電気｣仕様属性項目｢施設管理オブジェクト｣一覧 Ver. 2.0 
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(5) ｢電気｣カテゴリー別パラメータリスト一覧 
表 4.4.16 電気仕様属性｢カテゴリー別パラメータ｣一覧 ｢配電機器｣（1/2） 
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表 4.4.16 電気仕様属性｢カテゴリー別パラメータ｣一覧 ｢配電機器｣（2/2） 
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表 4.4.17 電気仕様属性｢カテゴリー別パラメータ｣一覧 ｢照明器具｣（1/3） 
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表 4.4.17 電気仕様属性｢カテゴリー別パラメータ｣一覧 ｢照明器具｣（2/3） 
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表 4.4.17 電気仕様属性｢カテゴリー別パラメータ｣一覧 ｢照明器具｣（3/3） 

 

  



4-69 
 

表 4.4.18 電気仕様属性｢カテゴリー別パラメータ｣一覧 ｢自家発電設備｣（1/3） 
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表 4.4.18 電気仕様属性｢カテゴリー別パラメータ｣一覧 ｢自家発電設備｣（2/3） 
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表 4.4.18 電気仕様属性｢カテゴリー別パラメータ｣一覧 ｢自家発電設備｣（3/3） 

 

  



4-72 
 

表 4.4.19 電気仕様属性｢カテゴリー別パラメータ｣一覧 ｢太陽電池｣（1/3） 
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表 4.4.19 電気仕様属性｢カテゴリー別パラメータ｣一覧 ｢太陽電池｣（2/3） 
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表 4.4.19 電気仕様属性｢カテゴリー別パラメータ｣一覧 ｢太陽電池｣（3/3） 
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4.5 ｢設備・電気｣カテゴリー編成 

4.5.1 ｢設備｣カテゴリー (機器･器具分類コード)一覧 

｢設備｣機器､器具分類コード一覧を示す。 
表 4.5.1 ｢設備｣資機材コード整備一覧（1/6） 
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表 4.5.1 ｢設備｣資機材コード整備一覧（2/6） 
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表 4.5.1 ｢設備｣資機材コード整備一覧（3/6） 
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表 4.5.1 ｢設備｣資機材コード整備一覧（4/6） 
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表 4.5.1 ｢設備｣資機材コード整備一覧（5/6） 

 
  



4-80 
 

表 4.5.1 ｢設備｣資機材コード整備一覧（6/6） 
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4.5.2 ｢電気｣カテゴリー (機器･器具分類コード)一覧 

｢電気｣機器､器具分類コード一覧を示す。 
表 4.5.2 電気資機材コード整備一覧（1/7） 
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表 4.5.2 電気資機材コード整備一覧（2/7） 
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表 4.5.2 電気資機材コード整備一覧（3/7） 
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表 4.5.2 電気資機材コード整備一覧（4/7） 
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表 4.5.2 電気資機材コード整備一覧（5/7） 
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表 4.5.2 電気資機材コード整備一覧（6/7） 
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表 4.5.2 電気資機材コード整備一覧（7/7） 
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4.6 設備関連 MDB データベース編成 

マスターテーブルとは、本仕様に規定されている｢企業コード｣､｢機器分類コード｣､｢仕様属性 ID｣等の
データを認識する際に必要となるデータファイルを指す。 
本仕様(Ver. 2.0)では､下記のマスターファイルを規定し､Accessファイル｢関連 MDB｣で編成する。 

4.6.1 ｢設備･電気｣MDB マスターデータベース一覧 
 

BLCJ 機器ライブラリーマスターテーブル 
4.6.1.1  企業コード・マスターテーブル 
4.6.1.2  機器分類コード・マスターテーブル 
4.6.1.3  仕様属性項目 ID・マスターテーブル 
4.6.1.4  条件設定(拡張情報)ID・マスターテーブル 
4.6.1.5  単位 ID・マスターテーブル 
4.6.2    2D オブジェクト・3D オブジェクトレイヤ・マスターテーブル 
4.6.3    接続方法・マスターテーブル 
4.6.4    参考マスターテーブル 
4.6.4.1  仕様属性項目選択リスト・参考マスターテーブル 
4.6.4.2  条件設定 ID 選択リスト・参考マスターテーブル 
 

 マスターテーブルは、マスター項目に対する ID（マスター項目 ID）とマスター項目に対応する 
実際の値で構成されている。 

 マスター項目、マスター項目 IDの定義は次のとおりとする。 
・マスター項目 ：マスターテーブルの情報内容を全て項目化したもの。 
・マスター項目 ID ：マスター項目をシステム上で一意に表現するためにふられる半角英数字の 

コード 
 
(1)   BLCJ 企業コード・マスターテーブル 
メーカーコード・マスターテーブルのファイル形式、ファイル名称、ファイル構成は以下の 
①～③に従う。 

① ファイル形式 
メーカーコード・マスターテーブルのファイル形式は Access ファイル形式に従う。 

② ファイル名称 
メーカーコード・マスターテーブルのファイル名は「M_MAKER」とする。 

③ ファイル構成 
メーカーコード・マスターテーブルのマスター項目、マスター項目 ID、内容定義は下表に従う。 

表 4.6.1 機器分類コード・マスターテーブル 

マスター項目 マスター項目 ID 内容定義 

仕様バージョン M_SPVER 仕様属性項目 No.1600：仕様バージョンの数値 
メーカーコード M_MAKERCODE メーカー名の CII 統一企業コード 
メーカー名 M_MAKERNAME CII 統一企業コードに登録されている企業名称 
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メーカーコード・マスターテーブルの物理的な形態については次のとおりとする。 
●ファイル形式 ：ＣＳＶ形式テキストファイル 
●ファイル仕様 ：１レコード目   →マスター項目 ID 

 ：２レコード目以降 →マスターを構成する値 
 
（データ構成例） 

M_SPVER,M_MAKERCODE,M_MAKERNAME¶ 
02, 092101, 河村電器産業(株)¶ 
02, 094101, ダイキン工業(株)¶ 
02, 094501, ＴＯＴＯ(株)¶ 
02, 094502,東芝キヤリア(株)¶ 
02, 095501,(株)ノーリツ 
02, 096201, 日立ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ(株)¶ 
02, 097201, 三菱電機(株)¶ 
02, 099201, (株)ＬＩＸＩＬ¶ 

※ 各行「02」は、BLCJ仕様 Ver. 2.0 を示す。 
 

(2) 機器分類コード・マスターテーブル 
機器分類コード・マスターテーブルのファイル形式、ファイル名称、ファイル構成は以下の①～③に従

う。 
① ファイル形式 

機器分類コード・マスターテーブルのファイル形式は Access ファイル形式に従う。 
② ファイル名称 

機器分類コード・マスターテーブルのファイル名は「M_CGRY」とする。 
③ ファイル構成 

機器分類コード・マスターテーブルのマスター項目、マスター項目 ID、内容定義は下表に従う。 
表 4.6.2 機器分類コード・マスターテーブル 

マスター項目 マスター項目 ID 内容定義 

仕様バージョン M_SPVER 仕様属性項目 No.1600：仕様バージョンの数値 
コード M_CGRYCODE 仕様属性項目 No.1200：設備機器分類コードの値 
設備機器分類コード 
分野名称 M_TYPE BLCJ 設備機器分類コードの分野名称 

設備機器分類コード
大分類名称 M_LARGE BLCJ 設備機器分類コードの大分類名称 

設備機器分類コード
中分類名称 M_MIDDLE BLCJ 設備機器分類コードの中分類名称 

設備機器分類コード
小分類名称 M_SMALL BLCJ 設備機器分類コードの小分類名称 

設備機器分類コード
細分類名称 M_DETAIL BLCJ 設備機器分類コードの細分類名称 

備 考 M_CGRYNOTE 分類定義内容の説明など 

  



4-90 
 

機器分類コード・マスターテーブルの物理的な形態については次のとおりとする。 
●ファイル形式 ：ＣＳＶ形式テキストファイル 
●ファイル仕様 ：１レコード目   →マスター項目 ID 

  ：２レコード目以降 →マスターを構成する値 

小分類名称、細分類名称が付与されていないコードについては、それぞれ小分類名称、細分類名称に該
当する値を省略することが可能である。 
機器分類コード･マスターテーブルは、｢CI-NET 機器分類コード一覧表｣をデータファイルとして定義

したものである。 
（データ構成例） 

M_SPVER,M_CGRYCODE,M_TYPE,M_LARGE,M_MIDDLE,M_SMALL,M_DETAIL, 
M_CGRYNOTE ¶ 
02,50050500000000,機械設備,機器設備,ボイラー, , , ¶ 
02,50050501100000,機械設備,機器設備,ボイラー,炉筒煙管ボイラー, , ¶ 
02,50050501100010,機械設備,機器設備,ボイラー,炉筒煙管ボイラー, 
炉筒煙管ボイラー（蒸気）,¶ 
※ 各行「02」は、BLCJ仕様 Ver. 2.0を示す。 
 

(3) 仕様属性項目ＩＤ・マスターテーブル 
仕様属性項目 ID・マスターテーブルのファイル形式、ファイル名称、ファイル構成は以下の①～③に

従う。 
① ファイル形式 

仕様属性項目 ID・マスターテーブルのファイル形式は Access ファイル形式に従う。 
② ファイル名称 

仕様属性項目 ID・マスターテーブルのファイル名は「M_ITEM」とする。 
③ ファイル構成 

仕様属性項目 ID・マスターテーブルのマスター項目、マスター項目 ID、内容定義は下表に従う。 
表 4.6.3 仕様属性項目ＩＤ・マスターテーブル 

マスター項目 マスター項目 ID 内容定義 
仕様バージョン M_SPVER 仕様属性項目 No.1600：仕様バージョンの数値 
仕様属性項目 NO. M_ITEMNO 仕様属性項目に付与されている項番 
仕様属性項目分類名称 M_ITEMCLASS 仕様属性項目の情報分類に基づく分類名称 
仕様属性項目 M_ITEMNAME 仕様属性項目の名称 
仕様属性項目 ID M_ITEMID 仕様属性項目 ID 

関連する 
単位グループ名 

M_UNITGROUP 
仕様属性項目に対して入力する仕様値に単位が
必用な場合、その単位が属する単位グループ名。
単位がない場合は省略可能 

情報レベル M_INFOLEVEL 仕様属性項目の情報レベル 

仕様値属性 M_ATTRIBUTE 
仕様属性項目に対して入力する仕様値（または
図面・図書参照ファイル名）の属性 

文字数（１バイト換算） M_FIGURE 
仕様属性項目に対して入力する仕様値（または
図面・図書参照ファイル名）の入力可能文字数 
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仕様属性項目ＩＤ･マスターテーブルは、｢仕様属性項目一覧表｣を、データファイルとして定義したも
のである。 
仕様属性項目 ID・マスターテーブルの物理的な形態については次のとおりとする。 

●ファイル形式 ：ＣＳＶ形式テキストファイル 
●ファイル仕様 ：１レコード目   →マスター項目 ID 

：２レコード目以降 →マスターを構成する値 

（データ構成例） 
M_SPVER,M_ITEMNO,M_ITEMCLASS,M_ITEMNAME,M_ITEMID, 
M_UNITGROUP,M_INFOLEVEL,M_ATTRIBUTE,M_FIGURE ¶ 
02,1100,機器管理情報,メーカーコード,MAKERCODE, ,1,CHAR,6 ¶ 
02,1200,機器管理情報,機器分類コード,CGRYCODE, ,1,CHAR,14 ¶ 
02,1300,機器管理情報,メーカー型番,NAME1, ,1,CHAR,50 ¶ 

※ 各行「02」は、BLCJ仕様 Ver. 2.0 を示す。 
 

(4) 条件(拡張)設定ＩＤ・マスターテーブル 
条件設定 ID・マスターテーブルのファイル形式、ファイル名称、ファイル構成は、以下の 
①～③に従う。 

① ファイル形式 
条件設定 ID・マスターテーブルのファイル形式は Access ファイル形式に従う。 

② ファイル名称 
条件設定 ID・マスターテーブルのファイル名は「M_COND」とする。 

③ ファイル構成 
条件設定 ID・マスターテーブルのマスター項目、マスター項目 ID、内容定義は下表に従う。 

表 4.6.4 条件(拡張)設定ＩＤ・マスターテーブル 
マスター項目 マスター項目 ID 内容定義 

仕様バージョン M_SPVER 仕様属性項目 No.1600：仕様バージョンの数値 
条件設定 NO. M_CONDIDNO 条件設定 ID に付与されている項番 
区分名称 M_CONDCLASS 条件設定 ID の設定条件分類に基づく区分名称 
条件設定内容 M_CONDDEF 条件設定 ID の設定条件内容 
条件設定 ID M_CONDID 条件設定 ID 

条件設定 ID・マスターテーブルの物理的な形態については次のとおりとする。 
●ファイル形式 ：ＣＳＶ形式テキストファイル 
●ファイル仕様 ：１レコード目   →マスター項目 ID 

：２レコード目以降 →マスターを構成する値 

（データ構成例） 

M_SPVER,M_CONDIDNO,M_CONDCLASS,M_CONDDEF,M_CONDID ¶ 
02,121,室内・室外の条件設定,室内,INDOR ¶ 
02,122,室内・室外の条件設定,室外,OUTDOR ¶ 

※ 各行「02」は、BLCJ 仕様 Ver. 2.0 を示す。 
条件設定ＩＤ・マスターテーブルは｢条件 ID 一覧｣を、データファイルとして定義したものである。  
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(5) 単位ＩＤ・マスターテーブル 

単位 ID・マスターテーブルのファイル形式、ファイル名称、ファイル構成は、以下の 
①～③に従う。 

① ファイル形式 
単位 ID・マスターテーブルのファイル形式は Access ファイル形式に従う。 

② ファイル名称 
単位 ID・マスターテーブルのファイル名は「M_UNIT」とする。 

③ ファイル構成 
単位 ID・マスターテーブルのマスター項目、マスター項目 ID、内容定義は下表に従う。 

表 4.6.5 単位ＩＤ・マスターテーブル 

マスター項目 マスター項目 ID 内容定義 

仕様バージョン M_SPVER 仕様属性項目 No.1600：仕様バージョンの数値 
単位 ID NO. M_UNITIDNO 単位 ID に付与されている項番 
分野名称 M_UNITCLASS 単位 ID の概念的な分類に基づく分類名称 
表示単位 M_INDIUNIT 単位を表示する場合に用いる記号 
基準単位 M_STUNIT 基準単位を表示する場合に用いる記号 
単位 ID M_UNITID 単位 ID 
基準単位 ID M_STUNITID 単位グループ名 
基準単位換算の演算子 M_CONVCALC 基準単位から表示単位に換算する場合に用いる演算子 
基準単位換算の換算値 M_UNITCONV 基準単位から表示単位に換算する場合に用いる定数 
内 容 M_UNITCONT 条件設定 ID の設定条件内容 
備 考 M_UNITNOTE SI-1～SI-3 に準拠する単位の場合、該当記号を記載 

○演算子は、四則演算子「*、/、+、-」のいずれかを半角で指定する。 
○換算値は、有効桁数小数点以下５桁とする。 
○単位 ID・マスターテーブルの物理的な形態については次のとおりとする。 

●ファイル形式 ：ＣＳＶ形式テキストファイル 
●ファイル仕様 ：１レコード目   →マスター項目 ID 

  ：２レコード目以降 →マスターを構成する値 
 

（データ構成例） 

M_SPVER,M_UNITIDNO,M_UNITCLASS,M_INDIUNIT,M_STUNIT,M_UNITID, 
M_STUNITID,M_UNITCALC,M_UNITCONV,M_UNITCONT,M_UNITNOTE ¶ 

02,10101,空間・時間分野（長さ・時間・速度）,mm,mm,MM,MM,*,1.00000, 
長さ・サイズ,SI-1 ¶ 
02,10102,空間・時間分野（長さ・時間・速度）,m,mm,LM,MM,*,1000.00000, 
長さ・サイズ,SI-1 ¶ 

※ 各行「02」は、BLCJ 仕様 Ver. 2.0 を示す。 
単位 ID・マスターテーブルは｢単位 ID一覧｣を、データファイルとして定義したものである。 
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4.6.2  オブジェクトレイヤ・2D 外形図レイヤ・マスターテーブル 

(1) 3D オブジェクトレイヤ・マスターテーブル 
3D 外形図レイヤ・マスターテーブルのファイル形式、ファイル名称、ファイル構成は以下の①～③に
従う。 
① ファイル形式 

3D 外形図レイヤ・マスターテーブルのファイル形式は Access ファイル形式に従う。 
② ファイル名称 

3D 外形図レイヤ・マスターテーブルのファイル名は「M_3DLAY」とする。 
③ ファイル構成 

3D 外形図レイヤ・マスターテーブルのマスター項目、マスター項目 ID、内容定義は下表に従う。 
表 4.6.6  3D オブジェクトレイヤマスターテーブル 

マスター項目 マスター項目 ID  
仕様バージョン M_SPVER 仕様属性項目 No.1600：仕様バージョンの数値 
レイヤ名称 M_3DLAYNAME 3D ファイルで定義されている各レイヤの名称 
描画内容 M_3DLAYDRAW レイヤに描画する内容 
線色番号 M_3DLAYLINEC レイヤで指定されている線色 

 
3D オブジェクトレイヤ・マスターテーブルは(５)｢レイヤ構成一覧｣を、データファイルとして定義し

たものであり、レイヤ名称は項目、描画内容はレイヤ名を示す。 
 
3D オブジェクトレイヤ・マスターテーブルの物理的な形態については次のとおりとする。 

●ファイル形式 ：ＣＳＶ形式テキストファイル 
●ファイル仕様 ：１レコード目   →マスター項目 ID 

  ：２レコード目以降 →マスターを構成する値 
（データ構成例） 

M_SPVER,M_3DLAYNAME,M_3DLAYDRAW,M_3DLAYLINEC ¶ 
02,DETAIL,本体図形, 7 ¶ 
02,ARRANGE,配置点, 1 ¶ 

※ 各行「02」は、BLCJ仕様 Ver. 2.0 を示す。 
 
(2) 2D 外形図レイヤ・マスターテーブル 

2D 外形図レイヤ・マスターテーブルのファイル形式、ファイル名称、ファイル構成は以下の①～③に
従う。 
① ファイル形式 

2D 外形図レイヤ・マスターテーブルのファイル形式は Access ファイル形式に従う。 
② ファイル名称 

2D 外形図レイヤ・マスターテーブルのファイル名は「M_2DLAY」とする。 
③ ファイル構成 

2D 外形図レイヤ・マスターテーブルのマスター項目、マスター項目 ID、内容定義は下表に従う。 
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表 4.6.7  2D 外形図レイヤ・マスターテーブル 

マスター項目 マスター項目 ID 内容定義 

仕様バージョン M_SPVER 仕様属性項目 No.1600：仕様バージョンの数値 
レイヤ名称 M_2DLAYNAME 2D 外形図ファイルで定義されている各レイヤの名称 
描画内容 M_2DLAYDRAW レイヤに描画する内容 
線色番号 M_2DLAYLINEC レイヤで指定されている線色 

2D 外形図レイヤ・マスターテーブルは（3）｢レイヤ構成一覧｣を、データファイルとして定義したも
のであり、レイヤ名称は項目、描画内容はレイヤ名を示す。 

2D 外形図レイヤ・マスターテーブルの物理的な形態については次のとおりとする。 
●ファイル形式 ：ＣＳＶ形式テキストファイル 
●ファイル仕様 ：１レコード目   →マスター項目 ID 

   ：２レコード目以降 →マスターを構成する値 
（データ構成例） 

M_SPVER,M_2DLAYNAME,M_2DLAYDRAW,M_2DLAYLINEC ¶ 
02,OUTLINE,簡略図形, 3 ¶ 
02,DETAIL,詳細図形, 5 ¶ 
02,BASIS,基準線, 6 ¶ 
02,SIZE,寸法線, 30 ¶ 
02,NOTE,注記, 4 ¶ 
02,ARRANGE,配置点, 1 ¶ 
※ 各行「02」は、BLCJ仕様 Ver. 2.0 を示す。 

4.6.3 接続方法・マスターテーブル 

接続方法・マスターテーブルのファイル形式、ファイル名称、ファイル構成は以下の①～③に従う。 
① ファイル形式 

接続方法・マスターテーブルのファイル形式は Accessファイル形式に従う。 
② ファイル名称 

接続方法・マスターテーブルのファイル名は「M_JNTMTH」とする。 
③ ファイル構成 

接続方法・マスターテーブルのマスター項目、マスター項目 ID、内容定義は下表に従う。 
表 4.6.8  接続方法・マスターテーブル 

マスター項目 マスター項目 ID 内容定義 

仕様バージョン M_SPVER 仕様属性項目 No.1600：仕様バージョンの数値 
接続方法 No. M_JNTMETNO 接続方法の項番 
接続方法の種別名称 M_JNTMETNAME 接続方法の種別名称 
仕様値 M_JNTMETVAL レイヤで指定されている線色。省略可能 
BE-Bridge 接続工法 M_BEBRIDGE BE-Bridge の接続工法 
備考 M_JNTNOTE 接続方法に関する備考 
規格 M_JNTSTD JIS 等の規格 
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接続方法・マスターテーブルの物理的な形態については次のとおりとする。 
●ファイル形式 ：ＣＳＶ形式テキストファイル 
●ファイル仕様 ：１レコード目   →マスター項目 ID 

  ：２レコード目以降 →マスターを構成する 
（データ構成例） 

M_SPVER,M_JNTNO,M_JNTMETNAME,M_JNTMETVAL,M_BEBRIDGE, 
M_JNTNOTE,M_JNTSTD ¶ 
02,101,鋼管テーパーねじ込継手オス®,R-M,1,管用テーパーねじ(オネジ),(JIS B 0203)¶ 
02,102,鋼管テーパーねじ込継手メス(Rc),RC-F,1,管用テーパーねじ(メネジ),(JIS B 2301)¶ 

※ 各行「02」は、BLCJ仕様 Ver. 2.0 を示す。 
接続方法・マスターテーブルは（5）仕様属性項目｢条件設定 ID：METHを伴う仕様 ID に対する仕様

値一覧表｣を、データファイルとして定義したものである。 
 

4.6.4 参考マスターテーブル 

参考マスターテーブルとは、本仕様（Ver. 2.0）の 4.6.1(4)「条件(拡張)設定 ID 選択リスト」等のデ
ータを認識する際に必要となるデータファイルを指す。 
本仕様（Ver. 2.0）では、仕様属性項目選択リスト・参考マスターテーブルと条件設定 ID選択リスト・
参考マスターテーブルのルールを規定している。 
●参考マスターテーブルは、参考マスター項目に対する ID（参考マスター項目 ID）と参考マスター
項目に対応する実際の値で構成されている。 

●参考マスター項目、参考マスター項目 ID の定義は次のとおりとする。 
●参考マスター項目 ：参考マスターテーブルの情報内容を全て項目化したもの。 
●参考マスター項目 ID ：参考マスター項目をシステム上で一意に表現するためにふられる半角英数

    字のコード 
 
(1) 仕様属性項目選択リスト・参考マスターテーブル 

仕様属性項目選択リスト・参考マスターテーブルのファイル形式、ファイル名称、ファイル構成は以
下の①～③に従う。 
① ファイル形式 
仕様属性項目選択リスト・参考マスターテーブルのファイル形式は Accessファイル形式に従う。 

② ファイル名称 
仕様属性項目選択リスト・参考マスターテーブルのファイル名は「RM_ITSCT」とする。 

③ ファイル構成 
仕様属性項目選択リスト・参考マスターテーブルの参考マスター項目、参考マスター項目 ID、内容定

義は下表に従う。 
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表 4.6.9  仕様属性項目選択リスト・参考マスターテーブル 

参考マスター項目 参考マスター項目 ID 内容定義 

仕様バージョン RM_SPVER 仕様属性項目 No.1600：仕様バージョンの数値 
仕様属性項目 No. RM_ITEMNO 仕様属性項目に付与されている項番 
仕様属性項目 RM_ITEM 仕様属性項目 
仕様属性項目 ID RM_ITEMID 仕様属性項目 ID 
ボイラー RM_50050500000 中分類名称（ボイラー） 
炉筒煙管ボイラー RM_50050501100 小分類名称（炉筒煙管ボイラー） 
水管ボイラー RM_50050501300 小分類名称（水管ボイラー） 

： ： ： 

 

 BLCJ 機器分類コード中分類および小分類毎の分類名称に対応する参考マスター項目 ID は 
「RM＿XXXXXXXXXXX」とする。 
 XXXXXXXXXXX：C-CADEC 小分類毎に対応する機器分類コードの頭 11 桁の数字（分野コード

＋大分類コード＋中分類コード＋小分類コード） 
 仕様属性項目選択リスト・参考マスターテーブルの物理的な形態については次のとおりとする。 

●ファイル形式 ：ＣＳＶ形式テキストファイル 
●ファイル仕様  ：１レコード目   →参考マスター項目 ID 
      ：２レコード目以降 →参考マスターを構成する値 
 
●参考マスターを構成する値は次のとおりとする。 
・｢〇｣無印項目 省略 
・｢◎｣項目 １（半角数字） 

・｢●｣項目 ２（半角数字） 
（データ構成例） 

RM_SPVER,RM_ITEMNO,RM_ITEM,RM_ITEMID,RM_50050500000,・・・¶ 
02,1100,メーカーコード,MAKERCODE,1,1,1,・・・¶ 
02,1200,機器分類コード,CGRYCODE,1,1,1,・・・¶ 

 
※ 各行「02」は、BLCJ仕様 Ver. 2.0を示す。 
 

(2) 条件設定 ID 選択リスト・参考マスターテーブル 
条件設定 ID 選択リスト・参考マスターテーブルのファイル形式、ファイル名称、ファイル構成は、以

下の①～③に従う。 
① ファイル形式 
条件設定 ID 選択リスト・参考マスターテーブルのファイル形式は Accessファイル形式に従う。 

② ファイル名称 
条件設定 ID 選択リスト・参考マスターテーブルのファイル名は「RM_CDSCT」とする。 

③ ファイル構成 
条件設定 ID 選択リスト・参考マスターテーブルの参考マスター項目、参考マスター項目 ID、内容定
義は次表に従う。  
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表 4.6.10  条件設定 ID 選択リスト・参考マスターテーブル 

参考マスター項目 参考マスター項目 ID 内容定義 

仕様バージョン RM_SPVER 仕様属性項目 No.1600：仕様バー
ジョンの数値 

仕様属性項目 No. RM_ITEMNO 仕様属性項目に付与されている
項番 

仕様属性項目 RM_ITEM 仕様属性項目 
仕様属性項目 ID RM_ITEMID 仕様属性項目 ID 
シリアルカウントによる条件設定 RM_SERIAL 条件設定 ID の区分名称 
複数同時運転による条件設定 RM_KIKI          〃 
室内・室外の条件設定 RM_INSIDE_OUTSIDE          〃 
冷房・暖房の条件設定 RM_CONDITIONING          〃 
冷却・加熱の条件設定 RM_COOL_HEAT          〃 
畜熱条件設定 RM_CALORIC_S          〃 
コイル種別の条件設定 RM_COIL          〃 
一次・二次の条件設定 RM_PRIMSECON          〃 
入口・出口の条件設定 RM_ENTRANCE_EXIT          〃 
接続口の条件設定 RM_CONNECTION          〃 
燃料インプットによる条件設定 RM_FUEL          〃 
電源インプットによる条件設定 RM_ELECTSOURCE          〃 
電気容量明細による条件設定 RM_DETAILS          〃 
能力の条件設定 RM_WIND          〃 
起動法式の条件設定 RM_STARTING          〃 
温度の条件設定 RM_THERMAL_E          〃 
放水水質種別の条件設定 RM_WATERQUALITY          〃 
   

 
 条件設定 ID 選択リスト・参考マスターテーブルの物理的な形態については次のとおりとする。 

●ファイル形式 ：ＣＳＶ形式テキストファイル 
●ファイル仕様 ：１レコード目   →参考マスター項目 ID 

  ：２レコード目以降 →参考マスターを構成する値 
 
 参考マスターを構成する値は次のとおりとする。 
・｢無印｣項目  省略 
・「●」表記のある １（半角数字） 

（データ構成例） 
RM_SPVER,RM_ITEMNO,RM_ITEM,RM_ITEMID,RM_SERIAL,RM_KIKI, 
RM_INSIDE_OUTSIDE,RM_CONDITIONING,RM_COOL_HEAT,RM_CALORIC_S, 
RM_COIL,RM_PRIMSECON,RM_ENTRANCE_EXIT,RM_CONNECTION, 
RM_FUEL,RM_ELECTSOURCE,RM_DETAILS,RM_WIND, 
RM_STARTING,RM_THERMAL_E,RM_WATERQUALITY ¶ 
02,2010,冷却能力,CL_AB, ,1, , , , , , , , ,1, , , , , , ¶ 
02,2015,冷却蓄熱容量,CLST_CAP, , , , , ,1, , , , , , , , , , , ¶ 
02,2020,冷凍能力,REF_AB, ,1, , , , , , , , ,1, , , , , , ¶ 

 
※ 各行「02」は、BLCJ仕様 Ver. 2.0 を示す。  
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条件設定 ID 選択リスト・参考マスターテーブルは｢仕様属性項目一覧表｣と｢仕様属性項目毎の条件設
定 ID 選択リスト｣をデータファイルとして定義したものであり、｢仕様属性項目一覧表｣の【機器管理情
報】と、｢仕様属性項目毎の条件設定 ID選択リスト｣の「条件設定 ID」で構成されている。 
 

4.6.5 BLCJ ファイル作成ルール 

BLCJ 機器情報データを作成する場合、以下の①、②に留意して作成する。 
 

① 仕様属性項目選択ルール 
設備機器情報データを作成する場合は、該当する機器に必要とされる仕様属性項目を選択する。 
（「仕様属性項目選択リスト」を参考に選択することを推奨する。） 

② ファイル形式・ファイル名称付与に関するルール 
仕様ファイルおよび図面・図書参照ファイル（※本仕様では 2Dオブジェクト・3Dオブジェクト

CAD ファイルのみを対象とする。）の形式、名称等は以下の記述に従うものとする。 
 

□仕様ファイル 
●ファイル形式： 仕様ファイルのファイル形式は CSV 形式に従う。 
●ファイル名称： 仕様ファイルのファイル名は「XXXXXX??. IDX」の形式に従う。 

－ 拡張子 ：IDX 
－ XXXXXX ：メーカーコード（6 桁の半角数字） 
－ ??  ：任意の半角英数字 

 
●ファイル構成： ファイルの物理的な形態については次のとおりとする。 

－ ファイル形式 ：ＣＳＶ形式テキストファイル 
－ ファイル仕様 ：１レコード目注１ ：仕様 ID 

：２レコード目以降 ：仕様値 
注１ 仕様属性項目No.が 1000番台の仕様属性項目（後述）に関しては、行の先頭より仕様属項目

No.の順番(昇順)で記述する。それ以外の仕様属性項目の並び順に関しては任意とする。 
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（データ例） 
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4.6.6 BLCJ コード一覧 

(1) 企業コード一覧 
企業コードは (一財)日本情報経済社会推進協会：EC センターが管理する｢標準企業コード｣を基準に

使用することとしているが、BLCJ-BIM 試行サイトでは下表の｢企業コード｣を附番し､併用運用を行うこ
ととする。 

表 4.6.11 BLCJ 企業コード一覧（1/2） 

  



4-101 
 

表 4.6.11 BLCJ 企業コード一覧（2/2） 
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(2) 機器分類コード一覧 
設備機器分類コードは｢CI-NET｣コードを基に編成している。 

（CI-NETコードは(一財)建設業振興基金が管理する、電子商取引で用いる建築資機材コード。） 
機器分類コード一覧詳細は｢資料編｣を参照。 
 

(3) 条件設定一覧 
（3-1）条件設定 ID 一覧 
条件(拡張)IDは下表に従うものとする。 

表 4.6.12 条件設定 ID 一覧（1/2） 

Ｎｏ 区分名称 条件設定内容 条件設定
ID 備  考 

105 シリアルカウントによる

条件設定 
仕様値を１番目２番目等

を区分して表示する場合

等 

NO?? ??：熱交換器/接続口 No1・No2 等

の記述を NO+2 桁の数字で記述 

110 複数同時運転による条件

設定 
仕様値が同時運転等によ

って変わる場合等 
CO?? ??:同時運転台数を１台同時２台

同時等 CO+2 桁の数字で記述 
121 室内・室外の条件設定 室内 NDOR  
122  室外 UTDOR  
211 冷房・暖房の条件設定 冷房 ACL  
212  暖房 HTS  
221 冷却・加熱の条件設定 冷却 CL  
222  加熱 HT  
231  冷温同時 CLHT  
251 蓄熱条件設定 日量 HDAY  
252  非蓄熱 HNST  
253  蓄熱利用 HUST  
261  蓄冷 CST  
262  蓄温 HST  
263  製氷 ICE  
271  熱源機 CHSO  
272  蓄熱槽 CHST  
273  チラー HCHI  
274  ユニット CHU  
275  室外機（圧縮機） CHOM  
311 コイル種別の条件設定 冷水 CC  
321  温水 HC  
331  冷温水 CHC  
341  蒸気 SC  
351  給湯 HW  
361  熱源水 CDH  
411 一次・二次の条件設定 １次側 PRIM  
412  ２次側 ECON  
421 入口・出口の条件設定 入口 IN  
422  出口 OUT  
431 往き・還りの条件設定 往 S  
432  還 R  
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表 4.6.12 条件設定 ID 一覧（2/2） 

Ｎｏ 区分名称 条件設定内容 条件設定

ID 備  考 

511 接続口の条件設定 接続口サイズ（径） SIZE_P  
512  接続口サイズ（幅） SIZE_W  
513  接続口サイズ（高さ） SIZE_H  
521  接続口位置・方向※１ LOC  
531  接続方法※２ METH  
611 燃料インプット Ｌ１都市ガス L1  
612     による条件設定 Ｌ２都市ガス L2  
613  Ｌ３都市ガス L3  
614  ６Ａ都市ガス G6A  
617  １２Ａ都市ガス G12A  
618  １３Ａ都市ガス G13A  
621  ＬＰＧ GLPG  
631  Ａ重油 OLHA  
632  Ｂ重油 OLHB  
633  灯油 OLK  
721 電気容量明細の条件設定 圧縮機 COMP  
722  送風機 FAN  
723  ヒーター HTER  
724  加湿器 HUM  
725  ポンプ PUMP  
726  冷媒ポンプ RPUMP  
721 電気容量明細の条件設定 圧縮機 COMP  
722  送風機 FAN  
723  ヒーター HTER  
724  加湿器 HUM  
725  ポンプ PUMP  
726  冷媒ポンプ RPUMP  
731 能力の条件設定 特強 EXHIGH  
732  強 HIGH  
733  中 MID  
734  弱 LOW  
735  最大 MAX  
736  最小 MIN  
737  平均 AVE  
738  一日 DAY  
739  瞬間 PMAX  
741 起動方式の条件設定 直入 DIRECT  
742  Ｙ－Δ STRD  
743  リアクトル REACT  
751 温度の条件設定 高温 HITMP  
752  低温 LOTMP  
811 放流水質種別の ＢＯＤ BOD  
812 条件設定 ＣＯＤ COD  
813  ＳＳ SS  
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（3-2）条件設定 ID：METH を伴う仕様 ID に対する仕様値 
表 4.6.13 条件設定 ID：METH を伴う仕様 ID に対する仕様値（1/2） 

Ｎｏ 接 続 方 法 の 
種 別 名 称 仕様値 BE-Bridge 

接続工法 備  考 規 格 

 <配管接続関係>     
101 鋼管ﾃｰﾊﾟｰねじ込継手 オス(R) R-M 1 管用ﾃｰﾊﾟｰねじ(ｵﾈｼﾞ) (JIS B 0203) 
102 鋼管ﾃｰﾊﾟｰねじ込継手 メス(Rc) RC-F 1 管用ﾃｰﾊﾟｰねじ(ﾒﾈｼﾞ) (JIS B 2301) 
111 鋼管ユニオン接合 オス SU-M 0 一般鋼管  
112 鋼管ユニオン接合 メス SU-F 0   〃  
121 鋼管突合せ溶接接合 SPW 3 溶接鋼管･ｽﾃﾝﾚｽ鋼管 (JIS B 2304) 
123 鋼管差込 溶接接合 オス SIW-M 3   〃   〃  
124 鋼管差込 溶接接合 メス SIW-F 3   〃   〃  
131 鋼管フランジ接合 ( 5kgf/c㎡) SF5 2 一般鋼管 (JIS B 2221) 
132     〃    (10kgf/c㎡) SF10 2   〃 (JIS B 2222) 
133     〃    (16kgf/c㎡) SF16 2   〃 (JIS B 2223) 
134     〃    (20kgf/c㎡) SF20 2   〃 (JIS B 2224) 
135     〃    (30kgf/c㎡) SF30 2   〃 (JIS B 2225) 
141 鋼管ハウジング接合 SHS 0   
151 袋ﾅｯﾄねじ継手 オス (ＰＪ) PJ-M 0 平行ねじ(ｵﾈｼﾞ) (JIS B 2061) 
152 袋ﾅｯﾄねじ継手 オス (Ｒｐ) RP-F 0 平行ねじ(ﾒﾈｼﾞ)  
161 ねじ継手オス    (Ｇ) G-M 0 平行ねじ  
162 ねじ継手メス    (Ｇ) G-F 0 平行ねじ  
171 カップリング継手 オス CP-M 0 空気･ガス･ｵｲﾙ配管  
172 カップリング継手 メス CP-F 0     〃  
201 銅管差込ろう付接合 オス CUW-M 4   〃   〃  
202 銅管差込ろう付接合 メス CUW-F 4   〃   〃  
221 銅管ねじ込み オス CUR-M 1   
222     〃   メス CUR-F 1   
231 銅管フランジ接合 ( 5kgf/c㎡) CUF5 2   
232     〃    (10kgf/c㎡) CUF10 2   
233     〃    (16kgf/c㎡) CUF16 2   
234     〃    (20kgf/c㎡) CUF20 2   
241 銅管圧縮接合 オス CUP-M 12   
242   〃    メス CUP-F 12   
251 銅管ユニオン接合 オス CUU-M 0   
252    〃     メス CUU-F 0   
261 フレヤー継手 オス FL-M 7 冷媒･給水･給湯管  
262 フレヤー継手 メス FL-F 7     〃  
271 袋ﾅｯﾄ差込ねじ継手 オス IPS-M 11 給水･給湯管  
281 袋ﾅｯﾄ差込ねじ継手 メス IPS-F 11     〃  
301 ステンレス管圧縮接合 オス SUP-M 12 ※  
302 ステンレス管圧縮接合 メス SUP-F 12 ※  
311 SUS鋼管突合せ溶接接合 SUPW 3   
321 SUS鋼管差込 溶接接合 オス SUIW-M 3   
322 SUS鋼管差込 溶接接合 メス SUIW-F 3   
331 SUS管フランジ接合 ( 5kgf/c㎡) SUF5 2   
332     〃    (10kgf/c㎡) SUF10 2   
333     〃    (16kgf/c㎡) SUF16 2   
334     〃    (20kgf/c㎡) SUF20 2   
341 SUS管ユニオン接合 オス SUU-M 0   
342 SUS管ユニオン接合 メス SUU-F 0   
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表 4.6.13 条件設定 ID：METH を伴う仕様 ID に対する仕様値（2/2） 

Ｎｏ 接 続 方 法 の 
種 別 名 称  仕様値 BE-Bridge 

備  考  規 格 
接続工法 

401 鋳鉄管･排水鋼管ﾒｶﾆｶﾙ(ﾅｯﾄ)オス CIN-M 8 鋳鉄管･排水鋼管  
402 鋳鉄管･排水鋼管ﾒｶﾆｶﾙ(ﾅｯﾄ)メス CIN-F 8     〃  
411 鋳鉄管･排水鋼管ﾒｶﾆｶﾙ(ﾌﾗﾝｼﾞ)ｵｽ CIF-M 9     〃  
412 鋳鉄管･排水鋼管ﾒｶﾆｶﾙ(ﾌﾗﾝｼﾞ)  ﾒｽ CIF-F 9     〃  
421 鋳鉄管･排水鋼管ﾒｶﾆｶﾙ(ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ)ｵｽ CIH-M 10     〃  
422 鋳鉄管･排水鋼管ﾒｶﾆｶﾙ(ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ)ﾒｽ CIH-F 10     〃  
501 硬質塩ビ継手 オス VP-M 5 塩ビ配管接着接合 (JIS K 6739) 
502 硬質塩ビ継手 メス VP-F 5   〃  
511 硬質塩ビ継手 ねじ込オス VPR-M 1   
512 硬質塩ビ継手 ねじ込メス VPR-F 1   
521 硬質塩ビ管ﾌﾗﾝｼﾞ接合(5kgf/c㎡) VPF5 2   
522     〃    (10kgf/c㎡) VPF10 2   
523     〃    (16kgf/c㎡) VPF16 2   
524     〃    (20kgf/c㎡) VPF20 2   
551 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ・架橋ﾎﾟﾘ 電気融着 POMB 6   
552 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ・架橋ﾎﾟﾘ 熱融着 POHMB 6   
561 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ・架橋ﾎﾟﾘ 袋ﾅｯﾄ オス POPJ-M 0   
562 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ・架橋ﾎﾟﾘ 袋ﾅｯﾄ メス POPJ-F 0   
571 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ・架橋ﾎﾟﾘ ﾒｶﾆｶﾙ オス PON-M 0   
572 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ・架橋ﾎﾟﾘ ﾒｶﾆｶﾙ メス PON-F 0   
601 陶器床フランジ鉛管接続 FF-LP 0 衛生器具接続  
602 陶器壁フランジ鉛管接続 WF-LP 0   〃  
611 陶器床フランジ塩ビ管接続 FF-VP 0   〃  
612 陶器壁フランジ塩ビ管接続 WF-VP 0   〃  
621 陶器押し込み鋼管接続 IJ-SP 11   〃  
622 陶器押し込み塩ビ管接続 IJ-VP 11   〃  
631 排水差込ソケット接続 オス IS-M 11 衛生器具接続  
632 排水差込ソケット接続 メス IS-F 11   〃  
701 排水鋼管ねじ継手 オス WSR-M 1   
702 排水鋼管ねじ継手 メス WSR-F 1   
711 排水鋼管差込継手 オス WSI-M 0   
712 排水鋼管差込継手 メス WSI-F 0   
799 配管その他接続 P-OT 0   

 <ダクト接続関係>     
801 矩形ﾀﾞｸﾄｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ接続 R-AF 1 一般ダクト  
802 矩形ダクトメッツ接続 R-MT 2 Ｔ工法ｸﾘｯﾌﾟ接続  
803 矩形ダクトＴＤＣ接続 R-TDC 3 ＴＤＣ工法  
804 矩形ダクト溶接  接続 R-W 4 鋼板ダクト･煙道  
805 矩形塩ビダクトフランジ接続 VPR-F 0 塩ビ矩形ダクト  
819 矩形ダクトその他接続 DR-OT 0   
821 スパイラルダクト差込接続 オス SPIS-M 0 ｽﾊﾟｲﾗﾙ･塩ビﾀﾞｸﾄ  
822 スパイラルダクト差込接続 メス SPIS-F 0 ｽﾊﾟｲﾗﾙ･塩ビﾀﾞｸﾄ  
823 丸ダクトフランジ接続 DD-AF 1 鋼板ダクト･煙道  
824 塩ビ丸ダクト差込接続 オス DVD-M 0 塩ビﾀﾞｸﾄ  
825 塩ビ丸ダクト差込接続 メス DVP-F 0 〃  
826 塩ビ丸ﾀﾞｸﾄ２層管接続 オス DDVP-M 0 〃  
827 塩ビ丸ﾀﾞｸﾄ２層管接続 メス DDVP-F 0 〃  
829 丸ダクトその他接続 DD-OT 0   

※ 一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼管接合(拡管式･ﾌﾟﾚｽ式･ｸﾞﾘｯﾌﾟ式･圧縮式･ﾄﾞﾚｻｰｽﾅｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ式･伸縮可とう式)を含む総称。 
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(4) 単位設定ＩＤ一覧 

単位 IDは下表に従うものとする。 
表 4.6.14 単位設定 ID 一覧（1/4） 

 
 単位ID 

表示単
位 

基準単位 基準単位換算率 内       容 備 考※ 
単 位 

グループ名 

 [空間・時間分野（長さ・時間・速度）]    
10101 MM ㎜ ㎜ 1.000  長さ・サイズ ＳＩ-１ MM 
10102 LM m ㎜ 1,000.000  長さ・サイズ ＳＩ-１ MM 
10201 ASIZ A A(ASIZ) 1.000  配管呼称サイズ  ASIZ 
10301 M2 ㎡ ㎡ 1.000  面積 ＳＩ-１ M2 
10401 M3 m3 m3 1.000  体積・容積 ＳＩ-１ M3 
10402 QL L m3 0.001  体積・容積 ＳＩ-１ M3 
10403 QLS l m3 0.001  体積・容積 ＳＩ-１ M3 
10501 M3N m3(N) m3(N) 1.000  体積・容積 ＳＩ-１ M3N 
10601 TMS s s 1.000  時間 ＳＩ-１ TMS 
10602 TMM min s 60.000  時間 ＳＩ-１ TMS 
10603 TMH h s 3,600.000  時間 ＳＩ-１ TMS 
10604 TMD d s 86,400.000  時間 ＳＩ-１ TMS 
10701 SMS m/s m/s 1.000  速度・速さ ＳＩ-１ SMS 
10702 SMM m/min m/s 1/60 速度・速さ ＳＩ-１ SMS 
10703 SMH m/h m/s 1/3600 速度・速さ ＳＩ-１ SMS 
10801 HZ Hz Hz 1.000  周波数・振動数 ＳＩ-１ HZ 
10901 MS2 m/s2 m/s2 1.000  耐震強度・加速度 ＳＩ-１ MS2 
10902 EPG Gal m/s2 0.010  耐震強度・加速度 ＳＩ-１ MS2 
11001 RPM rpm rpm 1.000  回転数 ＳＩ-１ RPM 

 [力学分野(質量・圧力・流量)]    
20101 WG g g 1.000  質量 ＳＩ-１ WG 
20102 WKG kg g 1,000.000  質量 ＳＩ-１ WG 
20103 WT t g 1,000,000.000  質量 ＳＩ-１ WG 
20201 MLM mL/min mL/min 1.000  水量･風量(体積流量) ＳＩ-１ MLM 
20202 QLH L/h mL/min 16.667  水量･風量(体積流量) ＳＩ-１ MLM 
20203 QLM L/min mL/min 1,000.000  水量･風量(体積流量) ＳＩ-１ MLM 
20204 MLMS ml/min mL/min 1.000  水量･風量(体積流量) ＳＩ-１ MLM 
20205 QLHS l/h mL/min 16.667  水量･風量(体積流量) ＳＩ-１ MLM 
20206 QLMS l/min mL/min 1,000.000  水量･風量(体積流量) ＳＩ-１ MLM 
20207 M3D m3/d mL/min 694.444  水量・風量（体積流量） ＳＩ-１ MLM 
20208 M3H m3/h mL/min 16,666.666  水量・風量（体積流量） ＳＩ-１ MLM 
20209 M3M m3/min mL/min 1,000,000.000  水量・風量（体積流量） ＳＩ-１ MLM 
20301 KGH kg/h kg/h 1.000  噴霧量等(質量流量) ＳＩ-１ KGH 

  



4-107 
 

表 4.6.14 単位設定 ID 一覧（2/4） 

No. 単位ID 表示単
位 

基準単位 基準単位換算率 内       容 備 考※ 単 位 
グループ名

 20401 NM3H m3(N)/
h 

m3(N)/h 1.000  気体(ｶﾞｽ等) 
 

ＳＩ-１ NM3H 
20501 PA Pa Pa 1.000  圧力 ＳＩ-１ PA 
20502 KPA kPa Pa 1,000.000  圧力 ＳＩ-１ PA 
20503 MPA MPa Pa 1,000,000.000  圧力 ＳＩ-１ PA 
20504 MAQ mAq Pa 9,806.650  圧力・抵抗・揚程 ＳＩ-３ PA 
20505 MMAQ mmAq Pa 9.807  圧力・抵抗 ＳＩ-３ PA 
20506 MH2O mH2O Pa 9,806.650  水頭圧 ＳＩ-３ PA 
20507 MHG mHg Pa 133,322.000  水銀柱 ＳＩ-３ PA 
20508 KGF kgf/cm2 Pa 98,066.500  圧力  PA 
20510 Kg K Kg 1.000 耐圧  KG 
20601 PAG Pa(G) Pa(G) 1.000  ゲージ圧力 ＳＩ-２ PAG 
20602 PAA Pa(abs) Pa(G) Pa(G)+101325 絶対圧力 ＳＩ-２ PAG 
20701 KGM3 kg/m3 kg/m3 1.000  密度 ＳＩ-１ KGM3 
20801 PPM ppm ppm 1.000  濃度（体積・質量） ＳＩ-１ PPM 
20901 PH pH pH 1.000  濃度 ＳＩ-１ PH 
21001 N N N 1.000  力・荷重 ＳＩ-１ N 
21101 NM N･m N･m 1.000  トルク・モーメント ＳＩ-１ NM 

 [熱分野(温度･熱量･熱流)]    
30101 THC ℃ ℃ 1.000  温度(セルシウス) ＳＩ-１ THC 
30102 THK K ℃ ℃+273.15 絶対温度(ケルビン) ＳＩ-１ THC 
30201 QJ J J 1.000  熱･熱量 ＳＩ-１ QJ 
30202 QKJ kJ J 1,000.000  熱･熱量 ＳＩ-１ QJ 
30203 QMJ MJ J 1,000,000.000  熱･熱量 ＳＩ-１ QJ 
30204 KCL kcal J 4,186.050  熱･熱量  QJ 
30205 KWH kW･h J 3,600,000.000  熱･熱量(エネルギー) ＳＩ-１ QJ 
30206 KWMM kWh/㎡ kWh/㎡ 1.000  積算日射量 ＳＩ-１ KWMM 
30207 KWHM kWh/m2/

月 
kWh/m2/

月 
1.000  積算日射量 ＳＩ-１ KWHM 

30208 KWHD kWh/m2/
日 

kWh/m2/
日 

1.000  積算日射量 ＳＩ-１ KWHD 
30209 KWM kW/㎡ kW/㎡ 1.000  日射強度 ＳＩ-１ KWM 
30301 QW W W(QW) 1.000  熱流･冷凍能力 ＳＩ-１ QW 
30302 QKW kW W(QW) 1,000.000  熱流･冷凍能力 ＳＩ-１ QW 
30303 QMW MW W(QW) 1,000,000.000 熱流･冷凍能力 ＳＩ-１ QW 
30304 KCH kcal/h W(QW) 1.163  熱流･冷凍能力  QW 
30305 QRT USRt W(QW) 3,516.280  熱流･冷凍能力  QW 
30306 QHP HP W(QW) 735.500  馬力  QW 
30307 NUM 号 W(QW) 1,744.185  湯沸器号数  QW 
30308 MJD MJ/d W(QW) 11.574  熱流･冷凍能力 ＳＩ-１ QW 
30401 WMT W/m2･

 
W/m2･℃ 1.000  熱伝導率 ＳＩ-１ WMT 
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表 4.6.14 単位設定 ID 一覧（3/4） 

  

No 単位ID 表示単位 基準単位 基準単位換算
率 

内  容 備 考 単位ｸﾞﾙｰﾌﾟ
G 

30501 JKG J/kg J/kg 1.000  比エンタルピー ＳＩ-１ JKG 
30601 RH ％ ％(RH) 1.000  相対湿度 ＳＩ-１ RH 
30701 KGKG kg/kg(DA) kg/kg(DA) 1.000  絶対湿度 ＳＩ-１ KGKG 
30801 EDR EDR㎡ EDR㎡ 1.000  相当放熱面積  EDR 
30901 COP COP COP 1.000  成績係数  COP 

        
 [電気分野]    

50101 EP P P 1.000  極数  EP 
50201 ES φ φ 1.000  相  ES 
50301 EV V V 1.000  電圧 ＳＩ-１ EV 
50302 EKV kV V 1,000.000 電圧 ＳＩ-１ EV 
50401 EVA VA VA 1.000  皮相電力  EVA 
50402 EKVA kVA kVA 1,000.000  皮相電力  EVA 
50501 EW W W(EW) 1.000  電力容量･消費電

 
ＳＩ-１ EW 

50502 EKW kW W(EW) 1,000.000  電力容量･消費電
 

ＳＩ-１ EW 
50601 EA A A 1.000  電流値 ＳＩ-１ EA 
50602 EKA kA A 1,000.000 電流値 ＳＩ-１ EA 
50604 MEA mA A 0.001 電流値 ＳＩ-１ EA 
50701 LUM lm Lm 1.000  光束  LM 
50702 LMW lm/W lm/W 1.000  ｴﾈﾙｷﾞｰ消費効率  LM 
50801 BEF ％ ％ 1.000 百分率  BEF 
50901 VAR var var 1.000 無効電力  VAR 
50902 KVAR kvar kvar 1,000.000 無効電力  VAR 
51001 EF F F 1.000 電気容量  EF 
51002 EUF μF μF 10-6 電気容量  EF 
51101 OHM Ω Ω 1.000 電気抵抗  OHM 
51201 DBW dBW dB/W 1.000  ｽﾋﾟｰｶ-ｼｽﾃﾑ効率  DB 
51301 MAH mAh Ah 0.001 電池容量  AH 
51302 AH Ah Ah 1.000 電池容量  AH 
51401 WH Wh Wh 1.000 電力量  WH 
51402 KWHE kWh Wh 1,000.000 電力量  WH 
51403 MWH MWh Wh 1,000,000.000 電力量  WH 

 [一般表示]     
80101 NO No No 1.000  ファン等番手  NO 
80201 CLAS class class 1.000  クリーン度  CLAS 
80301 EFF ％ ％(EFF) 1.000  効率  EFF 
80351 APF ％ ％(APF) 1.000 通年ｴﾈﾙｷﾞｰ消費

 
 APF 

80401 DOP ％DOP ％DOP 1.000  フィルター効率  DOP 
80501 CLM ％比色法 ％比色法 1.000  フィルター効率  CLM 
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表 4.6.14 単位設定 ID 一覧（4/4） 

※ 備考については、下記の通りである。(以下、同様。) 
･ＳＩ-１：ＳＩ単位新計量法に準拠する単位表示。 
･ＳＩ-２：ＳＩ単位に含まれていないが､公益社団法人空気調和･衛生工学会で認めた単位表示。 
･ＳＩ-３：ＳＩ単位で高さとしてのヘッド･水頭･水銀柱･揚程には使用が認められている表示。 

 単位ID 表示単位 基準単位 基準単位換算
率 

内   容 備 考 単位G 

80601 WTM ％重量法 ％重量法 1.000  フィルター効率  WTM 
80611 EAF aF F 1.000 静電容量  EPF 
80701 DB dB dB 1.000  騒音値  DB 
80801 FU FU FU 1.000 給水･排水単位  FU 
80901 NOTCH Notch Notch 1.000 切り欠き･穴  NOTCH 

 [その他]       
90101 YEN 円 円 1.000  金額  YEN 
90102 YENTA

X 
円(税込) 円 1.000 金額(税込)  YENTAX 

90201 DAI 台 台 1.000  台数  DAI 
90251 MAI 枚 枚 1.000 枚数  MAI 
90301 NIN 人 人 1.000  人数  NIN 
90401 HON 本 本 1.000  ボンベ等本数  HON 
90501 ROW 列 列 1.000  列数  ROW 
90601 STIR 段 段 1.000  段数  STIR 
90701 CLASS 級 級 1.000  級数  CLASS 
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第5章 オブジェクトの利用、BLCJ BIMオブジェクト標準 Version 2.0 の今後の計画 

5.1 オブジェクトの活用 

5.1.1 概要  

標準 Ver. 2.0 の実際のプロジェクトでの活用方法の概要を下図に説明する。また個々の活用方法は
「5.1.2 試験用 BLCJ BIM ライブラリサイトの利用」、「5.1.3 アドオンプログラムの利用」に説明する。 
 

 
図 5.1 標準 Ver. 2.0 の活用方法の概要 
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5.1.2 試験用 BLCJ BIMライブラリサイトの利用 

試験用 BLCJ BIMライブラリサイトへの BLCJ仕様展開 
(1) BLCJ新試行サイトの状況と試行予定 

BIM ライブラリ技術研究組合(BLCJ)では、オブジェクト標準とそれを実装するオブジェクトの作成、
さらにそれらをダウンロードして、実務に活用していただくための試験用 BLCJ BIM ライブラリサイト
の試行開発を行っている。2023 年 8月には、事務所建築設計に用いる主要なオブジェクトの一部が試行
できる環境となり、2025 年度を目途とした実務の利用に向けた段階的試行を行っていく予定である。 
標準 Ver. 2.0 属性情報に準拠した BIM ライブラリの試作を行い、試行サイトに掲載し､実務と同様の

プロセスで確認申請モデル建物､官庁関連事務所建物を対象として試行検討を行い､その結果を改善に反
映させる予定である。段階的な試行内容は以下を予定しているが、開発状況・予算状況等により､計画変
更が生じる場合もある。 
・事務所建築、約 10,000㎡程度以下が対象で、戸建て住宅は対象に含まない。 

 
表 5.1 標準 Ver. 2.0の活用方法の概要 

試行段階 試行範囲 
試行第 1 段階 
2023 年 8 月 
~2024 年 5 月 
(システム改良含む) 

・建築オブジェクト︓窓、ドア、衛生設備、等 
・対象建築ソフトウェア︓Revit 
・プロジェクト段階︓S2,S3(S4) 

・設備オブジェクト︓別表に示す設備オブジェクト 
・対象設備ソフトウェア︓ 
AutodeskDWG, Revit-MEP, Rebro, 
CADWeʼll Tfas/Linx, CADEWASmart, 
FILDER Ceed 

・プロジェクト段階︓S2-S6 
試行第 2 段階 
2024 年 6 月 
~2025 年 3 月 
(システム改良含む) 

・建築オブジェクト︓窓、ドア、シャッター、衛生設備、ELV、床、壁、天井、空間 
・対象建築ソフトウェア︓ 
Revit, Archicad, Vectorworks, GLOOBE 

・プロジェクト段階︓S2-S4 
・標準 Ver. 2.0 を実装した各社テンプレートを試行に加える 
・設備オブジェクト︓別表に示す設備オブジェクト(表 5.2) 
・対象備ソフトウェア︓ 
Revit-MEP ,Rebro ,CADWeʼll Tfas/Linx, 
CADEWA Smart, FILDER Ceed 

・プロジェクト段階︓S2-S6 
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表 5.2 設備登録オブジェクトの種類 

 
 
(2) BLCJライブラリサイト ｢トップ画面｣、｢検索画面｣(イメージ) 

【BLCJ トップ画面･ログイン画面】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.2 BLCJ サイトログイン画面  

ボイラー 小型還流ボイラー 温水発生機
吸収冷凍機 排熱投入型冷温水機 空冷ヒートポンプ 遠心冷スクリュー冷凍機
スクリュー冷凍機凍機 吸収冷温水機 空冷モデュールチラー

冷却塔 角型開放式冷却塔 丸型開放式冷却塔
空調ポンプ 空調用ポンプ(立形) 空調用ポンプ(横形)

膳熱交換器 天井扇 遠心送風機(片吸込) 遠心送風機(両吸込)
軸流送風機 消音ボックス付き送風機 有圧扇
コンパクト空調機 ユニット形空調機 ファンコイルユニット パッケージ型空調機
ルームエアコン マルチパッケージ室外機 マルチパッケージ室内機

排熱機 排熱機
制気口 VHS 角型アネモ 丸型アネモ 排煙口
ダンパー 風量調整ダンパー 防火ダンパー 防火防煙ダンパー SMD
バルブ 仕切弁 バタフライ弁 ボール弁
自動制御 制御バルブ 温度検出器

タンク 受水タンク
揚水ポンプ(横型) 小型給水ユニット(立型) 水道用直結加圧ポンプ 水中ポンプ
消火ポンプ
ガス給湯器連結式 ガス給湯器 貯湯槽(横形) 貯湯槽(立形)
貯湯式電気温水器 ヒートポンプ貯湯気
洋風大便器(壁掛) 洋風大便器(床置) 小便器(壁掛) 小便器(床置)
洗面器 手洗器 掃除流し
屋内消火栓 スプリンクラーヘッド アラーム弁 送水口
末端試験弁 連結送水管放水口

システム天井用照明 照明器具ベースライト型(露出型) 照明器具ベースライト型(埋込型) 照明器具ダウンライト
非常用照明 誘導灯

発電設備 ディーゼル発電機 太陽光発電設備
実験盤 OA盤 分電盤 制御盤
警報盤 開閉器盤
熱感知器(差動式) 熱感知器(定温式) 煙感知器 スピーカ
発信機 受信機

受変電設備 受電盤 変圧器盤

衛生器具

消火設備

機械設備

照明器具

配電機器

防災器具

空気調和設備

給排水衛生設備

電気設備

冷凍機

送風機

空調機

ポンプ

湯沸し器
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【カテゴリー･メーカー･ファイル種別検索画面】 

図 5.3 BLCJ サイト検索画面 
 

 
図 5.4 BLCJ サイト検索結果一覧画面、詳細表示画面  

【建築ジェネリックモデル検索画面】 

【設備ジェネリックモデル検索画面】 

【電気ジェネリックモデル検索画面】 
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図 5.5 BLCJ サイト検索結果一覧画面、詳細表示画面 

 

 

図 5.6 BLCJ サイト検索結果、詳細表示画面、仕様情報画面 
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(3) BLCJライブラリ試行サイト社会実装検討(案) 

 

図 5.7 BLCJ ライブラリ試行サイト社会実装検討①(機器メーカー･CADベンダー連携イメージ) 
 
 

 

図 5.8 BLCJ ライブラリ試行サイト社会実装検討②(ポータル連携イメージ) 
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5.1.3 アドオンプログラムの利用 

(1) 標準 Ver. 2.0 実装に必要とされるアドオンの全体像 
建築アドオン WG では、標準 Ver. 2.0 普及の視点から、パラメータ実装のワークフローについてサン

プルプロジェクトモデル（2021年度作成）を用いて検証した。その過程で、既存アドオンツールの利用、
機能改善を含めた専用アドオンツール開発を適宜行った。 
 
(2) Archicadにおけるパラメータ実装ワークフローの検証 

Archicad におけるパラメータ実装のワークフローを①パラメータインポート、②パラメータ値入力・
編集、③パラメータ値連携、以上の 3つに分解、検証した。どの操作においても標準機能で実行できない
ということはなく、標準機能で不足しているインタフェースをアドオンが補うという形になっている。 
②パラメータ値の編集において、BLCJとグラフィソフトジャパン株式会社、株式会社日建設計の３社

でパラメータ値の編集用フローティングパレットの仕様の整理と開発を行った。「Graphisoft Forward」
の Forwardツール/テクノロジープレビューツールにて 2 種のツールが提供されている。その「分類とプ
ロパティ設定」と「ライブラリ部品パラメータパレット」ツールを用いた検証を行い、値入力のステップ
数の減少等、作業の効率化を確認できた。 
 
(3) Revitにおけるパラメータ実装ワークフローの検証 

Revit におけるパラメータ実装のワークフローを「①パラメータインポート、②パラメータ値入力・編
集、③パラメータ値連携」、以上の 3つに分解、検証した。どの操作においても標準機能で実行できない
ということはなく、標準機能で不足しているインタフェースをアドオンが補うという形になっている。 
 
① パラメータインポートでは標準機能での問題点を解決すべく、市販ツールである RushForth Tools の

Parameter Schedulerと、DiRootsの ParaManagerという機能を使用して試行・検証を行った。 
② パラメータ値の編集では、応用技術株式会社 BooT.oneの「マイプロパティ」ツールの機能改善を行

った。BLCJが開発協力したこのツールは、現在「B.マイプロパティ」として BLCJ 組合員間で共有さ
れ、実務上での検証を行っている。作業工程数を減らすことができるほか、同一内容のパラメータ編
集を繰り返し実行する場合、作業効率が大きく向上することが確認できた。 

図 5.9 「B.マイプロパティ」ツール 
 
③ パラメータ値連携では、標準機能の他、応用技術株式会社 BooT.one の「パラメータ間コピー」ツー

ルを用いて検証した。操作の手数が圧倒的に少なく、作業の効率化には最も効果的と思われる。 
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(4) Vectorworks におけるパラメータ実装ワークフローの検証 
Vectorworks におけるパラメータ実装のワークフローを検証した。検証に当たっては、ソフトウェアの

機能の検証と中小企業向け BIM 導入支援環境の BIM スターターパックでの操作の検証を併せて実施し
ている。Vectorworksでは標準機能で BLCJ 属性を付加したオブジェクトを作成できること、また既存モ
デルのオブジェクトを属性付加されたものに簡単に置き換えられること、及び広く利用を普及させるた
めの BIM スターターパックへの適用を検証できた。 
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5.1.4 BLCJ標準の取扱いについて 

(1) 確定後の BLCJ標準に関する著作権を含む知的財産権の取り扱いについて 
2018年 5 月の定時総会で、次の 2項目が決議されている。 

・ 著作権を含む知的財産権は、BLCJ 標準に準拠して作成された形状情報及び属性情報に関しては、提
供または作成したメーカー、ソフトウェアベンダー等に帰属し、BLCJ 標準のその他の部分に関して
は、BIM ライブラリ技術研究組合に帰属するものとする。 

・ BLCJ 標準に則って作成された BIM オブジェクトは、それを示すマークを BIM ライブラリ技術研究
組合が付与する。 

 
(2) 基本規約の関連条項 
 基本規約において、著作権を含む知的財産権に関する記述がある条項を次に示す。なお基本規約・素案
全文は資料編を参照。 
 

表 5.3 基本規約における著作権を含む知的財産権に関する条項一覧 

条項 関連部分 
第 3条 利用の範囲 

１）Webサイト利用者は、BIMライブラリーから必要な BIMオブジェクトをダウンロード
し、自身が作成する建築プロジェクト等で使用することができる。 

２）Web サイト利用者は自身以外のユーザーに本規約を周知し、本規約に同意したユーザー
は、Web サイト利用者がダウンロードした BIM オブジェクトを使用することができる。 

第 7条 知的所有権の所在 
ユーザーは、BIMオブジェクトには著作権を含む知的財産権が当法人またはデータ提供者に
帰属することを承知の上で利用するものとする。 

第 9条 禁止事項 
当法人は、ユーザーが BIM ライブラリーの使用に際して以下の行為を行うことを禁止する。 
イ)知的財産権の侵害行為 
ロ)当 Web サイトからダウンロードした BIM オブジェクトを、当法人の許可無く不特定多
数に配布する行為 

ハ)当Web サイトに対し、不正なデータ、虚偽情報および不正なプログラムを書き込む行為 
ニ)当法人、ユーザーおよび BIMオブジェクト提供者を誹謗中傷する行為 
ホ)法令などに反する行為 
ヘ)その他、公序良俗に反する行為 

第 10条 免責 
１）当法人は、当 Web サイトやネットワークの不具合およびこれに起因すると思われる事

由で BIM ライブラリーをWeb利用者が使用できなくなった場合、これに起因してユー
ザーが被った被害に対し責任を負わない。 

２）BIM ライブラリー内の BIM オブジェクトに不具合があった場合も、当法人およびオブ
ジェクト提供者はユーザーに対し責任を負わない。 
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5.2 BLCJ BIMオブジェクト標準 Version 2.0 の今後の計画 

今後の計画 
標準 Ver. 2.0 の今後の計画として、次の 5点を検討している。 

① ライフサイクルにわたる標準の作成。特に維持管理・運用に関する部分が重要。 
② 環境に関する情報の標準化。建築基準法の省エネ基準の改定が 2024 年度に予定されていることが背

景にあり、対外的にも必要なことである。 
③ メーカーとの連携の拡大。特にジェネリックオブジェクトとメーカーから得られる情報をどのように

連携させるかが課題である。 
④ データの根拠の明確化 
⑤ その他(必要な材料・製品・機器に関するオブジェクト標準の拡大等) 

 
(1) ライフサイクルにわたる標準の作成 
「①ライフサイクルにわたる標準の作成。特に維持管理・運用に関するもの」に関しては「1.6 ライフ

サイクルを対象とする BLCJ BIMオブジェクト標準 Version 2.0」で説明するように、引渡し段階、維持
管理・運用段階の標準化が進んでいない。2022 年度末での整理を以下に示す。 
 

 
・S5 段階から引渡しが必要なものは、①完成 BIM(As-built BIM)、②維持管理対象の図面・位置情報(維持
管理 BIM)、③耐用年数、④設置時期、保証期間、製品情報、連絡先等がある。 

・維持管理 BIM は、維持管理対象の図面・位置情報と各種データとを連携させ、散逸せず保管する装置。 
・維持管理・運用段階に必要な情報は、建物所有者等のニーズに合わせたものとする必要がある。 

図 5.10 引渡、維持管理・運用の標準化に向けた情報整理 
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図 5.10 の説明に示すように、 
・維持管理 BIMは、維持管理対象の図面・位置情報と各種データとを連携させ散逸せず保管する装置 
・維持管理・運用段階に必要な情報は、建物所有者等のニーズに合わせたものとする必要がある。 
と考えており、今後の検討を踏まえて内容を整理する予定である。 

また、維持管理に必要な情報として、「第 1 章 1.2.1 表 1.2」に示す「運用と維持管理ゾーン」に示すNBS
で定義する設置とメンテナンスのスペースがある。 
 
(2) 環境に関する属性情報の検討 
建築物省エネ法は、2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて、建築物分野での省エネ対策を強化

するために、2021 年、2022 年に改正された。改正法では、2025 年 4 月（予定）から、住宅を含むすべ
ての新築建物に省エネ基準の適合義務化や、建築確認・検査の対象となる建築物の規模等の見直しが行わ
れる。 

この背景にある国全体の省エネ温室効果ガス削減目標は、2021 年 10 月 22日の閣議で決定された地球
温暖化対策計画で、「2030 年度において、温室効果ガス 46%削減(2013 年度比)を目指すこと、さらに 50%
の高みに向けて挑戦を続けること」を表明している。(環境省ホームページ) 
環境に関する属性情報は、建築プロジェクトのどの段階を対象とするのか、また数値はどこで計算され

たものを使用するかの課題があり、今後検討する予定である。また環境に関する数値は、独立したデータ
ベースに情報を保存し、BIMの属性情報として参照できる形式が望ましいと考えられる。 

 
(3) メーカーとの連携の拡大 
標準 Ver. 2.0 を活用する場合、必要な仕様・性能等に等に対応する材料、製品、機器を検索し、対応す

る材料等が特定でき、さらには設計条件による各種の検討・シミュレーションを行い、さらにはコストを
把握するなどの必要がある。 
このため製品情報は重要であり、多くの情報が必要となり、メーカーの協力を得て情報を連携するこ

とが必要である。また従来はこの段階は設計者がカタログ類を検索する等して、このプロセスを行って
きた。この段階でデジタル技術を用いてより効率的に情報を検索することが必要である。 
ここで重要なことは、従来のカタログ検索のプロセスはどのように行えばよいかということである。

方法としては、 
① 方法 1：検索対象をすべて BIMオブジェクト化し、検索・各種検討・シミュレーションを BIM

で行う方法。ただし BIMオブジェクトの中にある属性情報を外部に取り出して検索することが必
要である。設備系オブジェクトに関しては 2D の段階から ID を用いて外部化しているため検索に
は対応できるが、建築系オブジェクトに関しては、新たに外部化するシステムと ID 設定があり、
容易ではない。また原則的にはすべての材料・製品・機器のオブジェクトがないと検索ができ
ず、メーカーの負担が大きい。 

② 方法 2：検索のために必要な情報は、Excel 等のデジタルな情報で対応する方法。設計条件による
各種の検討・シミュレーションにはジェネリックオブジェクトを最大限活用(必要に応じての形
状・寸法の修正を行う)するもので、BIMオブジェクトを選択してすべて自動的に作業を行うこと
は現段階では考慮しないとする。この場合は作成する BIM オブジェクトが限定され、メーカーの
負担コストが限定される。 
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Excel 等のデジタルな情報で対応する方法を効率的に行うためには、Excel 等に整理する情報の
内容・用語、また情報の配列(デジタル的には配列が一致しなくてもマッピングで可能である)が
標準 Ver. 2.0 に対応しているか、対応可能になっていれば BIM の属性情報との連携が実現でき、
システムでの関係付が可能となる。いわば Digitizationから Digitalizationが実現できる。 

 
上記の 2通りの方法を比較すると②がコスト、技術的な取り組み易さとして優位性があり、また現実

的であり、この方法を進めるためにメーカーとの連携を拡大することとしたい。 
現状は、多くの材料・製品・機器に関する情報が「カタラボ」というアナログな情報で存在する。こ

れをデジタル活用に向けて段階的に進めることが方法論として考えられ、既にこの検討に着手してい
る。 
 
(4) データ根拠の明確化 

(2)環境に関する属性情報の検討で言及したが、環境に関する数値はどこで計算されたものを使用する
かが問われる。環境に関する情報に限らず性能・機能に関する数値(情報)の信憑性を担保するために
は、製造者が担保するのではなく、第三者(機関)が証明するのが一般的である。 
英国NBS の BIMオブジェクト標準では、この点を考慮して「BOS 証明」としての属性情報を設定し

ている。(第 1 章 1.2.1  表 1.2 「NBS標準と BLCJ 標準との対応」参照) 
 
(5) 必要な材料・製品・機器に関するオブジェクト標準の拡大等 
今後標準の対象を拡大する方向として、以下が考えられる。 
①新しい品目(材料・製品・機器) 
②BIM化する品目の拡大 
③法令、社会的な要請による情報項目の変化、拡大 
具体的には、今後の標準作成の課題は、標準 Ver. 2.0 での設計業務遂行時に不足する内容（＝カテゴリ

ー）を拡充していくことである。BLCJとして、この視点を大切にしつつ、標準 Ver. 2.0 の普及につとめ
ていきたい。 
建築領域では、標準 Ver. 1.0 で作成されたが、標準 Ver. 2.0 に深化していない部分を優先的に検討す

る。特に空間オブジェクトを含め、建築確認時に必要な属性項目が別途議論され、整理されているので、
それらを加えた BLCJ 標準の修正を行うこととする。 
 


	BLCJ BIMオブジェクト標準 Version 2.0 報告書
	目次

	第1章 BLCJ BIMオブジェクト標準Version 1.0から2.0へ
	1.1 BLCJ BIMオブジェクト標準の目的と標準化のメリット
	(1) 標準の目的
	(2) 標準化のメリット

	1.2 BLCJ BIMオブジェクト標準の特徴と適用範囲等
	1.2.1 BLCJ BIMオブジェクト標準Version 1.0(以下「標準Ver. 1.0」)
	(1) 標準Ver. 1.0の特徴等
	(2) 標準Ver. 1.0の適用範囲

	1.2.2 BLCJ BIMオブジェクト標準Version 2.0（以下「標準Ver. 2.0」）
	(1) 標準Ver. 2.0の特徴等
	(2) 標準Ver. 1.0との関係
	(3) 標準Ver. 2.0の適用範囲


	1.3 BLCJ BIMオブジェクト標準Version 2.0の概要
	(1) 標準Ver. 2.0の対象とする情報範囲
	(2) 公共建築工事標準仕様書の用語との整合
	(3) 建築設計三会ガイドラインのパラメーターリストとの関係
	(4) 2通りの情報生成タイプの考慮
	(5) 同じ情報がメーカー、BIMソフトウェアによって異なる場合の標準の対応

	1.4 形状・属性情報の構成
	1.5 検索・利用のための分類コード、ID、用語
	(1) 概要
	(2) CI-NETの概要
	(3) ISO12006-part2の概要
	(4) Uniclass2015の概要
	(5) OmniClassの概要

	1.6 ライフサイクルを対象とするBLCJ BIMオブジェクト標準Version 2.0
	1.7 BLCJ BIMオブジェクト標準Version 2.0と他のデータベースの活用
	1.8 標準化検討の実施体制
	(1) BLCJ:BIMライブラリ技術研究組合設立まで
	(2) 技術研究組合の概要、目的、実用化の方向性、事業化の目途の時期

	1.9 その他
	(1) NBS BIMオブジェクト標準ver2.1(2019年3月)の概要
	(2) Stem 、BE-Bridgeの概要


	第2章 BLCJ BIMオブジェクト標準Version 2.0
	2.1 BLCJ BIMオブジェクト標準Version 2.0の基本事項
	(1) 用語
	(2) 基本的な構成
	(3) 製品等の製造者による分類
	(4) 製品のタイプによる分類

	2.2 形状情報
	2.2.1 詳細度、オブジェクトの原点、座標軸
	(1) 詳細度
	(2) 原点（配置点）の取り方

	2.2.2 3Dオブジェクト
	2.2.3 2D外形図

	2.3 属性情報
	2.3.1 BLCJ管理情報項目
	2.3.2 BLCJ技術情報項目
	2.3.3 IFCに基づく情報項目
	2.3.4 FM及びCOBieに基づく情報項目
	2.3.5 BOS一般に基づく情報項目
	2.3.6 BOS証明に基づく情報項目
	2.3.7 BOS環境に基づく情報項目
	2.3.8 法令に基づく情報項目
	2.3.9 補足プロパティに基づく情報項目


	第3章 建築設計分野のBLCJ BIMオブジェクト標準Version 2.0
	3.1 概要
	3.2 属性情報
	3.2.1 建築意匠関係の技術情報の構成及び利用の説明
	(1) 属性項目リストの拡充と公開
	(2) 属性項目の整理の範囲
	(3) 属性項目の選定方針
	(4) 属性項目の活用方法の想定
	(5) 各オブジェクトの整理内容
	① 建具オブジェクトに共通する整理内容
	② 窓オブジェクトの整理内容
	③ シャッターオブジェクトの整理内容
	④ ドアオブジェクトの整理内容
	⑤ 機器オブジェクトに共通する整理内容
	⑥ トイレ器具オブジェクトの整理内容
	⑦ エレベーターオブジェクトの整理内容


	3.2.2 構造関係の技術情報の構成及び利用の説明
	(1) 構造WGの活動概要と構造設計BIMの現状
	(2) 構造設計業務で必要な属性項目・名称の整理



	第4章 設備分野のBLCJ BIMオブジェクト標準Version 2.0
	4.1 BLCJ BIMオブジェクト標準Version 2.0の目的及び適用範囲
	(1) 目的
	(2) 適用範囲
	(3) 建築確認申請との連携

	4.2 形状情報
	4.2.1 形状情報（詳細度、オブジェクトの原点、座標軸）
	(1) 詳細度
	(2) オブジェクト原点(配置点)･座標軸の取り方

	4.2.2 3Dオブジェクト
	(1) 3Dオブジェクトファイル形式
	(2) 3Dファイル容量
	(3) 3Dビューアーファイル
	(4) 3D-CADファイル作成ルール
	(5) レイヤ構成
	(6) 描画仕様
	(7) 3Dオブジェクトファイル規則

	4.2.3 2D外形図
	(1) DXF(DWG)ファイル
	(2) CADファイル作成ルール
	(3) レイヤ構成
	(4) 描画仕様
	(5) 2D外形図ファイル規則

	4.2.4 ダクト、配管接続口情報
	(1) ダクト・配管接続口仕様情報の記載例
	(2) 接続口用途ＩＤの位置づけ

	4.2.5 各種マニュアル、性能線図等

	4.3 属性情報
	4.3.1 仕様属性項目、仕様ID、仕様の構成
	(1) 設備機器情報の分類と仕様属性項目の関係
	(2) 仕様IDの構成
	(3) 仕様値

	4.3.2 機器仕様属性情報データ全般に係る項目
	4.3.3 オブジェクト作成基準(参考)
	(1) 2Dオブジェクト
	(2) 属性データ(中間ファイル)授受方法

	4.3.4 BLCJ管理情報項目
	4.3.5 BLCJ仕様属性項目一覧で用いる用語
	4.3.6 BLCJ技術情報項目
	4.3.7 IFCに基づく情報項目
	4.3.8 BOS一般に基づく情報項目
	4.3.9 BLCJ見積／機器仕様情報
	4.3.10 　BLCJ機器仕様情報／図面･図書参照情報
	4.3.11 　BLCJ･図書／テキスト／コミッショニング情報項目
	4.3.12 　ファシリティマネージメントFM及びCOBieに基づく情報項目

	4.4 仕様属性項目編成
	4.4.1 BLCJ設備仕様属性項目一覧編成
	(1) 設備仕様属性項目(設計･施工･維持管理)オブジェクト編成
	(2) ｢設備｣機器分類毎の仕様属性項目｢ジェネリックオブジェクト｣一覧
	(3) ｢設備｣機器分類毎の仕様属性項目｢メーカーオブジェクト｣一覧
	(4) ｢設備｣機器分類毎の仕様属性項目｢施設管理オブジェクト｣一覧
	(5) ｢設備｣カテゴリー別パラメータリスト一覧
	「空調機」
	「全熱交換器」
	「送風機」
	「排煙機」
	「ダンパー」「制気口」

	(6) ｢設備｣仕様属性項目リスト｢BLCJ仕様｣⇔｢RUG｣⇔｢IFC｣対比

	4.4.2 ｢電気｣仕様属性項目オブジェクト編成
	(1) 電気仕様属性項目(設計･施工･維持管理)オブジェクト編成
	(2) ｢電気｣機器分類毎の仕様属性項目｢ジェネリックオブジェクト｣一覧
	(3) ｢電気｣機器分類毎の仕様属性項目｢メーカーオブジェクト｣一覧
	(4) ｢電気｣機器分類毎の仕様属性項目｢施設管理オブジェクト｣一覧
	(5) ｢電気｣カテゴリー別パラメータリスト一覧


	4.5 ｢設備・電気｣カテゴリー編成
	4.5.1 ｢設備｣カテゴリー (機器･器具分類コード)一覧
	4.5.2 ｢電気｣カテゴリー (機器･器具分類コード)一覧

	4.6 設備関連MDBデータベース編成
	4.6.1 ｢設備･電気｣MDBマスターデータベース一覧
	(1)   BLCJ企業コード・マスターテーブル
	(2) 機器分類コード・マスターテーブル
	(3) 仕様属性項目ＩＤ・マスターテーブル
	(4) 条件(拡張)設定ＩＤ・マスターテーブル
	(5) 単位ＩＤ・マスターテーブル

	4.6.2 　オブジェクトレイヤ・2D外形図レイヤ・マスターテーブル
	(1) 3Dオブジェクトレイヤ・マスターテーブル
	(2) 2D外形図レイヤ・マスターテーブル

	4.6.3 接続方法・マスターテーブル
	4.6.4 参考マスターテーブル
	(1) 仕様属性項目選択リスト・参考マスターテーブル
	(2) 条件設定ID選択リスト・参考マスターテーブル

	4.6.5 BLCJファイル作成ルール
	4.6.6 BLCJコード一覧
	(1) 企業コード一覧
	(2) 機器分類コード一覧
	(3) 条件設定一覧
	（3-1）条件設定ID一覧
	（3-2）条件設定ID：METHを伴う仕様IDに対する仕様値
	(4) 単位設定ＩＤ一覧



	第5章 オブジェクトの利用、BLCJ BIMオブジェクト標準Version 2.0の今後の計画
	5.1 オブジェクトの活用
	5.1.1 概要
	5.1.2 試験用BLCJ BIMライブラリサイトの利用
	(1) BLCJ新試行サイトの状況と試行予定
	(2) BLCJライブラリサイト ｢トップ画面｣、｢検索画面｣(イメージ)
	(3) BLCJライブラリ試行サイト社会実装検討(案)

	5.1.3 アドオンプログラムの利用
	(1) 標準Ver. 2.0実装に必要とされるアドオンの全体像
	(2) Archicadにおけるパラメータ実装ワークフローの検証
	(3) Revitにおけるパラメータ実装ワークフローの検証
	(4) Vectorworksにおけるパラメータ実装ワークフローの検証

	5.1.4 BLCJ標準の取扱いについて
	(1) 確定後のBLCJ標準に関する著作権を含む知的財産権の取り扱いについて
	(2) 基本規約の関連条項


	5.2 BLCJ BIMオブジェクト標準Version 2.0の今後の計画
	(1) ライフサイクルにわたる標準の作成
	(2) 環境に関する属性情報の検討
	(3) メーカーとの連携の拡大
	(4) データ根拠の明確化
	(5) 必要な材料・製品・機器に関するオブジェクト標準の拡大等



